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令和５年第１回長万部町議会定例会（第１日目）

◎招集年月日 令和 ５年 ３月 ９日（木）

◎招集の場所 長万部町役場 議場

◎開 議 日 時 令和 ５年 ３月 ９日（木） 午前１０時００分

◎応 招 議 員（１０名）

１番 村 川 毅 ６番 橋 本 收 司

２番 辻 紀 樹 ７番 高 森 功 治

３番 高 橋 克 英 ８番 北 川 佳 嗣

４番 大 谷 敏 弥 ９番 柏 倉 恵里子

５番 長 﨑 厚 10番 辻 義 雄

◎不応招議員 なし

◎出 席 議 員 応招議員に同じ

◎欠 席 議 員 不応招議員に同じ

◎地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 木 幡 正 志 建 設 課 長 加 藤 慶 一

副 町 長 佐 藤 英 代 水 道 ガ ス 課 長 中 里 博 也

総 務 課 長 佐 藤 久 出 納 室 長 岡 野 喜美雄

まちづくり推進課長 中 山 裕 幸 消 防 長 沼 田 明 宏

新 幹 線 推 進 課 長 岸 上 尚 生 病 院 事 務 長 本 前 武 広

税 務 課 長 田 中 浩 教 育 長 近 藤 英 隆

税 務 課 参 事 佐 藤 修 学 校 教 育 課 長 對 馬 政 宏

町 民 課 長 佐 藤 剛 社 会 教 育 課 長 神 野 隆 之

保 健 福 祉 課 長 岡 部 忠 選挙管理委員会書記長 佐 藤 久

産 業 振 興 課 長 小 川 洋 監 査 事 務 局 長 増 田 理 恵

農 業 政 策 室 長 濱 谷 陽 一 農業委員会事務局長 小 川 洋

◎本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 増 田 理 恵

事 務 局 主 幹 佐々木 学

議 事 係 工 藤 大 智
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◎議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 町政執行方針及び教育行政執行方針並びに予算大綱説明

日程第４ 議案第１号 長万部町個人情報保護法施行条例

日程第５ 議案第２号 長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例

日程第６ 議案第３号 長万部町職員定数条例の一部を改正する条例

日程第７ 議案第４号 長万部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

日程第８ 議案第５号 令和４年度長万部町一般会計補正予算（第14号）

日程第９ 議案第６号 令和４年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

日程第10 議案第７号 令和４年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

日程第11 議案第８号 令和４年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第４号）

日程第12 議案第９号 令和４年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第13 議案第10号 令和４年度長万部町ガス事業会計補正予算（第４号）

日程第14 議案第11号 令和４年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）

日程第15 議案第12号 令和４年度長万部町病院事業会計補正予算（第３号）

日程第16 議案第13号 令和５年度長万部町一般会計予算

日程第17 議案第14号 令和５年度長万部町後期高齢者医療特別会計予算

日程第18 議案第15号 令和５年度長万部町国民健康保険特別会計予算

日程第19 議案第16号 令和５年度長万部町介護保険特別会計予算

日程第20 議案第17号 令和５年度長万部町公共下水道事業特別会計予算

日程第21 議案第18号 令和５年度長万部町ガス事業会計予算

日程第22 議案第19号 令和５年度長万部町水道事業会計予算

日程第23 議案第20号 令和５年度長万部町病院事業会計予算

日程第24 同意第１号 長万部町監査委員の選任同意について

日程第25 同意第２号 長万部町教育委員会教育長の任命について
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◎開会・開議宣告・議事日程

１０時００分 開会

○議長（辻義雄） ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、これより令和５年第１回長万部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

増田事務局長。

○議会事務局長 (増田理恵) 諸般の報告をいたします。監査委員から１月分出納検査報告書が、

また、渡島廃棄物処理広域連合議会議員から、会議結果報告書が提出されましたので、それぞれお

手元に配付いたしました。

次に、本定例会に議案等の説明のため、あらかじめ町長、教育長、その他執行機関およびそれぞ

れ委任または嘱託を受けた説明員の出席を求めております。以上であります。

○議長 (辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎会議録署名議員の指名

○議長（辻義雄） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において１番村川議員、９番柏倉議

員を指名いたします。

◎会期の決定

○議長（辻義雄） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は本日から１７日までの９日間としたいと思います。これに

ご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって会期は本日から１７日までの９日間に決定いたしました。

◎町政執行方針及び教育行政執行方針並びに予算大綱説明

○議長（辻義雄） 日程第３、町政執行方針及び教育行政執行方針並びに予算大綱説明を行います。

はじめに町政執行方針を行います。

木幡町長。



- 4 -

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 令和５年第１回町議会定例会の開会にあたり、町政執行に対する所信と町政

運営の基本的な考え方を申し上げます。

私は、昨年７月に執行された町長選挙におきまして、町民のみなさまから無投票当選という大変

名誉あるご審判をいただき、再び町政の舵取りを務めさせていただくこととなりました。議員各位

をはじめ町民のみなさまから寄せられた温かいご支援、ご協力に対し、心から感謝を申し上げます

とともに、期待と信頼に誠心誠意お応えすべく、町民の生命と財産を守るという信念のもと、町民

との対話による信頼関係をもとに、職員と一体となり、決意も新たに町長の重責を日々努めてまい

る所存であります。

昨年を振り返りますと、新型コロナウイルスの感染が拡大と収束を繰り返す中、夏場に新規感染

者数が過去最高を更新しましたが、感染拡大防止と社会経済活動の両立が進められるもと、行動制

限措置が講じられなかったこともあり、住民生活は少しずつもとの姿を取り戻し、人流の抑制は過

去の感染拡大の波と比較して小幅に止まりました。

地方を取り巻く環境は、加速する人口減少と長期化するコロナ禍など一層厳しさを増し、町政の

執行にあたっては、引き続き厳しい財政運営が予想されますが、将来の北海道新幹線長万部駅開業

を見据えながら、第４次長万部町まちづくり総合計画に則り、本町が地域の資源や人材を活かしな

がら、将来に向かって住み続けたいまち、自主・自立したまちであるために、町民の参加と合意に

よる個性的なまちづくりを進めることを目指し、各種施策の実現に全力を挙げて取り組んでまいる

所存であります。

今後も、町民一人ひとりの思いを大切に町政を進めてまいりますので、議員各位をはじめ町民の

みなさまの一層のご理解とご協力をお願いを申し上げます。

はじめに、水柱対策について申し上げます。昨年９月２６日に噴水が止まった水柱の対策は、現

在も専門家や関係機関と連携を図りつつ、モニタリング調査を継続しております。現況は小康状態

ではありますが、再噴出する可能性が否定できない状況にあるため、Ｒ５号井噴出の原因を早急に

解明することを目的に井戸内の浚渫工事等を実施してまいります。なお、工事等を実施すること
しゆんせつ

で、関係者等から助言をいただきながら長期にわたった観測を安全に継続することが可能となり、

ほかの廃止井戸等を含め、長万部全体の「安全弁」としての機能を発揮させることができると考え

ております。

次に、防災関係及び交通安全対策について申し上げます。防災関係では、「長万部町水災害避難

啓発動画」を活用した地区別防災出前講座を開催するとともに、長万部町地域防災計画の改訂業務

を進めてまいります。また、引き続き災害時に使用する避難用寝具や非常食等の計画的な整備や長

万部町防災の日（７月１２日）に合わせて災害パネル展等を開催し、防災意識の高揚に努めてまい

ります。

交通安全対策では、長万部町交通安全指導員協議会を中心に、関係機関、団体と連携し、旗の波

運動や街頭指導を実施しながら、交通弱者である高齢者の交通安全防止や児童生徒の交通安全の確

保を重点として、町民一人ひとりの安全意識の高揚を図り、交通事故の減少と死亡事故の撲滅を目

指してまいります。

次に、東京理科大学北海道・長万部キャンパスについて申し上げます。令和２年度から新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、全寮制教育を一時中止しておりました長万部キャンパスですが、
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今年は、全国各地から東京理科大学経営学部国際デザイン経営学科の生徒が４月８日に入寮いたし

ます。感染症対策を万全にされての入寮となるため、それぞれが公共交通機関で来町されることか

ら、例年どおりの歓迎とはなりませんが、町民のみなさまと静かに温かい気持ちで迎えてあげたい

と願うものであり、長万部キャンパスが再開することにより、まちの賑わいの創出と活性化に繋が

るものと歓迎いたします。今後も大学との良好な関係を維持し、さらなる連携・協力を図ってまい

ります。

次に、開礎１５０年・町制施行８０年について申し上げます。明治６年に長万部に副戸長が置か

れたことを自治体の開礎とする長万部町が、本年で１５０年を迎え、併せて町制施行８０年となり

ます。この記念すべき年に、先人の皆様の取り組み、築き上げてきた財産に感謝をし、さらなる限

りない未来への発展を願うための記念事業を実施してまいります。記念事業は、社会情勢を勘案し

ての記念式典を開催するとともに、記念町勢要覧の作成や既存の町内行事等への協賛を実施してま

いります。

次に、長万部町地域公共交通計画について申し上げます。長万部町地域公共交通計画につきまし

ては、「長万部町地域公共交通活性化協議会」により、デマンド交通短期実証調査運行が実施され

るなど、利便性の高い持続可能な公共交通体系の構築を検討していただきました。今後は、協議会

で審議いただいた計画の方向性を基本として素案を作成し、長万部町地域公共交通計画を策定して

まいります。

次に、脱炭素化の推進について申し上げます。脱炭素化と地域レジリエンス強化を同時実現する

ため、環境省の補助事業により、役場庁舎と学習文化センターに太陽光発電設備及び蓄電池をＰＰ

Ａ方式により設置しましたが、令和５年度からは、長万部町の公用車として、電気自動車導入と充

電設備を設置し、また、公共施設照明ＬＥＤ化事業を実施することにより、さらなる脱炭素化を進

めてまいります。

次に、ふるさと納税について申し上げます。長万部町まちづくり基金条例による、ふるさと納税

の取組につきましては、寄附サイト及び返礼品登録事業者の追加、新たな返礼品の発掘、各寄附サ

イトの返礼品画像について、魅力ある写真掲載や返礼品説明の制作、ふるさと納税関係イベントへ

の参加やＰＲ広告の掲載など積極的に実施してまいります。さらに、企業版ふるさと納税につきま

しては、地方創生及び持続可能なまちづくりを実現させるため、寄附企業にとって魅力のあるプロ

ジェクトを立案してまいります。

次に、長万部駅前周辺における都市整備について申し上げます。まちづくりの基本方針を定めた

「長万部都市計画マスタープラン」に基づき、町内の総合的な交通ネットワークを構築することを

目的に、現在の長万部駅の場所に東西市街地を結ぶ自由通路と駅西口広場、アクセス道路及び高架

下滞留空間の整備を目指します。

自由通路につきましては、将来開業が予定される新幹線長万部駅への連絡通路を兼ねるもので、

すでに基本設計を実施済みであり、関連する都市施設で町が整備予定の駅西口広場、西口アクセス

道路、高架下滞留空間についても含めて、鉄道事業者などの関係機関と協議しながら整備に向けた

検討を進めてまいります。また、津波避難施設を兼ねた防災駐車場や商業施設の誘致、商業区域の

再編と本町通の拡幅整備を視野に入れて、土地区画整理事業の導入に向けた検討と調査・準備を引

き続き進めてまいります。

さらに、長万部駅の東口駅前広場と本町通の拡幅整備につきましては、令和５年度中に道道長万
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部公園線を区域変更し、北海道が整備する方向で協議を進めており、関連する都市計画決定に向け

て、北海道や鉄道事業者などの関係機関との協議を進めてまいります。

次に、北海道新幹線工事関係について申し上げます。新幹線の地上部である明かり区間につきま

しては、令和４年度中に地上部の中ノ沢高架橋と平里高架橋ほか、栄原高架橋と静狩路盤の建設工

事が発注済みで、令和５年度には残りすべての建設工事を発注予定と鉄道運輸機構から伺っており、

これに伴い新幹線と交差する道路や河川などの支障移転や付け替え協議、用地買収や支障物件の移

転などについて、町民のみなさまの生活に、できる限り支障が生じないよう最大限に配慮するとと

もに、事業が円滑に推進できるよう建設主体である鉄道運輸機構との連携を密にして対応してまい

ります。

次に、高齢者福祉対策及び介護保険事業について申し上げます。「共に支え合い、長寿で豊かな

まちづくり」を基本理念とした第８期長万部町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づき、

「健康寿命の延伸と元気高齢者の活躍推進」、「安心・安全に暮らせる環境づくり」、「多様な暮らし

を支え合うまちづくり」を目標に取組を進めてまいります。住まい・医療・介護・予防・生活支援

が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を目指し、社会福祉協議会をはじめとする関係

機関との連携のもとに、相談や見守り体制の生活支援サービスの体制整備、医療・介護連携の推進、

認知症の総合的な対策に取り組んでまいります。

さらに、地域包括支援センターにおける相談受付、生活支援などのほか、在宅での生活を支える

介護予防事業等を推進しながら、介護保険事業の安定とサービスの向上に努めてまいります。

令和５年度は計画の最終年度となることから、令和６年度から令和９年度までの３年間を計画期

間とする第９期計画策定に向け準備を進めてまいります。

高齢者のみなさまがその能力や経験を活かし積極的に社会参加ができるよう、地域敬老会への助

成、老人クラブの活動支援、タクシー料金の助成、福祉バスの運行、入浴料金助成事業などを継続

して実施してまいります。

次に、障がい者福祉関係について申し上げます。障がい者施策の基本計画として、第３次長万部

町障がい者基本計画と、第６期長万部町障がい福祉計画（第２期長万部町障がい児福祉計画）をも

とに、「障がい者だれもが自立し、安心して暮らし支え合う町」を目指し、「障がい者等の自己決定

と自己選択の尊重」、「地域生活移行や就労支援等の課題に対応したサービス提供体制の整備」、「障

がい児支援体制の整備」を基本目標に取組を進めてまいります。障がいのある人とない人がともに

地域の中で暮らしていくことができるよう障がいに対する理解促進を図り、相談支援体制や情報提

供の充実を図るとともに、個々に応じた的確なサービスの提供に努めてまいります。また、町内に

在住する障がいのある方が集まり、軽作業を行うことで生きがいを見いだすことができる場所とし

て、地域活動支援センター事業を継続してまいります。令和５年度は各計画の最終年度となること

から、令和６年度以降の新たな計画策定に向け準備を進めてまいります。

次に、町民の健康増進について申し上げます。町民の「健康寿命の延伸と健やかな暮らしを実現

する」を基本理念とした長万部町健康づくり計画に基づき、「健やかに産み育てる」、「生活習慣病

の予防と悪化の防止」、「こころの健康保持」を目標に、家庭や教育関係機関、商工・農業・漁業団

体、町内会等と連携し、健康づくりの推進に取り組んでまいります。

母子の健康では、母子健康手帳の交付時や乳幼児健診などの機会を通じて、個別相談や育児相談

を実施してまいります。また、安心して子どもを産むことができる環境づくりを推進するため、妊
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婦一般健診費用及び通院費、新生児聴覚検査費用、不妊・不育治療に要する費用の一部助成や妊娠

期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、必要な支援につなぐ伴走型の相談支援を充実

するとともに、経済的な支援を継続してまいります。

食育につきましては、幼少期から食への関心を持ち、栄養や食の安全への理解を深め、健康的な

食生活を実践できるよう支援してまいります。

生活習慣病の予防と悪化の防止では、少年期からの知識の普及や良い生活習慣についての周知、

健診の重要性について関係機関の協力を得ながら啓蒙に努めてまいります。また、検診の受診率向

上のため、検診料金の一部助成を継続してまいります。

こころの健康保持では、面談や電話による相談事業を継続してまいります。

次に、児童福祉関係について申し上げます。町立保育所では、職員体制の充実を図るとともに保

護者のご協力をいただきながら、保育サービスや保育環境の充実に努めてまいります。また、保育

所内に設置している子育て支援センターでは、みんなの広場や遊びの広場など親子遊びの場の提供、

子育て相談など、子育て支援の充実に努めてまいります。幼児教育・保育の無償化により、引き続

き子育て世代への負担軽減を図るとともに、拡大して実施しております、町内の保育所、認定こど

も園に２人以上で入所の就学前第２子以降の児童の無料化についても継続し、子育て支援の拡充を

図ってまいります。

学童保育につきましては、民間事業者に委託し、昼間、留守家庭の児童の放課後等に適切な遊び

や生活の場を提供し、児童の健全な育成を図っており、引き続き実施してまいります。

次に、生活環境関係について申し上げます。私たちの暮らしに関わる環境問題対策への取組は、

町民一人ひとりが、意識を持って環境負荷の少ない生活様式へと転換させていくことが大切であり

ます。「混ぜればごみ、分ければ資源」の言葉どおり、自然に優しい循環型の地域社会づくりを目

指すため、ごみ減量化の一環として、生ごみ堆肥化容器購入補助や廃食用油、衣類等の無料回収を

継続して実施してまいります。

海岸漂着物の回収・処理につきましては、補助事業を利用して静狩地区・旭浜地区・長万部地区

について実施してまいります。

旧一般廃棄物最終処分場につきましては、調査計画委託業務を実施し、埋立地境界柵を設置して、

廃止に向けた業務を進めてまいります。

このほか、低炭素まちづくりに向けての節電対策を強化するため、各団体が管理している街路灯

の電気料金補助及び設置改良補助を継続し、地域のみなさまに補助制度をご活用いただき、省エネ

ルギー機器交換の推進と維持管理の負担軽減を図ってまいります。

山越郡衛生処理組合から引き継ぎました、し尿処理施設につきましては、令和４年度で施設解体

を完了しましたので、し尿処理施設解体基金を全額取り崩し、国庫補助金と八雲町負担金について

返還し精算してまいります。

空家対策事業として、町民のみなさまが安心して生活することができる環境を確保するため、倒

壊や屋根・外壁等の部材が飛散するおそれのある空家の解体工事に係る費用の一部を補助する制度

を継続して実施してまいります。

次に、農業振興について申し上げます。酪農経営の安定的発展を図るため、酪農ヘルパー利用組

合や乳牛検定組合等に対する助成をしてまいります。また、生産者のコスト低減と規模拡大を図る

ため、町営による公共牧場事業を継続してまいります。
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肉用牛は、町有貸付牛の貸付けを引き続き行うとともに、農業共済組合や農業改良普及センター

等と連携し、生産者の技術支援や巡回指導等に努めてまいります。

道営草地整備事業は、今年度より５か年計画で公共牧場を含めた実施計画区域で、草地整備改良

１３２.２ヘクタール、草地造成改良４８.９ヘクタール、暗渠排水８４.２ヘクタールなどの整備

事業を実施してまいります。

各地区の農地及び営農用水施設等の維持管理につきましては、多面的機能支払交付金事業を実施

し、保全活動の支援をしてまいります。

農業担い手確保対策につきましては、意欲ある若者を全国から受け入れるため研修先の確保に加

え、就農までのサポート体制の整備を進めてまいります。

次に、林業振興について申し上げます。町有林造林事業として、町有林の多面的な機能をより一

層充実させるため、地拵・植栽、下刈、間伐、皆伐、林業専用道（規格相当）開設事業などの一体

的な森林整備を実施してまいります。

民有林保育事業は、「豊かな森づくり推進事業」による造林奨励事業補助を行うとともに、町単

独事業として「民有林造林推進下刈奨励事業」による下刈事業補助を行い、林業振興と森林機能の

向上に努めてまいります。分収造林事業としては、分収造林契約地の下刈、間伐、作業道修繕事業

などを実施してまいります。

道営事業は、豊津地区の町有林及び町有林事業推進のため、平成１７年度から実施している基幹

林道豊津・黒岩線整備を引き続き進めてまいります｡

有害鳥獣対策では、ヒグマやエゾシカに加え、キツネやアライグマ等の小動物による農業被害も

増加傾向であるため、緩衝帯整備や戸締りの徹底等により物理的な侵入経路を塞ぐなどの対策を徹

底すると同時に、農林業被害の未然防止及び特定外来生物の侵入・定着阻止のため、長万部町鳥獣

被害防止対策協議会がその取組の中心となり、関係機関と連携をし、これらを捕獲するためのわな

を被害箇所周辺等に設置することで個体数の調整を図り、効果的な対策を実施してまいります。

次に、漁業振興について申し上げます。本町の令和４年度におけるホタテ貝漁業の漁獲量及び漁

獲金額は、漁獲量で１万７,１３８トン、漁獲金額は５６億１,８８４万円となり、前年と比較し、

漁獲量は６.８％の増、漁獲金額では４３.４％の増となりました。要因としましては、生産が順調

で中国などの海外輸出が回復し、単価等も安定したことが考えられます。ホタテの生育状況は、本

年２月に渡島北部地区水産技術普及指導所が調査した結果、おおむね良好な生育となっております

が、引き続き、各関係機関と連携し、注意深く生育調査等を行ってまいります。

漁業振興では、漁港街路灯電気料の補助を行い、漁家経営の安定化と健全な育成を進めてまいり

ます。

水産物供給基盤機能保全事業は、北海道が事業主体となり、長万部漁港の機能保全工事や静狩漁

港の漂砂対策として、防砂堤の新設工事を行うことが決定されております。

次に、商工・観光振興について申し上げます。人口減少に加え、新型コロナウイルス感染症の影

響や燃料・原材料をはじめとする物価高騰によって、地域経済は厳しい状況が続く中、本町の商工

業の振興を図るため、商工会への運営費助成を行ってまいります。また、中小企業の育成と経営安

定のため、商工会と連携し、中小企業融資資金の貸付けを行い、利子補給を実施してまいります。

多目的活動センターあつまんべにつきましては、国が定める新型コロナウイルス感染症対策の状

況を見ながら、積極的に活用していただき、地域振興が図られるよう利用を促進してまいります。
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観光振興では、ＪＲ長万部駅舎内に設置されている長万部観光協会による観光案内所は、本町の

観光案内はもとより名産品販売所として広く知られており、観光客や町民の方に利用され、地域経

済への寄与が見受けられております。令和５年度も引き続き助成を行い、観光の拠点となる案内所

の運営強化を図ってまいります。また、本町の大きな観光資源のひとつであります長万部温泉の温

泉井維持管理事業に助成し、温泉施設の安全と安定供給に努めてまいります。

さらに、開催を前提に、本町の一大イベントであります「おしゃまんべ毛がにまつり」に助成し、

地域特産物のＰＲを積極的に行い、町内外の各団体との連携を強め、地域の活性化を図り、観光の

ブランド化を進め、さらなる観光振興・地域振興に努めてまいります。

次に、労政関係について申し上げます。長期化する新型コロナウイルス感染症の影響や物価高騰

により、全国的に雇用情勢は不安定となり厳しい状況にあります。本町としては、良質で安定的な

雇用を維持するため、引き続き渡島檜山北部通年雇用促進支援協議会等関係機関と連絡を密にし、

求人情報や各種事業等の周知を進めるとともに、国や北海道と連携して雇用の確保を積極的に行っ

てまいります。

次に、消費生活相談関係について申し上げます。近年の消費生活相談の多様化に伴い、高度な対

応ができる「函館市消費生活センター」への相談引き継ぎ体制を整えております。また、北海道が

交付する地方消費者行政強化事業補助金を活用し、担当職員を専門的な研修に派遣することにより

資質向上を行い、さらなる消費生活相談体制の充実を図ってまいります。

次に、建設関係について申し上げます。土木事業では、５年に１度の法定点検が義務付けられて

いる町道橋について、長万部町橋梁長寿命化修繕計画に基づき、国の道路メンテナンス補助事業を

活用して、橋梁点検調査業務として町道橋７７橋のうち１８橋の点検調査、及び町道橋１橋の修繕

設計、２橋の修繕工事を実施してまいります。また、昨年８月に発生した大雨により一部崩落して

通行止めとなっていた町道浅見線につきましては、災害調査設計業務が完了しましたので、災害復

旧工事に着手いたします。

河川維持事業では、令和３年度に策定した長万部町河川堆積土砂管理計画に基づき、町内普通河

川の堆積土砂除去工事を３河川分実施するほか、昨年の大雨により護岸が大きく損壊している普通

河川田尻川の護岸補修調査設計業務を実施してまいります。

このほか、町道の舗装補修工事や排水路の清掃などについて、計画的に実施してまいります。

公園事業では、ふれあい公園、あやめ公園の施設の劣化状況や危険性を調査し、今後の修繕・更

新等の優先順位付けや概算費用を算出するための都市公園施設劣化度調査業務を実施するほか、ふ

れあい公園の老朽化した高圧受電設備更新工事を単独事業で実施してまいります。

公営住宅事業では、夜間停電時における入居者避難時の安全確保のため、町営住宅はまなす第３

団地の共用廊下・階段に設置している非常照明用器具の交換工事を実施してまいります。

また、北海道新幹線建設に伴う町営住宅南部団地移転に係る新団地建設について、令和５年度は

高砂地区の敷地造成及び構内道路新設工事と令和６年度建設分の実施設計業務、温泉地区は４棟９

戸の住宅建設及び外構整備工事を進めてまいります。このほか、住宅施設や設備の維持、修繕など、

計画的に実施してまいります。

次に、公共下水道事業について申し上げます。公共下水道事業の利用状況は、令和５年１月末現

在、供用開始区域内人口３,５４７人に対し、下水道接続人口は３,０２８人で、水洗化率８５.４

％となっており、今後も快適な生活環境づくりに向け、水洗化の普及促進に努め、自主財源の適正
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な確保と経営の効率化を進めてまいります。

あわせて汚水処理施設では、し尿・浄化槽汚泥等をスムーズに受け入れて順調に稼働処理を行っ

ており、令和５年度も引き続き万全の体制で事業を実施してまいります。

また、新幹線建設工事に伴う汚水管移設工事関連業務、及び昨年度に引き続き下水道ストックマ

ネジメント計画に基づく終末処理場更新工事を実施してまいります。

次に、ガス事業について申し上げます。令和４年度の経営状況は、新型コロナウイルス感染症対

策での営業自粛や学校休校等の影響により、昨年同様ガス販売量が低調となり、単年度収支で赤字

が見込まれております。

令和５年度の主な事業としては、新幹線建設工事に伴うガス本支管移設工事等を実施してまいり

ます。収益は、昨年度よりガス売上の微増を見込んでおりますが、原料費や施設修理費等の増加に

より、単年度収支で赤字の見込みとなっております。また、ガス料金は、原料費調整制度に基づく

調整単位料金の上限額を廃止しておりますが、国庫補助事業により９月料金分までは１立方メート

ルあたり税込み３０円、同じく１０月料金は税込み１５円の値引きを実施してまいります。ガス事

業につきましては、今後も厳しい経営環境ではありますが、保安の確保と安全性の向上に努めると

ともに、健全な経営を図るよう努力してまいります。

次に、水道事業について申し上げます。令和４年度は、給水件数、給水量とも１月末現在で前年

度より下回りましたが、経費の節減により、単年度収支で黒字が見込まれております。令和５年度

の主な事業としては、新幹線建設に伴う配水管補強関連事業や静狩地区３号井関連事業を実施して

まいります。収益は、前年度並みの給水収益を見込んでおりますが、動力費や施設修理費等の増加

により、単年度収支で赤字の見込みとなっております。

水道事業につきましては、今後とも経費の節減を図り効率的な事業運営を実施し、安全な水の安

定供給に努めてまいります。

次に、病院事業について申し上げます。町立病院につきましては、地域医療を支える町内唯一の

病院として、さらには救急告示病院として、機能の充実に努めてまいります。

新年度は内科医師３名、外科の出張医師１名による診療体制を整え、毎週火曜日と金曜日は北大

小児科から医師１名の派遣による小児科診療、整形外科は毎月２回、眼科は２か月に１回をそれぞ

れ函館市内の民間病院から医師の派遣を受け実施してまいります。土曜日・日曜日の救急医療につ

きましては、北大病院、市立函館病院などから医師の派遣を受け診療を実施してまいります。

また、病院事業につきましては、持続可能な地域医療提供体制を確保するため総務省から発出さ

れた、公立病院経営強化ガイドラインに基づく「公立病院経営強化プラン」を策定するとともに、

老朽化した施設の改築に向けた検討を進めてまいります。今後も、新型コロナウイルスをはじめと

する感染症対策を徹底し、地域に根ざした住民から信頼される病院づくりを目指してまいります。

次に、消防関係について申し上げます。近年の複雑多様化、大規模化する火災や災害に対応する

万全な消防体制を確立するため、消防施設・装備の整備に努め、住民が安全で安心して暮らせるま

ちづくりを推進してまいります。

火災予防につきましては、防火対象物及び危険物施設への立入検査により安全指導を徹底すると

ともに、住宅用火災警報器の設置から１３年が経過しているため、早期更新の普及啓発を推進し、

併せて、悪質な訪問販売などに注意するよう周知してまいります。

救急業務につきましては、高規格救急自動車の更新整備に努め、救急救命士を医療研修機関に派



- 11 -

遣し、必要な知識・技術を修得させるなど、救急隊員の資質向上を図ってまいります。

消防団につきましては、消防団員の技術向上や国の定める装備基準に基づき装備資機材を計画的

に整備し、団員の安全確保に取り組んでまいります。

以上、町政執行の概要について申し述べましたが、日々の変化を鋭敏に感じ取り、町民のみなさ

まの声に耳を傾けながら、ともに汗を流し地域づくりに邁進する決意であります。町議会並びに町

民のみなさまのご理解とご協力を心からお願いを申し上げます。

訂正を１か所お願いします。９頁の９行目、「町有林」と申し上げましたが、「民有林」に訂正を

お願いします。大変申し訳ございませんでした。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で町政執行方針を終わります。

次に、教育行政執行方針を行います。

近藤教育長。

〔教育長（近藤英隆）登壇〕

○教育長（近藤英隆） 令和５年度長万部町教育行政執行方針。

令和５年第１回長万部町議会定例会の開会にあたり、長万部町教育委員会が所管する教育行政の

基本的な考え方を申し上げます。

はじめに、学校及び社会教育施設における新型コロナウイルス感染症対策については、感染症法

の位置付けやマスクの着用ルールの変更など、厚生労働省や文部科学省の指示・指導のもと適切に

対応して、学校教育及び社会教育事業を進めてまいります。

それでは、令和５年度の主な施策等について、分野ごとに申し上げます。

学校教育について。ＩＣＴを活用した教育活動の推進。ＧＩＧＡスクール構想に伴うＩＣＴ環境

整備により、ＩＣＴ活用教育が学校においても定着してまいりました。今後も効果的な活用が進め

られるよう教職員のスキルアップを支援し、子どもたちが必要とする教育環境の整備に努めてまい

ります。

学校間連携による教育活動の充実。小学校教育との円滑な維持のため、幼児と児童の交流や教員

の意見交換の機会を設けるなど、幼保小連携を進めてまいります。また、小中高連携については、

「長万部町教育連携会議」などを活用し、共通で取り組むべき課題を整理・検討し、教育活動の更

なる充実を図ってまいります。東京理科大学とは、国際デザイン経営学科と新たな連携について協

議を進めてまいりたいと考えております。

学校、家庭、地域社会の連携・協力の推進。安全で安心な校内外生活を送ることができるよう、

ＰＴＡや学校運営協議会と連携を図り、学校、家庭、地域社会が一体となり「地域とともにある学

校づくり」を推進してまいります。

学力・体力向上への取組。学力向上の取組として、全国学力・学習状況調査の実施と町独自の標

準学力テストの実施により、児童生徒の学習に対する理解度についての把握に努めます。その上で、

授業内容の工夫やＩＣＴの活用など、学力向上に繋げるための授業改善を進めてまいります。また、

児童生徒の基礎学力の向上のため、家庭学習の定着化と読書活動の取組について、保護者への啓発

も進めてまいります。

体力向上の取組では、全国体力・運動能力、運動習慣等調査を実施して、児童生徒の実態と課題

を分析し、その分析を基に学校における体育・健康に関する指導方法を工夫するなど、改善を進め
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てまいります。

特別支援教育への取組。「特別な教育的支援を必要とする児童生徒」には、学校内の教職員同士

が協力し、児童生徒を支援する体制づくりを進めてまいります。また、教育支援委員会議などを通

じて、幼稚園・保育所・保健福祉課との情報連携を図り、就学前からの情報収集に努め、就学指導

を適切に実施してまいります。

いじめ防止・不登校等児童生徒への取組。いじめの問題については、学級活動や道徳の中で、児

童生徒一人ひとりが「いじめは絶対に許されない行為」という強い意識を持たせるための取組を進

めてまいります。また、いじめの把握をするため、アンケートを実施し、いじめの早期発見に繋げ、

問題解決に取り組んでまいります。不登校等児童生徒については、学校適応指導専門員の配置と北

海道教育委員会事業を活用したスクールカウンセラーの配置を行うなど体制を整備し、学校に対し

ては、定期的な家庭訪問や保護者との連絡を取り合うなど、不登校の解消に向けた対応を進めるよ

う指導してまいります。

学校施設の維持・管理。児童生徒にとって安心で安全な学校施設の維持・管理のため、随時、安

全性の点検・確認を実施し、適切な修繕などを実施してまいります。

高等学校支援。長万部高等学校の生徒確保に向け、制服購入費補助、通学費補助、奨学金制度を

実施し、通学困難な生徒に対しては、スクールバスの運行を行うなどの支援を引き続き行い、魅力

ある高校づくりに努めてまいります。

通学路の安全確保。児童生徒の通学路の安全を確保するため、長万部町青少年健全育成推進協議

会には、「合同点検」の実施をしていただいております。また、教育委員会といたしましても、町

民や保護者などからの危険と思われる場所の情報提供に対して、安全確保に向けた可能な限り迅速

にかつ効果的な対応を推進してまいります。さらに、不審者情報が寄せられた場合は、関係機関と

連携を図り、児童生徒や保護者に対して注意喚起を行うなどの速やかな対応を行ってまいります。

学校部活動の地域連携・地域移行。昨年度、スポーツ庁及び文化庁から「学校部活動及び新たな

地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」が示されました。中学校の休日部活動

の地域移行については、様々な問題等を抱えておりますが、関係団体と連携して検討を進めてまい

ります。

学校給食について。安全・安心な給食の提供。「安全･安心でおいしい給食」の提供については、

献立内容の工夫に努めるとともに、「学校給食施設の衛生管理基準」に基づく調理作業の実践によ

り、衛生管理の徹底に努めてまいります。また、栄養バランスのとれた給食を提供するため、原材

料価格の動向を見極め、食材を工夫しながら、地元食材の使用に努めるとともに、食材の値上がり

により給食費負担金が保護者の負担増とならないよう、食材購入費を補てんしてまいります。さら

に、老朽化した施設及び機械設備の更新や補修などを実施し、調理環境の整備に努めてまいります。

食育の推進。食育については、地元食材を取り入れながら、食べ物を無駄にしない意識の醸成と

定着を図り、食に対する知識やマナーなどを身につけるための指導を進めてまいります。また、食

育の実現には、学校・家庭・地域の連携が不可欠であるため、給食だよりやホームページなどによ

り、保護者などへの広報・啓発活動を継続的に実施してまいります。

給食費の未納・滞納解消への取組。給食費の未納と滞納が発生しないようにするため、未納者へ

の通知や訪問、電話などによる督促のほか、児童手当からの特別徴収も実施してまいります。また、

今後も長万部町債権管理委員会と連携し、一層の滞納解消に努めてまいります。
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社会教育について。生涯学習推進の取組。令和３年度からスタートした「第４次長万部町生涯学

習推進計画」に基づき、町民一人ひとりが自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、

社会教育関係団体との連携を図りながら、町民の生涯学習を推進して社会教育活動の発展に努めて

まいります。地域活動やボランティア活動、各種団体・サークルなどへの支援を継続し、子どもか

ら高齢者まで世代に応じた学習活動と体験活動の充実を図るとともに、学校・家庭・地域が連携し

た青少年の健全育成活動を推進してまいります。

文化・図書館活動の取組。町民の心豊かで潤いのある生活を推進するため、各文化サークルと連

携し、文化活動に対する支援を行ってまいります。また、文化ホールを活用した舞台芸術鑑賞や発

表の機会を提供するため、長万部町文化協会と連携した取組を進めてまいります。

図書館活動として「第２期長万部町子どもの読書活動推進計画」に基づき、あやめ号の運行や読

み聞かせ会の実施等、家庭・地域・学校等を通じた読書活動を推進してまいります。また、町民の

読書習慣の定着を図るため、親しみやすい図書館を目指した事業を実施し、図書館活動の充実を図

ってまいります。

文化財保護・保存・活用の状況。本町の貴重な文化財であります、国指定史跡や、道指定天然記

念物のほか、静狩湿原の保護・保存活動を継続してまいります。また、北海道新幹線建設工事に伴

う埋蔵文化財調査についても、北海道教育委員会と連携して対応してまいります。

スポーツ活動振興の取組。スポーツ・レクリエーション活動を通じて、町民が健康で生きがいを

持って社会活動ができる環境作りを目指してまいります。

長万部町スポーツ協会をはじめ、スポーツ少年団、学校及び地域団体と連携し、生涯スポーツの

普及・定着にも努めてまいります。スポーツに親しむ機会として、気軽に楽しむことができる軽ス

ポーツレクリエーションなどの実施に向け、準備してまいります。また、各種スポーツ団体・サー

クルなどの主催する各種大会や競技会を積極的に支援してまいります。プールのより一層の活用を

図るため、Ｂ＆Ｇ財団と連携しながら、各種事業を実施してまいります。

社会教育施設の維持・管理。社会教育施設の維持・管理のため、随時、安全性の点検・確認を実

施し、適切な修繕・更新などを実施してまいります。

以上、教育行政執行方針の概要について申し述べましたが、今後も各種教育施策の検証と改善を

図りながら、教育関係者との連携を強化して、より信頼される教育行政の執行に努めてまいります。

訂正お願いいたします。１頁の１８行目、「継続のため」と申し上げましたが、「接続のため」の

誤りです。５頁の９行目、「状況」と申し上げましたが、「取組」の誤りでございました。大変失礼

いたしました。

〔教育長（近藤英隆）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で教育行政執行方針を終わります。

１１時１０分まで休憩いたします。

１０時５４分 休憩

１１時１０分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

続いて予算大綱説明を行います。

木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕
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○町長（木幡正志） 令和５年度各会計予算案について、その大綱をご説明申し上げます。

政府は、昨年１２月に「令和５年度予算編成の基本方針」を閣議決定し、国際的な原材料価格の

上昇や円安の影響等によるエネルギー・食料価格の高騰など、経済を取り巻く環境が厳しさを増す

中、予算編成にあたっては、ウィズコロナの下、国民の命と健康を守りながら感染拡大防止と社会

経済活動の両立を図り、少子化対策・こども政策の充実を含む包摂社会の実現と防災・減災・国土

強靱化の取組を強力に推進するとともに、２０５０年度カーボンニュートラルを目指したグリーン

社会の実現に取り組み、地方活性に向けた基盤づくりを推進し、重要な政策課題に必要な予算措置

を講ずるなど、メリハリの効いた予算編成を行うとしております。

これら国の方針を踏まえ、本町の新年度予算編成にあたっては、税財源の確保はもとより、国の

取組と協調を合わせた歳出全般にわたる徹底した見直しを行い、本町が誇りと希望を持てるふるさ

ととして、未来に向かい永続的に発展できるよう、福祉の向上、産業の振興、教育の充実を柱に、

各種計画に則り令和５年度予算を編成いたしました。

各会計の予算規模は、一般会計が５４億７,３００万円、特別会計及び企業会計は、後期高齢者

医療・国民健康保険・介護保険・公共下水道・ガス・水道・病院の７会計が、合わせて３８億２,

３５９万４,０００円となり、一般会計及び特別会計並びに各企業会計の合計は、９２億９,６５９

万４,０００円で、前年度対比２億８,４２１万４,０００円の増となっております。

それでは、各会計ごとに主な内容について申し上げます。

はじめに、一般会計予算案についてご説明いたします。予算総額は５４億７,３００万円で、前

年度に比較して１億９,２００万円、３.４％の減となりました。減額となった主な要因は、中規模

集会施設建設工事、地域保育所整備事業補助、天然ガス事業所設備改修工事の終了などによるもの

であります。

歳出につきましては、議会費は６,８３４万７,０００円で、前年度に比較し１４７万８,０００

円の減で、議会運営費と事務局経費を計上いたしました。

総務費は１０億４,１０５万３,０００円で、前年度に比較し１億３,８２４万５,０００円の減と

なります。歳出の主なものは、国有地購入２,３００万円、地域おこし対策５３１万円、長万部町

史編さん２５３万円、新幹線建設負担金２,９００万２,０００円、生活交通確保対策６２０万円、

記念誌制作４５１万円、地域情報化４,７１６万５,０００円、交通安全対策１８０万円、ガス・温

泉採取供給１億８,４６０万円、防災対策９６６万円、防犯灯・街路灯整備５１７万２,０００円、

このほか一般管理費、徴税費、戸籍住民基本台帳費、選挙費、統計調査費、監査委員費など管理部

門の経費を計上いたしました。

民生費は１０億１,９１１万４,０００円で、前年度に比較し３億９,０９４万４,０００円の減と

なります。歳出の主なものは、福祉センター運営８２８万円、高齢者生活支援５２７万３,０００

円、介護予防・生きがい活動支援４７９万２,０００円、在宅福祉支援１１７万８,０００円、老人

福祉バス運行３４８万７,０００円、高齢者生活福祉センター運営２,５００万円、高齢者入浴料金

助成７６１万８,０００円、障がい福祉計画策定３８７万２,０００円、老人福祉センター運営３９

１万５,０００円、このほか心身障害者医療費、乳幼児等医療費、保育所に係る児童措置費、国民

健康保険特別会計繰出金、介護保険特別会計繰出金、後期高齢者医療特別会計繰出金等に所要額を

計上いたしました。

衛生費は５億７,４２０万４,０００円、前年度に比較し６,７７５万９,０００円の減となります。
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歳出の主なものは、環境衛生整備４７０万円、渡島廃棄物処理広域連合負担金８,９８７万１,０

００円、ごみ処理施設運営１億３,７２９万６,０００円、下水路整備７１５万円、汚水処理施設維

持管理３,８１２万円、し尿処理施設解体整理３,７３２万１,０００円、このほか予防費、公害対

策費、病院事業会計繰出金、水道事業会計繰出金等に所要額を計上いたしました。

労働費は１３７万１,０００円で、前年度に比較し３万８,０００円の増で、労働金庫への貸付金

１００万円と季節労働者への就労援助、団体運営に対する補助金などを計上いたしました。

農林水産業費は３億７,５７５万７,０００円で、前年度に比較し２,０８３万９,０００円の増と

なりました。

歳出の主なものは、農業振興対策は、多面的機能支払交付金事業補助等、農業振興として２４５

万３,０００円、乳牛検定組合補助、酪農ヘルパー利用組合補助等、畜産振興として２８１万７,０

００円、農地振興９９７万４,０００円、公共牧場管理運営２,０００万円、このほか農業委員会運

営など管理部門の経費を計上いたしました。林業振興対策は、町有林下刈事業、鳥獣捕獲補助等、

林業振興として９,９３１万７,０００円、分収造林２,１９８万６,０００円、森林基幹道豊津・黒

岩線林道負担金２,５００万円を計上いたしました。水産業振興対策は、噴火湾渡島海域漁業振興

対策協議会負担金、ホッキ貝資源高度化利用試験事業補助等、水産業振興として３５７万円、水産

基盤整備２,５６５万４,０００円、水産物流通加工基盤強化対策４,２３１万６,０００円、アイヌ

政策推進、ホタテ貝アイヌブランド化事業委託として５,０００万円を計上いたしました。

商工費は４,６０８万３,０００円で、前年度に比較し１４８万５,０００円の増となります。歳

出の主なものは、商工会運営費補助、おしゃまんべ毛がにまつり事業補助、合宿誘致事業補助等、

商工振興として１,０７３万円、観光協会運営費補助、写万岳ハイキングコース維持管理事業補助、

長万部温泉井維持管理事業補助等、観光振興として１,２１９万９,０００円、多目的活動センター

運営８８６万４,０００円を計上いたしました。

土木費は１１億５,７１３万３,０００円で、前年度に比較し４億１９３万円の増となります。歳

出の主なものは、道路橋梁維持は道路舗装・側溝補修等・除雪対策経費として３億１,５２４万１,

０００円、道路新設改良１,１８２万７,０００円、河川維持３,１００万円、都市計画７,３３４万

８,０００円、公園環境整備２,０６０万４,０００円、町営住宅整備５２８万円、町営住宅建設３

億７,５１０万４,０００円を計上いたしました。

消防費は２億３,９５４万８,０００円で、前年度に比較し３,００６万９,０００円の増となりま

す。歳出の主なものは、消防施設整備５,５２０万４,０００円、このほか、消防本部、消防団に係

る経費を計上いたしました。

教育費は３億８,６５７万８,０００円、前年度に比較し３,９４８万円の減となります。歳出の

主なものは、町民センター運営２１９万５,０００円、学習文化センター運営１,７６５万９,００

０円、スポーツセンター運営１,１２２万円、海洋センター運営９６５万１,０００円、学校給食セ

ンター運営１億１,６５５万１,０００円を計上いたしました。

災害復旧費は、災害応急対策として１５万６,０００円を計上いたしました。

公債費、諸支出金、予備費は、それぞれ所要額を計上いたしました。

次に、歳入についてご説明いたします。町財政の根幹である町税収入は６億６４７万４,０００

円で、前年度に比較し２,２０５万１,０００円、３.８％の増となりました。

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方
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消費税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金は、合わせて２億１,

８４４万２,０００円を計上いたしました。地方交付税は２３億６,０００万円で、前年度に比較し

８,０００万円の増となります。普通交付税を２１億９,０００万円、特別交付税を１億７,０００

万円見込んでおります。

税収入、繰入金等の自主財源は、前年度に比較し２億６,０４６万５,０００円増の１６億５,３

６８万２,０００円を計上いたしました。その主なものは、財産収入２,２２９万２,０００円、分

担金及び負担金２,６０７万円、使用料及び手数料１億４,６０４万４,０００円、繰入金５億５,４

３２万５,０００円であります。

繰入金の内訳は、財政調整基金３億４,０００万円、減債基金１,５００万円、地域振興基金１,

０００万円、生活交通確保対策基金２４８万円、まちづくり基金４,８００万円、地域福祉基金２

００万円、森林環境譲与税基金１,６１０万円、し尿処理施設解体基金５,３７１万１,０００円、

北海道新幹線建設関連補償事業基金４,８２３万４,０００円、土地開発基金１,７８０万円、以上

１０基金から繰入を計上いたしました。

国庫支出金や町債等の依存財源は、前年度に比較し４億５,２４６万５,０００円、１０.６％減

の３８億１,９３１万８,０００円を計上いたしました。内訳として、国庫支出金は４億８,０５６

万４,０００円で、主なものは、公営住宅資金１億５,２４２万５,０００円、自主支援給付負担金

８,７５９万円、アイヌ政策推進交付金４,０００万円、子どものための教育保育給付費負担金３,

９２０万４,０００円、除雪事業３,４４０万円、児童手当負担金３,０７５万８,０００円、橋梁長

寿命化修繕事業２,４１６万１,０００円などであります。

道支出金は２億３,７９８万７,０００円で、主なものは、自立支援給付負担金４,３７９万５,０

００円、合板・製材・集成材生産性向上・品目転換促進対策事業３,５００万円、林業振興事業２,

７０１万９,０００円、後期高齢者医療保険料軽減費負担金２,３９４万円、国民健康保険税軽減費

負担金２,２５９万２,０００円、子どものための教育保育給付費負担金１,８７７万５,０００円、

海岸漂着物対策事業１,６００万円などであります。

町債は４億６,４１０万円で、内訳は、総務関連では新幹線対策債等３事業で３,５９０万円、民

生民生は高齢者等交通移動手段確保対策事業債１,１３０万円、衛生関連では地域医療対策債３,０

００万円、農林水産関係では畜産支援事業債等４事業で５,３９０万円、土木関連では河川整備債

等２事業で２億４,４００万円、消防関連では消防整備債３,１９０万円、教育関連では高等学校教

育環境整備債等２事業で３,５１０万円、このほか臨時財政対策債２,２００万円であります。

次に、後期高齢者医療特別会計予算案について申し上げます。予算総額は１億６８５万円で、前

年度に比較して６７６万円、６.８％の増となりました。歳入の主なものは、後期高齢者医療保険

料６,８７７万円、繰入金３,７９１万１,０００円を計上しました。次に、歳出の主なものは、保

険料等負担金１億６９万２,０００円で、事務費負担金４０９万円を加えた後期高齢者医療広域連

合納付金１億４７８万２,０００円を計上いたしました。

次に、国民健康保険特別会計予算案について申し上げます。予算総額は７億２,４８５万円で、

前年度に比較し２,０３５万円、２.７％の減となりました。歳入の主なものは、国民健康保険料１

億２,８６０万円、道支出金５億１,８９５万４,０００円、一般会計繰入金７,６５７万３,０００

円、このほか使用料及び手数料、国庫支出金、財産収入、諸収入で７２万３,０００円を計上いた

しました。次に、歳出の主なものは、職員給与費のほか賦課徴収費等の運営管理経常費として総務
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費に２,７５６万円、保険給付費５億１,３０８万９,０００円、国民健康保険事業納付金１億７,３

４０万７,０００円、このほか、保健事業費、積立金、公債費、諸支出金、予備費で１,０７９万４,

０００円を計上しました。

次に、介護保険特別会計予算案についてご説明いたします。予算総額は８億９,１７４万７,００

０円で、前年度に比較して５９９万５,０００円、０.７％の増となりました。歳入の主なものは、

介護保険料１億２,３０３万円、国庫支出金２億１,８６７万９,０００円、支払基金交付金２億１,

７５０万２,０００円、道支出金１億３,２０７万７,０００円、繰入金１億９,８４３万３,０００

円を計上いたしました。次に、歳出の主なものは、職員給与費のほか賦課徴収費、介護認定等に係

る運営管理費として総務費に２,６７３万５,０００円、介護サービス等に係る保険給付費７億８,

３０３万７,０００円、地域支援事業費８,１４５万８,０００円を計上いたしました。

次に、公共下水道事業特別会計予算案について申し上げます。予算総額は７億３,９６０万３,０

００円で、前年度に比較して２億６,１２５万７,０００円、５４.６％の増となりました。歳入の

主なものは、使用料及び手数料５,３２１万５,０００円、国庫支出金２億４,６３０万円、繰入金

１億９,０００万円、諸収入３,４０５万６,０００円、町債２億１,６００万円を計上いたしました。

次に、歳出の主なものは、一般管理費５,７１４万円、管渠管理費２,７３７万６,０００円、終末

処理場管理費９,４０８万１,０００円、建設費４億６,８３０万円、公債費９,２５０万６,０００

円、予備費２０万円を計上いたしました。

次に、ガス事業会計予算案について申し上げます。収益的収入予定額１億１,８７３万４,０００

円、収益的支出予定額１億４,３０７万６,０００円で、差引２,４３４万２,０００円に当年度分の

建設改良費による消費税資本的収支調整額６２０万円を加えた、３,０５４万２,０００円の赤字と

なります。支出予定額の主なものは、原料費３,７９５万円、人件費３,５２４万９,０００円、そ

の他事業費６,２０７万２,０００円、営業外費用７８０万５,０００円であります。収入予定額の

主なものは、製品売上８,８８６万円、営業雑収益７３１万２,０００円、営業外収益２,１２５万

４,０００円、特別利益１３０万８,０００円であります。資本的収支予定額は、建設改良費６,８

２０万円、企業債償還金３,１７０万円で、合計９,９９０万円となり、これに対する財源は、工事

負担金６,８２０万円、過年度分損益勘定留保資金３,１７０万円で補てんしてまいります。

次に、水道事業会計予算案について申し上げます。収益的収入予定額２億６,２３６万８,０００

円、収益的支出予定額２億７,１８２万８,０００円で、差引９４２万円に当年度分の建設改良費に

よる消費税資本的収支調整額１４７万２,０００円を加えた、１,０９３万２,０００円の赤字とな

ります。支出予定額の主なものは、人件費１,４２７万８,０００円、受託工事費１億４９３万９,

０００円、減価償却費３,７０７万１,０００円、その他営業費用１億４６１万２,０００円、営業

外費用１,０９２万８,０００円であります。収入予定額の主なものは、水道料金１億３,９９６万

９,０００円、その他営業費用１億１,１６２万２,０００円、営業外収益１,０７７万７,０００円

であります。資本的収支予定額は、建設改良費４,７００万円、企業債償還金３,４００万３,００

０円で、合計８,１０３万円となり、これに対する財源は、企業債１,８００万円、一般会計補助金

６７万６,０００円、工事負担金３,０８０万円、過年度分損益勘定留保資金１,５０４万４,０００

円、当年度分損益勘定留保資金３４９万円、減債積立金処分額１,１５４万８,０００円及び当年度

分消費税資本的収支調整額１４７万２,０００円で補てんをしてまいります。

次に、病院事業会計予算案について申し上げます。収益的収入予定額７億２,８９４万円で、収
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益的支出予定額７億５,１３１万円で、差引２,２３７万円に当年度分の建設改良費による消費税資

本的収支調整額２９万４,０００円を加えた、２,２６６万４,０００円の赤字となります。支出予

定額の主なものは、医業費用７億４,８７６万６,０００円、医業外費用２５４万４,０００円であ

ります。収入予定額の主なものは、医業収益５億７,６６９万９,０００円、医業外収益１億５,２

２４万１,０００円、医業外収益のうち１億４,５４７万円は一般会計補助金であります。資本的収

支予定額は、建設改良費４７８万３,０００円、企業債償還金７５９万７,０００円、看護学生奨学

資金貸付金１０２万円で、合計１,３４０万円となり、これに対する財源は、他会計負担金４５３

万円、過年度分損益勘定留保資金８８７万円で補てんしてまいります。

以上で、一般会計を含め８会計予算案の大綱について、説明を終わります。

訂正お願いします。３頁の１行目、「４７０万円」と申し上げましたけど「７４０万円」でした。

同じく３頁の２１行目、「２,５６５万４,０００円」と申し上げましたが「２,５６３万４,０００

円」でした。５頁目の１０行目、「３億４,０００万円」と申し上げましたけれども「３億４,１０

０万円」、５頁１９行目、「公営住宅資金」と申し上げましたが「公営住宅建設」、５頁２４行目、「自

主支援給付負担金」と申し上げましたけど「自立支援給付負担金」、６頁１９行目「国民健康保険

料」と申し上げましたけど「国民健康保険税」、次に８頁目１３行目の、「差引９４２万円」と申し

上げましたけども「９４６万円」の訂正、８頁２０行目の「営業費用」、「営業収益」と読み替えて

いただければと思います。最後に８頁２２行か３行目、「３,４００万３,０００円」と申し上げま

したけども「３,４０３万円」の訂正にお願いします。以上です。大変申し訳ございませんでした。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で予算大綱説明を終わります。

◎議案第１号 長万部町個人情報保護法施行条例

○議長（辻義雄） 日程第４、議案第１号長万部町個人情報保護法施行条例の件を議題といたしま

す。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、議案第１号長万部町個人情報保護法施行条例に

ついて、提案理由と内容をご説明いたします。

個人情報の保護に関する法律の一部改正により、個人情報保護制度のルールが全国統一となるこ

とから新たな条例を制定し、現行の長万部町個人情報保護条例を廃止するとともに、長万部町の公

の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の引用条文を改めるため、本条例案を提案する

ものであります。

本文をご覧ください。提案内容につきましては、要約してご説明させていただきます。表題は、

長万部町個人情報保護法施行条例であります。

第１条は趣旨で、個人情報の保護に関する法律の施行に関し必要な事項を定めることを趣旨とす

る規定であります。

第２条は定義で、第１項は、この条例において使用する用語は、法及び個人情報の保護に関する

法律施行令において使用する用語の例による。第２項は、｢実施機関｣は、町長、教育委員会、選挙

管理委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会及び消防長をいう。旨の定義に関す
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る規定であります。

第３条は手数料等で、第１項は、法に規定する開示請求に係る手数料は、無料とする。第２項は、

保有個人情報の写しの交付を受ける者は、当該保有個人情報の写しの交付及び送付に要する費用を

負担しなければならない。とする手数料等の規定で、現行条例の運用と同様の扱いとするものであ

ります。

第４条は審査会への諮問で、実施機関は、次の各号のいずれかに該当する場合において、個人情

報の適正な取扱いを確保するため専門的な知見に基づく意見を聴くことが特に必要であると認める

ときは、長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例に規定する長万部町情報公開・個人情報保護

審査会に諮問することができる。とするもので、第１号は、この条例の規定を改正し、又は廃止し

ようとする場合。第２号は、法の規定に基づき講ずる措置の基準を定めようとする場合で、保有個

人情報の安全管理のために必要な措置の基準を定める場合。第３号は、前２号に掲げる場合のほか、

実施機関における個人情報の取扱いに関する運用上の細則を定めようとする場合。と規定していま

す。

第５条は委任で、この条例に定めるもののほか、この条例の実施のため必要な事項は、規則で定

める。旨の規定であります。

附則として、第１条は施行期日で、令和５年４月１日から施行する。

附則第２条は、長万部町個人情報保護条例の廃止。

附則第３条は、長万部町個人情報保護条例の廃止に伴う経過措置で、第１項は、旧条例の規定に

よる、その職務上知り得た旧個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはなら

ない義務については、この条例の施行後も、なお従前の例による。とするもの。第２項は、施行の

日前に旧条例の規定による請求がされた場合における旧条例に規定する旧個人情報の開示等につい

ては、なお従前の例による。とするもの。第３項は、施行日前に旧条例の規定により町に置かれた

旧審査会に諮問がなされた場合における旧条例に規定にする調査審議については、なお従前の例に

よる。とするもの。第４項は、この条例の施行前において旧審査会の委員であった者に係る旧条例

の規定による職務上知り得た秘密を漏らしてはならない義務については、この条例の施行後も、な

お従前の例による。とするものであります。

附則第４条は、長万部町の公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の一部改正で、

この一部改正につきましては、添付しております新旧対照表により、ご説明いたします。表の左欄

が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

第７条は、協定の締結で、第２項第７号中「個人情報」の次に「（個人情報の保護に関する法律

（平成１５年法律第５７号）第２条第１項に規定する個人情報をいう。）」を加えます。

第１１条は、見出しを「（個人情報の安全管理及び秘密保持義務）」に改め、同条第１項を、指定

管理者は、公の施設を管理するに当たって知り得た個人情報（以下この条において「保有個人情報」

という。）を取り扱う場合については、個人情報の保護に関する法律第６６条第２項の規定により

準用する同条第１項の規定により指定管理者が講ずる安全管理措置を確実に実施しなければならな

い。に改めるものであります。

以上がただいま上程されました、議案第１号長万部町個人情報保護法施行条例についての内容で

あります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第２号 長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例

○議長（辻義雄） 日程第５、議案第２号長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例の件を議題

といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、議案第２号長万部町情報公開・個人情報保護審

査会条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

長万部町個人情報保護法施行条例の制定により、個人情報保護審査会を規定している長万部町個

人情報保護条例が廃止となるため、審査会の調査審議等に関する事項を定めた新たな条例を制定す

るとともに、長万部町情報公開条例に規定している公文書公開審査会を新たな条例による審査会と

併合するため、本条例案を提案するものであります。

本文をご覧ください。提案内容につきましては、要約してご説明させていただきます。表題は、

長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例であります。

第１条は趣旨で、長万部町情報公開・個人情報保護審査会の設置及び組織並びに調査審議の手続

等について定めることを趣旨とする規定であります。

第２条は設置で、情報公開制度における不服申立て並びに個人情報保護制度における審査請求及

び個人情報の適正な取扱いの確保について調査審議するため、審査会を置く。旨の規定であります。

第３条は定義で、この条例での用語の意義について、第１号の諮問庁は、長万部町情報公開条例

の規定により審査会に諮問をした実施機関、及び個人情報の保護に関する法律の規定により審査会

に諮問をした町の機関等をいう。第２号の公文書は、情報公開条例に規定する公開決定等に係る公

文書をいう。第３号の保有個人情報は、個人情報保護法に規定する開示決定等、訂正決定等又は利

用停止決定等に係る保有個人情報をいう。旨の定義に関する規定であります。

第４条は所掌事項で、審査会の調査審議する事項として、第１号は、情報公開条例の規定による

諮問に応じ、公開決定等又は情報公開条例に規定する公開請求に係る不作為についての不服申立て

に関する事項。第２号は、個人情報保護法の規定による諮問に応じ開示決定等又は個人情報保護法

に規定する開示請求、訂正請求若しくは利用停止請求に係る不作為についての審査請求に関する事

項。第３号は、長万部町個人情報保護法施行条例の規定による諮問に応じ、個人情報の適正な取扱

いの確保に関する事項、と規定しています。

第５条は組織で、審査会は、委員５人以内をもって組織する。
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第６条は委員で、第１項は、委員は、優れた識見を有する者のうちから、町長が委嘱する。第２

項は、委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。第３項は、委員が欠けた場合におけ

る補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。第４項は、委員は、職務上知り得た秘密を漏ら

してはならない。その職を退いた後も、同様とする。旨の委員に関する規定であります。

第７条は会長及び副会長で、第１項は、審査会に、会長及び副会長を置き、委員の互選により選

任する。第２項は、会長は、審査会を代表し、会務を総理する。第３項は、副会長は、会長を補佐

し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。旨の規定であります。

第８条は審査会の調査審議で、審査会の調査審議は、この条例に定めるところにより、実施する。

旨の規定であります。

第９条は審査会の調査権限で、第１項は、審査会は、不服申立て及び審査請求に係る事件に関し

必要があると認めるときは、諮問庁に対し、公文書又は保有個人情報の提示を求めることができる。

この場合においては、何人も、審査会に対し、その提示された公文書又は保有個人情報の開示を求

めることができない。第２項は、諮問庁は、審査会から前項の規定による求めがあったときは、こ

れを拒んではならない。第３項は、審査会は、審査請求等に係る事件に関し必要があると認めると

きは、諮問庁に対し、公文書に記録されている情報又は保有個人情報に含まれている情報の内容を

審査会の指定する方法により分類又は整理した資料を作成し、審査会に提出するよう求めることが

できる。第４項は、第１項及び前項に定めるもののほか、審査会は、審査請求等に係る事件に関し、

審査請求人、参加人又は諮問庁に意見書又は資料の提出を求めること、適当と認める者にその知っ

ている事実を陳述させることその他必要な調査をすることができる。旨の審査会の調査権限に関す

る規定であります。

第１０条は意見の陳述で、第１項は、審査会は、審査請求人等から申出があったときは、当該審

査請求人等に口頭で意見を述べる機会を与えなければならない。ただし、審査会が、その必要がな

いと認めるときは、この限りでない。第２項は、前項本文の場合においては、審査請求人又は参加

人は、審査会の許可を得て、補佐人とともに出頭することができる。旨の規定であります。

第１１条は意見書等の提出で、審査請求人等は、審査会に対し、意見書又は資料を提出すること

ができる。ただし、審査会が意見書又は資料を提出すべき相当の期間を定めたときは、その期間内

にこれを提出しなければならない。とする規定であります。

第１２条は提出資料の写しの送付等で、第１項は、審査会は、第９条第３項若しくは第４項又は

前条の規定による意見書又は資料の提出があったときは、当該意見書又は資料の写しを当該意見書

又は資料を提出した審査請求人等以外の審査請求人等に送付するものとする。ただし、第三者の利

益を害するおそれがあると認められるとき、その他正当な理由があるときはこの限りでない。第２

項は、審査請求人等は、審査会に対し、審査会に提出された意見書又は資料の閲覧を求めることが

できる。この場合において、審査会は、第三者の利益を害するおそれがあると認めるときその他正

当な理由があるときでなければ、その閲覧を拒むことができない。第３項は、審査会は、第１項の

規定による送付をし、又は前項の規定による閲覧をさせようとするときは、当該送付又は閲覧に係

る意見書又は資料を提出した審査請求人等の意見を聴かなければならない。ただし、審査会が、そ

の必要がないと認めるときは、この限りでない。第４項は、審査会は、第２項の規定による閲覧に

ついて、日時及び場所を指定することができる。旨の規定であります。

第１３条は審査請求等に係る調査審議手続の非公表で、審査会の行う審査請求等に係る調査審議
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の手続は、公開しない。旨の規定であります。

第１４条は答申書の送付等で、審査会は、審査請求等に係る諮問に対する答申をしたときは、答

申書の写しを審査請求人及び参加人に送付するとともに、答申の内容を公表するものとする。とい

う規定であります。

第１５条は個人情報の適正な取扱いの確保に関する調査審議で、第１項は、審査会は、第４条第

３号に掲げる所掌事務を遂行するため特に必要があると認めるときは、町の機関に対して、資料の

提出、意見の開陳、説明その他の必要な協力を求めることができる。第２項は、審査会は、第４条

第３号に掲げる所掌事務を遂行するため特に必要があると認めるときは、町の機関以外の者に対し

ても、必要な協力を求めることができる。旨の規定であります。

第１６条は委任で、この条例に定めるもののほか、審査会に関し必要な事項は、規則で定める。

旨の規定であります。

附則として、第１条は施行期日で、令和５年４月１日から施行する。

附則第２条は、長万部町情報公開条例の一部改正で、この一部改正につきましては、添付してお

ります新旧対照表により、ご説明いたします。表の左欄が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が

変更する内容であります。

第１３条第１項中「長万部町公文書公開審査会」を「長万部町情報公開・個人情報保護審査会」

に改め、第１７条の審査会に関する規定を「削除」するものであります。

本文に戻りまして、附則第３条は、旧審査会の廃止に伴う経過措置で、第１項は、この条例の施

行の際、現に前条の規定による改正前の長万部町情報公開条例の規定により設置された長万部町公

文書公開審査会の委員である者の任期は令和５年３月３１日までとし、廃止前の長万部町個人情報

保護条例の規定により設置された個人情報保護審査会の委員である者は、この条例の施行日の前に、

審査会の委員として委嘱されたものとみなす。とするもの。第２項は、前項の規定により施行日に

委嘱されたものとみなされる委員の任期は、旧審査会の委員としての任期の残任期間とするもの。

第３項は、施行日前に旧審査会にされた不服申立てに関する諮問は、施行日前において審査会に諮

問されたものとみなす。この場合において、旧審査会により施行日前に行われた調査審議は、この

条例の定めるところにより審査会により行われたものとみなす。とするもの。第４項は、この条例

の施行の際、現に旧審査会の委員である者又は施行日前において旧審査会の委員であった者に係る

職務上知り得た秘密を漏らしてはならない義務については、施行日以後も、なお従前の例による。

とするものであります。

以上がただいま上程されました、議案第２号長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例につい

ての内容であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。
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〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

午後１時まで休憩します。

１１時５８分 休憩

１３時００分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第３号 長万部町職員定数条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第６、議案第３号長万部町職員定数条例の一部を改正する条例の件を議題

といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、議案第３号長万部町職員定数条例の一部を改正

する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

このたびの改正は、職員数の現状及び定年延長制度の導入による今後の見込みを踏まえ、職員定

数を改めるものであります。

条例の改正内容は、議案に添付しております新旧対照表により、ご説明いたします。表の左欄が

改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

第２条は職員の定数で、第１項第１号のア病院職員を除く職員「９０人」を「１０４人」に改め、

イ病院職員「３７人」を「４０人」に改め、第６号の消防職員を「２０人」から「２２人」に、計

「１６９人」を「１８８人」に改め、定数を１９人増員するものであります。

附則として、この条例は、令和５年４月１日から施行するものであります。

以上がただいま上程されました、議案第３号長万部町職員定数条例の一部を改正する条例につい

ての内容であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第４号 長万部町国民健康保険条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第７、議案第４号長万部町国民健康保険条例の一部を改正する条例の件を

議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。
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○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第４号長万部町国民健康保険条例の一部を

改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

今回の一部改正は、出産育児一時金等の支給総額について、５０万円に引き上げる内容で健康保

険法施行令の一部改正がされ、町条例で定める出産育児一時金についても引き上げるため、条例の

一部を改正するものであります。

この改正により、町条例で定める出産育児一時金４８万８,０００円に、町規則で定める加算額

１万２,０００円を合わせて支給総額は５０万円となり、８万円増額となる改正であります。

条例の改正内容につきましては、別紙新旧対照表により内容を要約し、ご説明いたします。表の

左欄が改正後で右欄が改正前、下線部分が変更する内容であります。

第６条は、出産育児一時金で第１項中「４０万８,０００円」を「４８万８,０００円」に改めま

す。

附則として、この条例は、令和５年４月１日から施行する。経過措置として、この条例は施行日

前に出産した被保険者に係る出産育児一時金の額については、なお従前の例によるとするものであ

ります。

以上がただいま上程されました、議案第４号長万部町国民健康保険条例の一部を改正する条例に

ついての内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第５号 令和４年度長万部町一般会計補正予算（第１４号）

○議長（辻義雄） 日程第８、議案第５号令和４年度長万部町一般会計補正予算（第１４号）の件

を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、議案第５号令和４年度長万部町一般会計補正予

算（第１４号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正の主なものは、各種事務事業等の終了や、新型コロナウイルス感染症の影響による事

務事業の中止、縮小、その他、物件費等の不用額や、歳入を精査するもので、歳入歳出から９,７

９３万５,０００円を減額し、補正後の予算総額を６８億７,９２５万４,０００円とするものであ

ります。

内容は、補正予算書に添付しております概要により、歳出からご説明いたします。なお、科目ご
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とに関連する歳入を説明しますが、その際ページが前後しますことをご了承願います。

議会費は１３２万７,０００円の減額で、職員手当等、旅費、需用費は、それぞれ執行残の整理

であります。

総務費は５,６０５万５,０００円の追加であります。一般管理費は４２９万７,０００円の減額

で、共済費は共済組合移行に伴う保険料率の減などによる社会保険料。報償費から負担金・補助及

び交付金までの４項目はそれぞれ執行残の整理で、積立金は、財政調整基金など基金利息の整理で

あります。

歳入では、１４国庫支出金、総務費国庫委託金、自衛官募集事務で１,０００円の追加でありま

す。

財産管理費は２９６万１,０００円の減額で、役務費、委託料、旧医療技師住宅解体工事に係る

工事請負費。償還金・利子及び割引料は、それぞれ執行残の整理であります。企画費は８,２１１

万１,０００円の追加で、報酬は地域おこし協力隊などに係るもの。報償費１３万９,０００円の追

加は、まちづくり基金寄附者贈呈品などに係るもの。旅費から使用料及び賃借料までの５項目は、

それぞれ執行残の整理。負担金・補助及び交付金１,１９０万８,０００円の減額は、北海道新幹線

建設負担金などの整理。積立金９,９７３万２,０００円の追加は、まちづくり基金積立１９８万６,

０００円の追加、北海道新幹線建設関連補償事業基金積立９,７７５万３,０００円の追加、その他、

各基金利息の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、総務費国庫補助金、自治体オンライン手続推進事業で１５万８,０

００円の減額。１７寄附金、まちづくり寄附金の、まちづくり寄附金で２００万円の追加。１８繰

入金、生活交通確保対策基金繰入金で１５２万１,０００円の追加。２０町債、総務債、新幹線対

策債で９９０万円の減額であります。

電子計算費は４２万７,０００円の減額で、役務費２万４,０００円の追加は口座振込手数料。委

託料、使用料及び賃借料、償還金・利子及び割引料は、それぞれ執行残の整理であります。交通安

全対策費は６５万７,０００円の減額で、職員手当等、委託料、負担金・補助及び交付金は、それ

ぞれ執行残の整理であります。ガス・温泉管理費は９９６万円の減額で、需用費、役務費、委託料、

天然ガス事業所設備改修工事などの工事請負費は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１７寄附金、まちづくり寄附金、企業版ふるさと応援寄附金で２,５９５万９,０００

円の減額。２０町債、総務債、ガス・温泉施設整備債で４７０万円の減額であります。

防災防犯諸費は３１万７,０００円の減額で、報酬は各種協議会の開催案件がなかったことによ

るもの。委託料は執行残の整理であります。

歳入では、１５道支出金、総務費道補助金、防災啓発動画作成事業で３０万円の減額であります。

賦課徴収費は９６万円の減額で、需用費、役務費、委託料は、それぞれ執行残の整理であります。

選挙管理委員会費１１万４,０００円の減額は旅費で、執行残の整理であります。

２頁をご覧ください。参議院議員選挙費は４２万１,０００円の減額で、職員手当等と需用費の

執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、総務費国庫委託金、参議院議員選挙で４３万３,０００円の減額で

あります。

町長町議選挙費は５５０万９,０００円の減額で、報酬から負担金・補助及び交付金までの６項

目は、町長選挙が無投票になったことによる執行残の整理であります。監査委員費は４３万３,０
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００円の減額で、旅費と負担金・補助及び交付金の執行残の整理であります。

民生費は７,４５０万２,０００円の減額であります。社会福祉総務費は１,４８２万６,０００円

の減額で、旅費は執行残の整理。負担金・補助及び交付金４７５万７,０００円の減額は、地域保

育所整備事業補助など執行残の整理、及び対象児童の増などによる多子世帯保育料等軽減補助１万

３,０００円と、認可化移行運営費支援事業補助３０万円の追加であります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫補助金、子ども・子育て支援交付金で１０万７,０００

円の減額、認可化移行運営費支援事業で１３７万７,０００円の減額、保育所整備事業で３５０万

４,０００円の減額。１５道支出金、民生費道補助金、子ども・子育て支援交付金で１０万７,００

０円の減額、認可化移行運営費支援事業で６８万９,０００円の減額、高齢者世帯等生活支援事業

で１３２万７.０００円の追加。２０町債、民生債、高齢者等交通移動手段確保対策事業債で２４

０万円の減額、子育て支援対策事業債で１０万円の追加、保育所整備債で１６０万円の減額であり

ます。

扶助費は執行残の整理、繰出金７０３万８,０００円の減額は、国民健康保険特別会計繰出金で

あります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫負担金、国民健康保険税軽減費で５１万８,０００円の

減額。１５道支出金、民生費道負担金、国民健康保険税軽減費で２０２万６,０００円の減額であ

ります。

福祉センター費は２６５万８,０００円の減額で、需用費と屋根・壁改修工事に係る工事請負費

の執行残の整理であります。老人福祉総務費は３４６万７,０００円の減額で、委託料、負担金・

補助及び交付金、扶助費は、それぞれ執行残の整理、積立金は地域福祉基金の利息の整理でありま

す。

歳入では、１３使用料及び手数料、民生使用料、高齢者生活福祉センター使用料で２５万円の減

額であります。

老人福祉費５９１万１,０００円の減額は、介護保険特別会計繰出金であります。地域会館等管

理費は９１３万７,０００円の減額で、需用費、役務費、委託料、中規模集会施設建設工事などの

工事請負費、備品購入費は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、２０町債、民生債、地域会館等整備債で１０万円の減額。土木債、道路改良債で３８

０万円の減額であります。

心身障害者特別対策費は９８１万３,０００円の追加で、役務費と委託料は執行残の整理。負担

金・補助及び交付金６５万６,０００円の追加は、成年後見人報酬負担金の執行残の整理、及び利

用者増による八雲町子ども発達支援センター事業負担金７７万６,０００円の追加。扶助費９３６

万円の追加は、自立支援医療費などの執行残の整理、及び障害者福祉サービス利用者増による介護

・訓練等給付費１,３００万円の追加であります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫負担金、自立支援給付で３６５万６,０００円の追加、

民生費国庫補助金、地域生活支援事業で８６万８,０００円の減額。１５道支出金、民生費道負担

金、自立支援給付で１５２万１,０００円の追加、民生費道補助金、地域生活支援事業で４８万９,

０００円の減額であります。

後期高齢者医療費２３７万８,０００円の減額は、後期高齢者医療特別会計繰出金であります。

歳入では、１５道支出金、民生費道負担金、後期高齢者医療保険料軽減費で１３１万２,０００
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円の減額であります。

老人福祉センター施設費９３万円の減額は需用費で、執行残の整理であります。非課税世帯等臨

時特別給付費は９７０万１,０００円の減額で、職員手当等、役務費、負担金・補助及び交付金は、

それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫補助金、非課税世帯等臨時特別給付金給付事業で歳出同

額の９７０万１,０００円の減額であります。

価格高騰緊急支援給付費は１,４３８万３,０００円の減額で、職員手当等から負担金・補助及び

交付金までの４項目は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫補助金、価格高騰緊急支援給付事業で歳出同額の１,４

３８万３,０００円の減額であります。

児童福祉総務費は１７万１,０００円の減額で、報酬は子ども・子育て会議に係るもの。償還金

・利子及び割引料は執行残の整理であります。

３頁をご覧ください。児童措置費は２,０７５万３,０００円の減額で、報酬は保育士等の採用人

数の減に伴うもの。職員手当等は会計年度任用職員期末手当、旅費、需用費、負担金・補助及び交

付金は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１２分担金及び負担金、民生費分担金、保育所分担金で７８万６,０００円の減額。

１４国庫支出金、民生費国庫負担金、子どものための教育保育給付費で６５５万７,０００円の追

加。子育てのための施設等利用給付費で９８万円の減額。１５道支出金、民生費道負担金、子ども

のための教育保育給付費で１４３万４,０００円の減額。子育てのための施設等利用給付費で４９

万円の減額。民生費道補助金、多子世帯保育料軽減事業で１３万５,０００円の追加であります。

扶助費は児童手当で、対象者の減による執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫負担金、児童手当で２５６万円の減額。１５道支出金、

民生費道負担金、児童手当で６５万１,０００円の減額であります。

償還金・利子及び割引料１６万１,０００円の追加は、事業費の確定に伴う認可化移行運営費支

援事業補助金返還金であります。

衛生費は９１４万５,０００円の減額であります。保健衛生総務費１７万８,０００円の減額は負

担金・補助及び交付金で、執行残の整理であります。予防費は１,３６１万６,０００円の減額で、

報酬７３万８,０００円の減額は、新型コロナウイルスワクチン接種に係る検診看護師などに係る

もの。報償費、旅費、役務費は執行残の整理。委託料１,０２８万円の減額は、希望者の減による

定期予防接種委託などの整理。使用料及び賃借料、扶助費は、執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、衛生費国庫負担金、新型コロナウイルスワクチン接種事業で７００

万円の減額。衛生費国庫補助金、感染症対策事業で３９万５,０００円を計上。１５道支出金、衛

生費道補助金、妊産婦安心出産支援事業で３万９,０００円の減額。新型コロナウイルス感染症に

対応した自殺防止対策事業で１１２万４,０００円を計上いたしました。

環境衛生費は５９６万２,０００円の減額で、工事請負費と空家等除却支援事業補助に係る負担

金・補助及び交付金は、執行残の整理であります。公害対策費１２万５,０００円の減額は委託料

で、執行残の整理であります。ごみ処理費１０２万５,０００円の減額は委託料で、執行残の整理

であります。

歳入では、１５道支出金、衛生費道補助金、海岸漂着物対策事業で２７万２,０００円の減額で
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あります。

し尿処理費は１５３万９,０００円の追加で、負担金・補助及び交付金１５４万円の追加は、汚

水処理施設維持管理負担金。積立金は、し尿処理施設解体基金の利息の整理であります。し尿処理

施設解体整理費１,９７７万８,０００円の減額は工事請負費で、し尿処理施設解体工事の執行残の

整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、衛生費国庫補助金、し尿処理施設解体事業で９８３万円の減額。１

８繰入金、し尿処理施設解体基金繰入金で１,４９５万９,０００円の減額。１９諸収入、雑入、工

事発生材売却代金で追加した５４１万２,０００円のうち５０１万１,０００円であります。

病院事業費３,０００万円の追加は繰出金で、収支不足分に係る病院事業会計繰出金であります。

歳入では、２０町債、衛生債、地域医療対策債で２７０万円の追加であります。

農林水産業費は１,７５３万９,０００円の減額であります。農業委員会費３０万円の減額は旅費

で、執行残の整理であります。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、農業委員会で３６万５,０００円の追加。農

地利用最適化交付金で９９万６,０００円の追加であります。

農業総務費８万８,０００円の減額は使用料及び賃借料で、執行残の整理であります。

歳入では、１９諸収入、雑入、農地中間管理事業で１４万６,０００円の減額であります。

農地費は１０５万５,０００円の減額で、工事請負費と負担金・補助及び交付金の執行残の整理

であります。

歳入では、１２分担金及び負担金、農林水産業費分担金、道営草地整備事業分担金で２９万７,

０００円の減額。１５道支出金、農林水産業費道補助金、道営草地整備事業で３２万円の減額。２

０町債、農林水産業債、草地整備債で２０万円の追加であります。

林業総務費９万５,０００円の減額は森林環境譲与税基金への積立金で、譲与額の減額に伴う整

理であります。

歳入では、２地方譲与税、森林環境譲与税で９万４,０００円の減額であります。

林業振興費は１,２４８万１,０００円の減額で、需用費から負担金・補助及び交付金までの５項

目は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、森林病害虫等防除事業で１万６,０００円の

減額。林業振興事業で２０５万５,０００円の減額。合板・製材・集成材生産性向上・品目転換促

進対策事業で７１５万７,０００円の減額。１８繰入金、森林環境譲与税基金繰入金で９万２,００

０円の減額であります。

分収造林事業費は９６６万３,０００円の減額で、委託料と豊津団地下刈など工事請負費の執行

残の整理であります。

歳入では、１９諸収入、雑入、分収造林収入で９５８万円の減額であります。

林道新設改良費２７５万６,０００円の減額は負担金・補助及び交付金で、事業費の確定に伴う

森林基幹道豊津・黒岩線林道負担金の整理であります。

歳入では、２０町債、農林水産業債、林道整備債で２８０万円の減額であります。

水産基盤整備費は３０９万２,０００円の減額で、需用費は執行残の整理。負担金・補助及び交

付金は、事業費の確定に伴う水産基盤整備事業地元負担金の整理であります。

歳入では、２０町債、農林水産業債、水産基盤整備債で３３０万円の減額であります。
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４頁をご覧ください。水産物流通加工基盤強化対策費１,３００万円の追加は、ホタテウロ処理

に係る水産廃棄物リサイクル施設維持管理運営委託料で、燃料費の高騰などに伴う経費の増加によ

るものであります。

歳入では、１３使用料及び手数料、農林水産手数料、水産廃棄物処理手数料で５５９万円の減額。

１６財産収入、生産物売払収入で１００万円の追加であります。

アイヌ農林漁業対策事業費６０万９,０００円の減額は、負担金・補助及び交付金で、執行残の

整理であります。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、アイヌ農林漁業対策事業で６０万９,０００

円の減額であります。

漁業振興設備等整備事業費４０万円の減額は、負担金・補助及び交付金で、執行残の整理であり

ます。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、漁業振興設備等整備事業で４０万円の減額で

あります。

商工費は６６１万１,０００円の減額であります。商工総務費１０万円の減額は旅費で、執行残

の整理であります。

歳入では、１５道支出金、商工費道補助金、消費者行政強化事業で７万３,０００円の減額であ

ります。

商工振興費６０２万９,０００円の減額は負担金・補助及び交付金で、おしゃまんべ毛がにまつ

り事業補助など執行残の整理であります。観光費は４８万２,０００円の減額で、使用料及び賃借

料と負担金・補助及び交付金の執行残の整理であります。

土木費は３,０２３万７,０００円の減額であります。土木総務費は１８３万４,０００円の減額

で、旅費と負担金・補助及び交付金の執行残の整理であります。大型乗用車両等管理費６６万７,

０００円の減額は需用費で、執行残の整理であります。道路橋梁総務費３３万５,０００円の減額

は委託料で、執行残の整理であります。道路橋梁維持費は６,０３８万３,０００円の追加で、役務

費は執行残の整理。委託料６,００５万７,０００円の追加は橋梁修繕設計業務委託など執行残の整

理、及び除排雪に係る道路維持管理委託６,２００万円の追加。工事請負費５０万６,０００円の追

加は道路修繕工事の執行残の整理、及びカマツオナイ橋修繕工事１５０万円の追加。備品購入費は

執行残の整理。償還金・利子及び割引料２５万９,０００円の追加は、事業費の確定に伴う社会資

本整備総合交付金返還金であります。

歳入では、１４国庫支出金、土木費国庫補助金、橋梁長寿命化修繕事業で１８万９,０００円の

減額。除雪事業で１,５４９万円の減額。１９諸収入、雑入、工事発生材売却代金で追加した５４

１万２,０００円のうち４０万１,０００円であります。

道路新設改良費３３万１,０００円の減額は、旅費と公有財産購入費の執行残の整理であります。

河川維持費４３万円の減額は、委託料と公有財産購入費の執行残の整理であります。

歳入では、２０町債、土木債、河川整備債で１６０万円の減額であります。都市計画総務費は１

２７万５,０００円の追加で、報酬は都市計画審議会委員に係るもの。需用費は執行残の整理。委

託料１５０万５,０００円の追加は、土地区画整理事業調査業務委託など執行残の整理、及び新幹

線駅西口広場等設計業務委託など７０８万４,０００円の追加。工事請負費は執行残の整理であり

ます。
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歳入では、１４国庫支出金、土木費国庫補助金、街路交通調査事業で３９万８,０００円の減額

であります。

公共下水道費２,０５５万１,０００円の減額は、公共下水道事業特別会計繰出金であります。公

園費は５７０万４,０００円の減額で、報酬３０５万８,０００円の減額は、公園受付軽作業員が募

集定員に達しなかったことなどによるもの。需用費から工事請負費までの４項目は、それぞれ執行

残の整理であります。住宅管理費は４,２０９万２,０００円の減額で、委託料と町営住宅南部団地

解体工事に係る工事請負費の執行残の整理であります。住宅建設費は１,９９３万１,０００円の減

額で、新団地建設実施設計業務委託などの委託料と、新団地建設予定地の公有財産購入費の執行残

の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、土木費国庫補助金、公営住宅建設で１７０万円の追加。２０町債、

土木債、公営住宅建設債で２,１５０万円の減額であります。

５頁をご覧ください。消防費は３９６万８,０００円の減額であります。常備消防費は８万円の

追加で、旅費は執行残の整理。需用費３４万円の追加は燃油高騰による燃料費。役務費と使用料及

び賃借料は、執行残の整理であります。

歳入では、１９諸収入、雑入、高速道路救急業務支弁金で２１６万６,０００円の減額でありま

す。

非常備消防費は２２２万１,０００円の減額で、報酬は消防団員に係るもの。需用費は執行残の

整理であります。消防施設費１８２万７,０００円の減額は工事請負費で、執行残の整理でありま

す。

歳入では、２０町債、消防債、消防整備債で１００万円の減額であります。教育費は３,８００

万７,０００円の減額であります。

事務局費は２,４３６万６,０００円の減額で、報酬は学校適応指導専門員などに係るもの。共済

費、旅費、役務費、委託料、教員住宅解体工事に係る工事請負費、長万部高校通学費補助など負担

金・補助及び交付金、奨学金の貸付金は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１９諸収入、貸付金元利収入、奨学金貸付で３２万１,０００円の追加。２０町債、

教育債、高等学校教育環境整備債で４０万円の減額であります。

小学校費、学校管理費は１２５万１,０００円の減額で、需用費から使用料及び賃借料までの４

項目は、それぞれ執行残の整理であります。小学校費、教育振興費は７８万８,０００円の減額で、

報償費、委託料、扶助費は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、教育費国庫補助金、特別支援学級児童生徒で１０万５,０００円の

減額、要保護児童生徒で１,０００円の減額であります。

中学校費、学校管理費は２４１万４,０００円の減額で、需用費から備品購入費までの４項目は、

それぞれ執行残の整理であります。社会教育総務費は８９万７,０００円の減額で、報酬は社会教

育委員などに係るもの。報償費から負担金・補助及び交付金までの４項目は、それぞれ執行残の整

理であります。学習文化センター施設費は３３万１,０００円の減額で、委託料と使用料及び賃借

料の執行残の整理であります。保健体育総務費は１２４万円の減額で、報酬はスポーツ推進委員に

係るもの。報償費から負担金・補助及び交付金までの４項目は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、２０町債、教育債、保健体育施設整備債で４４０万円の減額であります。ファミリー

スポーツセンター施設費は８６万３,０００円の減額で、委託料と工事請負費の執行残の整理であ
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ります。青少年会館施設費１０万円の減額は需用費で、執行残の整理であります。海洋センター施

設費は４１６万５,０００円の減額で、報酬はプール監視員に係るもの。需用費、委託料、ボイラ

ー室増築工事に係る工事請負費は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１９諸収入、雑入、地域海洋センター修繕助成金で３５０万円の減額であります。

６頁をご覧ください。学校給食センター費は１５９万２,０００円の減額で、需用費、委託料、

工事請負費は、いずれも執行残の整理であります。

歳入では、２０町債、教育債、学校給食施設整備債で４０万円の減額であります。

公債費は１０８万１,０００円の減額であります。元金１８万円の追加は、利率見直しによる償

還元金の変更によるもの。利子１２６万１,０００円の減額は、令和３年度借入分の利率確定によ

る不用額の整理であります。諸支出金２,８４２万７,０００円の追加は、ガス事業費の繰出金で、

低圧供給導管入替工事などに係るガス事業会計繰出金であります。

１頁にお戻りください。次に、歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分は、

省略させていただきます。

町税は５,１２３万９,０００円の追加であります。個人町民税は、現年課税分が漁業者所得額の

増による１,８００万円の追加であります。法人町民税は、現年課税分が事業収益の増による法人

税割１,０００万円の追加、滞納繰越分が滞納繰越税額がないことにより６万１,０００円の減額で

あります。固定資産税は、現年課税分が新築家屋及び償却資産の増加に伴う２,４００万円の追加、

滞納繰越分が徴収額の減により７０万円の減額であります。

使用料及び手数料は６７０万円の減額であります。民生使用料、福祉センター使用料１３万７,

０００円の減額。土木使用料、バンガロー使用料７４万４,０００円の減額。パークゴルフ場使用

料９万４,０００円の減額。教育使用料、スポーツセンター使用料１,０００円の減額。海洋センタ

ー使用料３万９,０００円の減額。総務手数料、証明手数料１,０００円の追加。消防手数料１５万

４,０００円の追加は、それぞれ、利用状況等を精査し整理いたしました。

国庫支出金は５,６２９万８,０００円の減額であります。

２頁をご覧ください。総務費国庫補助金、番号制度システム整備事業は４２万３,０００円の減

額で精算によるもの。地方創生事業は２０７万９,０００円の減額で、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金の実施事業費の減額に伴うもの。林業施設災害復旧費国庫補助金、林業施

設災害復旧事業は１４９万７,０００円の追加で、補助率の確定に伴うものであります。

３頁をご覧ください。道支出金は１,２９７万５,０００円の減額であります。

３頁は歳出で説明しておりますので、４頁をご覧ください。総務費道委託金、統計は４,０００

円の減額で交付額確定によるものであります。財産収入は９５０万３,０００円の減額であります。

財産貸付収入、土地貸付収入４万円の追加及び家屋貸付収入５万２,０００円の減額は、実績を考

慮し整理いたしました。

利子及び配当金、利子は１０万６,０００円の減額で、年度末を見込んで整理いたしました。

物品売払収入３２０万円の減額は、町有貸付牛の払い下げ頭数の減などによるものであります。

不動産売払収入、立木売払収入は７１８万５,０００円の減額で、事業計画の変更に伴うものであ

ります。

繰入金は３,１５２万１,０００円の減額であります。財政調整基金繰入金は３,５５７万７,００

０円の追加で、今回の補正で不足する財源を、当基金から取り崩し、収支の均衡を図るものであり
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ます。この基金取崩し後の当基金残高見込額は、６億７９万円となります。

北海道新幹線建設関連補償事業基金繰入金は５,３５６万８,０００円の減額で、新幹線延伸工事

に係る支障物件の解体撤去工事の完了に伴い整理いたしました。

５頁をご覧ください。 諸収入は４,９１５万９,０００円の追加であります。宝くじ交付金収入

２６２万４,０００円の追加は交付額の確定によるもの。雑入、講座受講料４万６,０００円の減額

は受講者の減によるもの。新幹線建設関連補償金５,４４９万円の追加、及びいきいきふるさと推

進事業助成金１７５万円の計上は事業の確定によるものであります。

町債は５,６２０万円の減額であります。

５頁は歳出で説明しておりますので、６頁をご覧ください。林業施設災害復旧債１３０万円の減

額は、国庫補助金の補助率確定に伴うものであります。

次に、補正予算書の６頁をご覧ください。第２表は、繰越明許費であります。繰越明許費の追加

は、款、土木費、道路橋梁費、カマツオナイ橋修繕事業４５０万円以内。土木費、都市計画費、新

幹線駅西口広場等設計業務委託１,５２２万４,０００円以内。土木費、都市計画費、都市計画決定

図書作成業務委託１,１７３万７,０００円以内。災害復旧費、農林水産業施設災害復旧費、奥地林

道豊津黒岩線災害復旧事業９３６万円以内。以上４項目でありまして、令和４年度内の事業完了が

期間的に困難なことから、令和５年度に繰越して使用するというものであります。

次に、７頁をご覧ください。第３表は地方債補正であります。地方債の変更は、起債の目的・新

幹線対策から林業施設災害復旧まで１８項目で、変更前の総額７億６,５５０万円を、変更後の総

額７億９３０万円に５,６２０万円減額し、この表のとおり変更したいというものであります。

以上が、令和４年度長万部町一般会計補正予算（第１４号）の内容であります。なお、譲与税等

の決定は、例年どおり年度末となる見込みのため、専決処分で対応したいと考えておりますので、

あらかじめご承知おき願います。以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳出より行います。はじめに議会費、２１頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に総務費、２１頁から２６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に民生費、２７頁から３０頁です。ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ２８頁の７番、心身障害者特別対策費の中の負担金・補助及び交付

金、八雲町子ども発達支援センター事業負担金、長万部からの利用者は何名いますか。

○議長（辻義雄） 岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） 利用人数でございますが、７人となってございます。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に衛生費、３１頁から３３頁です。ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ３１頁、２の予防費の扶助費、子宮頸がんワクチン予防接種と、そ

れから不妊・不育治療費助成事業、こちらの人数を教えてください。
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○議長（辻義雄） 岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） まず、不妊・不育治療のほうでございますが、今回申請があったのは

１件でございます。それから子宮頸がんワクチンの人数でございますが、今現在手元にございませ

んので、ちょっとお時間いただいてよろしいでしょうか。

○議長（辻義雄） 答弁調整のため休憩いたします。

１３時４８分 休憩

１３時５１分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） 貴重な時間をお借りしまして大変申し訳ございませんでした。ここの

扶助費の子宮頸がんワクチンの予防接種の５万円の減額したところにつきましては、町外で接種を

受けた場合に支出する科目になってございますが、町外で接種を受けた方はいらっしゃらなかった、

ということでございます。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） わかりました。それでは同じ頁の３の環境衛生費の負担金・補助及

び交付金で、家屋等除却支援事業補助、これ申請何件ありましたか。

○議長（辻義雄） 佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ４年度の今回の空き家等除却支援事業の補助申請は１０件ありましたけど

も、１件取り下げられまして、実績としては９件となります。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に農林水産業費、３３頁から３５頁です。ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ３４頁の林業振興費の負担金・補助及び交付金の中の、猟銃免許等

取得補助。これは何人、申請何件くらいありましたか。

○議長（辻義雄） 小川産業振興課長。

○産業振興課長（小川洋） 今年は申請のほうがありませんでした。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に商工費、３５頁から３６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に土木費、３６頁から３９頁です。ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ３６頁、土木総務費の中の、負担金・補助及び交付金、大型自動車

免許等資格取得補助、こちらは何件申請ありましたか。

○議長（辻義雄） 加藤建設課長。

○建設課長（加藤慶一） 申請件数は１件でございます。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に消防費、４０頁です。ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

次に教育費、４０頁から４４頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に公債費、４５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に諸支出金、４５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

以上で歳出を終わります。

続いて歳入を行います。はじめに町税８頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に地方譲与税、８頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に分担金及び負担金、９頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に使用料及び手数料、９頁から１０頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に国庫支出金、１０頁から１２頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に道支出金、１３頁から１５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に財産収入、１６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に寄附金、１７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に繰入金、１７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に諸収入、１８頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に町債、１９頁から２０頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

以上で歳入を終わります。

次に６頁をご覧ください。第２表、繰越明許費を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に第３表、地方債補正を行います。７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。
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お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

２時１０分まで休憩いたします。

１３時５８分 休憩

１４時１０分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第６号 令和４年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

○議長（辻義雄） 日程第９、議案第６号令和４年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第６号令和４年度長万部町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号）の提案内容についてご説明いたします。

今回の補正は、 歳入歳出にそれぞれ４９５万３,０００円を追加し、補正後の予算総額を１億

５０４万３,０００円とするものであります。補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付

しております概要によりご説明いたします。

はじめに、歳出からご説明いたします。後期高齢者医療広域連合納付金、負担金・補助及び交付

金４９５万３,０００円の追加は、事務費負担金の確定により３８万６,０００円の減、保険料等負

担金５３３万９,０００円の増により、追加するものであります。

次に、歳入についてご説明いたします。後期高齢者医療保険料は、６４６万円の追加であります。

特別徴収保険料現年度分特別徴収保険料８５万円の減額、普通徴収保険料現年度分普通徴収保険料

７３１万円の追加は、被保険者の増減によるものであります。

繰入金は、２３７万８,０００円の減額であります。事務費繰入金６２万９,０００円、保険基盤

安定繰入金１７４万９,０００円の減額は、いずれも額の確定によるものであります。

繰越金８７万１,０００円の追加は、前年度繰越金であります。

以上が、議案第６号令和４年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の内容であ

ります。よろしく、ご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁から４頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。
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◎議案第７号 令和４年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

○議長（辻義雄） 日程第１０、議案第７号令和４年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第

４号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第７号令和４年度長万部町国民健康保険特

別会計補正予算（第４号）の提案内容についてご説明いたします。

今回の補正は、歳入歳出からそれぞれ２７０万４,０００円を減額し、補正後の予算総額を７億

４,３４２万６,０００円とするものであります。補正予算の内容につきましては、補正予算書に添

付しております概要によりご説明いたします。

はじめに、歳出からご説明いたします。保険給付費は、２２８万円の減額であります。負担金・

補助及び交付金で、出産育児一時金２１０万円、葬祭費１８万円の減額は、いずれも件数の減によ

る減額であります。

国民健康保険事業費納付金は、１,４０１万９,０００円の減額であります。負担金・補助及び交

付金で、医療給付費分９８７万４,０００円、後期高齢者支援金等分３０４万６,０００円、介護納

付金分１０９万９,０００円の減額は、国保事業費納付金の確定により減額するものであります。

積立金基金積立金積立金は１,３５９万５,０００円の追加で、繰越金と今回の補正で生じた財源

を、後年度以降の財政調整のため、国民健康保険財政調整基金に積み立てするものであります。

次に、歳入についてご説明いたします。道支出金は、６４８万４,０００円の減額であります。

普通交付金８８万円の減額は、保険給付費の減少によるものであります。特別交付金５６０万４,

０００円の減額は、特別調整交付金の減額によるものであります。繰入金、一般会計繰入金７０３

万８,０００円の減額は、出産育児一時金等の減額により、減額するものであります。国庫支出金、

システム改修補助金、システムクラウド改修補助金１６万５,０００円の減額は、国庫支出金から

道支出金の特別交付金に変更となったため、減額するものであります。

繰越金１,０９８万３,０００円の追加は、前年度繰越金であります。

以上が、議案第７号令和４年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）の提案内容で

あります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁から６頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。
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◎議案第８号 令和４年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第４号）

○議長（辻義雄） 日程第１１、議案第８号令和４年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第４

号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） ただいま上程されました、議案第８号令和４年度長万部町介護保険特

別会計補正予算（第４号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正は、保険料賦課・補助金等の交付額の確定及び執行済経費の整理のための補正で、歳

入歳出から４,９８４万８,０００円を減額し、補正後の予算総額を８億９,０９５万８,０００円と

するものであります。内容につきましては、補正予算書に添付しております概要により、歳出から

ご説明いたします。

１総務費は、４９８万７,０００円の減額であります。一般管理費、給料１９４万６,０００円の

減額、職員手当等８４万７,０００円の減額、共済費９４万６,０００円の減額は、人事異動による

執行残を整理するものであります。認定調査等費、報酬３３万円の減額は、嘱託介護認定調査員に

よる認定調査件数の減。役務費５６万円の減額は、主治医意見書作成件数の減。委託料２０万円の

減額は、認定調査委託件数の減によるものであります。委員会費、報酬１５万８,０００円の減額

は、高齢者介護保健・福祉推進委員報酬で、会議開催回数の減によるものであります。

２保険給付費は、４,１５０万円の減額であります。地域密着型サービス給付費、負担金・補助

及び交付金１,３５０万円の減額。施設介護サービス給付費、負担金・補助及び交付金１,３００万

円の減額。サービス計画給付費、負担金・補助及び交付金２００万円の減額。特定入所者サービス

等費、負担金・補助及び交付金１,３００万円の減額は、サービス給付費等の減額で、それぞれ年

度末までの所要額を見込み減額するものであります。

これら保険給付に対応する歳入は、１保険料、第１号被保険者保険料、現年度分普通徴収保険料

３３０万円の減額。４国庫支出金、介護給付費負担金、現年度分４９５万２,０００円の追加。調

整交付金、現年度分２２７万円の追加。５支払基金交付金、介護給付費交付金、現年度分２,０８

８万円の減額。６道支出金、介護給付費負担金、現年度分１,２０４万８,０００円の減額。８繰入

金、一般会計繰入金、低所得者保険料軽減繰入金１２３万３,０００円の追加、介護給付費準備基

金繰入金、介護給付費準備基金繰入金１,３７２万７,０００円の減額を計上いたしました。

３地域支援事業費は、３３６万１,０００円の減額であります。介護予防・生活支援サービス事

業費、負担金・補助及び交付金１２０万４,０００円の減額は、通所型サービスの利用者の減によ

るものであります。

歳入では、４国庫支出金、地域支援事業交付金、現年度分４万９,０００円の追加、５支払基金

交付金、地域支援事業交付金、現年度分１２７万４,０００円の減額、６道支出金、地域支援事業

交付金、現年度分２万１,０００円の追加を計上いたしました。

包括的支援・任意事業費、報酬９万円の減額は、生活支援体制整備事業協議体委員報酬で、会議

開催回数の減によるもの。給料２６万円の減額、緒手当等９１万７,０００円の減額は、職員及び

会計年度職員にかかる給料、緒手当の執行残を整理するものであります。旅費４０万円の減額は普

通旅費で会議等のオンライン開催などによる出張の減。委託料１５万円の減額は、介護予防サービ
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ス計画作成委託で、委託件数の減によるものであります。負担金・補助及び交付金３４万円の減額

は、成年後見人報酬負担金が３０万円の減額で利用者の減によるもの。認知症初期集中チーム員研

修負担金が４万円の減額で、研修を受講できなかったことによるものであります。

次に、歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分は省略させていただきます。

８繰入金、一般会計繰入金、その他一般会計繰入金７１４万４,０００円の減額は、歳出で減額

した人件費等の町負担分について一般会計繰入金を減額するものであります。

以上がただいま上程されました、令和４年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第４号）につ

いての内容であります。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁から８頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第９号 令和４年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

○議長（辻義雄） 日程第１２、議案第９号令和４年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第９号令和４年度長万部町公共下水

道事業特別会計補正予算（第２号）の内容につきましてご説明いたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明をいたします。

今回の補正は、歳入歳出からそれぞれ４,１３２万円を減額し、補正後の予算総額を４億３,７３

１万２,０００円とするものでございます。

はじめに、歳出からご説明をいたします。下水道費は４,０９２万円の減額で、内訳の各項目か

ら予算執行残を減額するものでございます。まず、一般管理費の職員手当等で２０万円。役務費は

水洗便所等改造資金貸付業務取扱手数料分で５０万円。委託料は公営企業会計適用移行業務委託分

で１０万円。負担金・補助及び交付金は検満メーター負担金の確定分で７０万円。公課費は、消費

税確定分で４６０万円を、同じく管渠管理費の委託料は下水道台帳図修正及び下水道管渠清掃業務

並びに新幹線建設工事に伴う雨水排水管路調査委託分で２６６万円を、同じく終末処理場管理費の

需用費は消耗品費及び燃料・電気料分で３８０万円、委託料は、維持管理業務及び法定水質分析業

務並びに脱水汚泥処理・運搬業務委託分で２１６万円、使用料及び賃借料は、除雪用タイヤショベ

ルの借上料分で２０万円を、建設費は工事請負費で、ストックマネジメント計画に基づく終末処理
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場更新工事費用分で２,６００万円を、それぞれの予算項目から減額するものでございます。公債

費につきましては４０万円の減額で、起債利子及び一時借入金利子にかかる減額でございます。

次に、歳入についてご説明をいたします。国庫支出金の１,２６６万５,０００円の減額は、歳出

の下水道費で、終末処理場更新工事費等の国庫補助対象経費の減額に伴うものでございます。

次に、繰入金の１,２９３万５,０００円の減額は、一般会計繰入金を歳入歳出の補正に伴い、減

額するものでございます。諸収入は２５２万円の減額で、内訳は受託事業収入の汚水処理施設維持

管理費用の増に伴う１５４万円の追加と、新幹線建設工事に伴う雨水排水管路調査費用の減により

まして、４０６万円を減額するものでございます。次の、町債１,３２０万円の減額は下水道事業

債の減によるものでございます。

次に、補正予算書の３頁をご覧ください。第２表は繰越明許費でございます。款、下水道費、項、

公共下水道費、事業名、長万部終末処理場更新工事、金額１億１,７８６万円について、令和４年

度内の事業完了が期間的に困難なことから、令和５年度に繰越して使用するというものでございま

す。

続きまして、第３表は地方債補正でございます。起債の目的欄の、公営企業会計適用移行業務は

２５０万円から２３０万円に、次の長万部終末処理場更新工事は８,２００万円から６,９００万円

にそれぞれ変更したいというものでございます。

以上が、令和４年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）の内容でございます。

よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出一括して行います。４頁から６頁で

す。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に３頁をご覧ください。第２表繰越明許費を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に、第３表地方債補正を行います。３頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０号 令和４年度長万部町ガス事業会計補正予算（第４号）

○議長（辻義雄） 日程第１３、議案第１０号令和４年度長万部町ガス事業会計補正予算（第４号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１０号令和４年度長万部町ガス事
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業会計補正予算（第４号）の内容につきましてご説明いたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明をいたします。

今回の補正は、収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の補正でございます。

はじめに、予算第３条に定めました収益的収入及び支出のうち、支出のガス事業費から２８万円

を減額し、補正後の支出予定額を１億３,８０６万３,０００円に改めるものでございます。内訳で

は、供給販売費手当２万円の追加は児童手当の増によるもの。企業債利息３０万円の減額は、借入

額の利率確定によるものでございます。

次に、収入のガス事業収益に１２４万７,０００円を追加し、補正後の収入予定額を１億１,７３

３万１,０００円に改めるものでございます。内訳では、その他営業外収益の国庫補助金１２０万

円の追加はガス料金政府支援の補助金でございます。次の、その他特別利益の一般会計補助金４万

７,０００円の追加は、児童手当及び基礎年金拠出金の増額によるものでございます。

次に、資本的収入及び支出についてご説明をいたします。予算第４条に定めている、資本的収入

及び支出の資本的支出から２,８３７万円を減額し、補正後の支出予定額を６,０３１万９,０００

円に改めるものでございます。内訳では、供給設備２,８３７万円の減額で、ガス本支管移設工事

等の執行残であります。

次に、収入になります。資本的収入に５３万円を追加し、補正後の収入予定額を、６,０６８万

円に改めるものでございます。内訳では、企業債８５万円の減額及び出資金２,８３８万円の追加、

並びに工事負担金２,７００万円の減額は、年度内の供給設備に係る低圧供給導管入替工事及びガ

ス本支管移設工事額が確定したことによるものでございます。

次に、補正予算書の１頁をご覧ください。第２条は、業務の予定量の変更になります。ガス供給

設備工事額の確定によりまして業務予定量が変更となるもので、予算第２条表中、本年度の欄の供

給設備「６,００５万円」を「３,１６８万円」に改めるものでございます。

第３条の収益的収入及び支出と、２頁に移りまして第４条の資本的収入及び支出は、概要で説明

をいたしましたので省略をさせていただきます。

次に、第５条は企業債の借り入れ限度額の変更でございます。ガス供給設備工事額の確定により

まして、借り入れ額を変更するものでございます。予算第５条中、起債の目的、供給設備の限度額

を、変更前の「２,９１５万円」を、変更後「２,８３０万円」に改めるものでございます。

第６条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費で、この経費は職員給与費の合

計で、今回の補正に伴いまして、予算第８条中「３,５５６万７,０００円」を「３,５５８万７,０

００円」に改めるものでございます。

第７条は、他会計からの補助金の変更でございます。予算第９条中、一般会計補助金の基礎年金

拠出金に係る公費負担分、変更前は「９８万１,０００円」を変更後「１００万８,０００円」に、

児童手当分、変更前「３０万円」を変更後「３２万円」に改めるものでございます。

以上が、令和４年度長万部町ガス事業会計補正予算（第４号）の内容であります。よろしくご審

議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。５頁です。

ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に、資本的収入及び支出を行います。５頁です。ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

次に１頁をご覧ください。第２条業務の予定量、第５条企業債、第６条議会の議決を経なければ

流用することのできない経費及び第７条他会計からの補助金を一括して行います。１頁から２頁で

す。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１１号 令和４年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）

○議長（辻義雄） 日程第１４、議案第１１号令和４年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１１号令和４年度長万部町水道事

業会計補正予算（第３号）の内容につきましてご説明をいたします。

今回の補正は、第２条の債務負担行為の追加補正でございます。事項は、新幹線関連事業に伴う

水道管補強事業、期間につきましては、令和４年度から令和６年度までの３年間、限度額は、総額

１億１,７００万円以内でございます。工事概要につきましては、新幹線建設工事に伴いまして「長

万部中ノ沢線」の内にあります水道管補強施工監理委託並びにＪＲ踏切２か所の横断工事及びＪＲ

ＴＴ工事関係車両の出入口付近の６か所に埋設しております、水道管の補強工事を実施するもので、

補強部材制作等に期間を要することから、早急に契約等の手続を進めるために、このたび提案する

ものでございます。なお、鉄道運輸機構とは詳細協議を進めておりまして、工事費用等につきまし

ては、鉄道運輸機構の負担となる予定でございます。

以上が、令和４年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）の内容でございます。よろしくご

審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。１頁をご覧ください。第２条債務負担行為を行いま

す。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。
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〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１２号 令和４年度長万部町病院事業会計補正予算（第３号）

○議長（辻義雄） 日程第１５、議案第１２号令和４年度長万部町病院事業会計補正予算（第３号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前病院事務長。

○病院事務長（本前武広） ただいま上程されました、議案第１２号令和４年度長万部町病院事業

会計補正予算（第３号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正は、収益的収入及び支出、並びに資本的収入及び支出に関する補正であります。補正

予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

はじめに、収益的収入及び支出についてご説明いたします。概要の１頁をご覧ください。予算第

３条に定める収益的収入及び支出のうち、支出の病院事業費用から１,８５０万円を減額し、補正

後の支出予定額を７億１,２８３万１,０００円に改めるものであります。内訳は、給与費の給料が

８２０万円の減額、手当７６０万円の減額は職員及び会計年度任用職員の期末・勤勉手当など各種

手当に係るもの、報酬２５０万円の追加は嘱託医師報酬、法定福利費８０万円の追加は、共済費及

び社会保険料で、それぞれ年度末を見込み整理いたしました。

材料費の薬品費３００万円の減額は医薬品、診療材料費１５０万円の減額は各種診療材料で、執

行残の整理であります。

経費の印刷製本費２０万円の減額は各種伝票、諸会費２０万円の減額は各種研修会会費の執行残

の整理。研究研修費の旅費１１０万円の減額は各種研修会等の不参加による執行残の整理でありま

す。

次に、収入は、病院事業収益から４,３５０万円を減額し、補正後の収入予定額を６億６,６５９

万５,０００円に改めるものであります。内訳は、入院収益が３,６５０万円の減額で、入院患者数

の減少による減、外来収益３,７００万円の減額は外来患者数の減少による減、医業外収益の他会

計補助金３,０００万円の追加は、入院・外来収益の減収分を一般会計から補てんするものであり

ます。

次に、資本的収入及び支出についてご説明いたします。概要の２頁をご覧ください。予算第４条

に定める資本的収入及び支出の資本的支出から１２３万４,０００円を減額し、補正後の支出予定

額を１,３４２万６,０００円に改めるものであります。内訳は、病院施設費の機械器具備品購入費

１０４万４,０００円の減額は、核酸増幅検査機購入費の執行残の整理、リース資産購入費１９万

円の減額は、ベッドサイドモニタ購入費の執行残の整理であります。

次に、収入は資本的収入から８６万６,０００円を減額し、補正後の収入予定額を６８９万７,０

００円に改めるものであります。内訳は、道支出金の道補助金８６万６,０００円の減額は、緊急

包括支援事業補助金で、事業費確定に伴う執行残の整理であります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額６５２万９,０００円は、過年度分損益

勘定留保資金６５２万９,０００円で補てんをいたします。

補正予算書の１頁をご覧ください。第２条、業務の予定量の年間患者数入院延べ「６,２０５人」
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を「４,９６９人」に、外来延べ「１万８,１５０人」を「１万８,０７７人」に改めるものであり

ます。

第３条の収益的収入及び支出、第４条の資本的収入及び支出は、概要の中で説明いたしましたの

で、省略させていただきます。

２頁をご覧ください。第５条は、予算第６条で定めた議会の議決を経なければ流用することので

きない経費を改めるもので、給与費の減額により、予算総額を４億６,６７３万９,０００円に改め

るものであります。

第６条は、他会計からの補助金で、予算第７条中、３億５,０００万円を３億８,０００万円に改

めるものであります。

第７条は、棚卸資産購入限度額で、材料費の減額により、予算第８条中６,０５５万円を５,６０

５万円に改めるものであります。

以上が、令和４年度長万部町病院事業会計補正予算（第３号）の内容であります。よろしくご審

議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。５頁から

６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に、資本的収入及び支出を行います。６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に１頁をご覧ください。第２条業務の予定量、第５条議会の議決を経なければ流用することの

できない経費、第６条他会計からの補助金及び第７条棚卸資産購入限度額を一括して行います。１

頁から２頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１３号 令和５年度長万部町一般会計予算から

◎議案第２０号 令和５年度長万部町病院事業会計予算まで

○議長（辻義雄） 日程第１６、議案第１３号令和５年度長万部町一般会計予算から日程第２３、

議案第２０号令和５年度長万部町病院事業会計予算までの８件の議案を、会議規則第３７条の規定

により一括して議題といたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております８件の議案については、議長を除く９人の委

員をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。



- 44 -

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって、ただいま議題になっております８件の議案については議長を除

く９人の委員をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定

いたしました。

委員長、副委員長互選のため暫時休憩いたします。

１４時４５分 休憩

１４時５２分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

ただいま休憩中に開催した予算審査特別委員会において委員長および副委員長が互選されました

のでご報告いたします。

委員長には長﨑議員、副委員長には辻紀樹議員。以上のとおりであります。

議案配付のため暫時休憩いたします。

１４時５３分 休憩

１４時５５分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

増田事務局長。

○議会事務局長（増田理恵） 諸般の報告をいたします。ただいまから議題となります同意第１号

長万部町監査委員の選任同意についての議案が町長より提出されましたのでお手元に配付いたしま

した。以上であります。

○議長（辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎同意第１号 長万部町監査委員の選任同意について

○議長（辻義雄） 日程第２４、同意第１号長万部町監査委員の選任同意についての件を議題とい

たします。提出者の説明を求めます。

木幡町長。

○町長（木幡正志） ただいま上程されました、同意第１号長万部町監査委員の選任同意につきま

して、提案理由をご説明いたします。

監査委員大澤栄一氏は、令和５年３月１７日付をもって任期満了となりますので、再度選任いた

したく、地方自治法第１９６条第１項の規程により、議会の同意を求めるものであります。

選任の同意を求める委員は大澤栄一氏で、住所などにつきましては議案に記載のとおりでありま

す。なお任期は令和５年３月１８日から令和９年３月１７日までの４年となります。よろしくご同

意下さるようお願いを申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。
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討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本件を採決いたします。

お諮りいたします。本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本件はこれに同意することに決定いたしました。

議案配付のため暫時休憩いたします。

１４時５７分 休憩

〔教育長（近藤英隆）除斥〕

１４時５９分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

増田事務局長。

○議会事務局長（増田理恵） 諸般の報告をいたします。ただいまから議題となります同意第２号

長万部町教育委員会教育長の任命についての議案が町長より提出されましたのでお手元に配付いた

しました。以上であります。

○議長（辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎同意第２号 長万部町教育委員会教育長の任命について

○議長（辻義雄） 日程第２５、同意第２号長万部町教育委員会教育長の任命についての件を議題

といたします。提出者の説明を求めます。

木幡町長。

○町長（木幡正志） ただいま上程されました、同意第２号長万部町教育委員会教育長の任命につ

きまして、提案理由をご説明いたします。

教育長近藤英隆氏は、令和５年３月３１日付をもって任期満了となりますので、再度任命いたし

たく地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規程により、議会の同意を求めるも

のであります。

任命の同意を求めるものは近藤英隆氏で、住所などにつきましては議案に記載のとおりでありま

す。なお、任期は令和５年４月１日から令和８年３月３１日までの３年となります。よろしくご同

意下さるようお願いを申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕
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討論を終わります。

これより直ちに本件を採決いたします。

お諮りいたします。本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本件はこれに同意することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

１５時０１分 休憩

〔近藤英隆氏入場〕

１５時０１分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

ただいまの任命同意に対し、近藤英隆君から挨拶の申し出がありますので、これを許します。

近藤英隆君。

〔近藤英隆氏登壇〕

○近藤英隆 本定例会の貴重なお時間を頂戴し、誠にありがとうございます。ただいま教育長の任

命に対しまして同意をいただき、誠に身に余る光栄であり、責任の重大さに身の引き締まる思いで

ございます。大変微力ではございますが、初心を忘れずに再度スタートラインに立ったつもりで、

教育行政に誠心誠意努力いたしますので、今後とも議員皆様のご支援ご協力をお願いし、挨拶とさ

せていただきます。本日はありがとうございました。

〔教育長（近藤英隆）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で挨拶を終わります。

◎休会の決定

○議長（辻義雄） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。

お諮りいたします。議案等の調査のため３月１０日から１３日までの４日間を休会したいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって３月１０日から１３日までの４日間を休会にすることに決定いたしました。

なお、本会議は３月１４日午前１０時から再開いたしますのでご承知おき願います。

◎散会宣告

○議長（辻義雄） 本日はこれにて散会いたします。どうもご苦労様でした。

１５時０３分 散会
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令和５年第１回長万部町議会定例会（第１日目）

◎招集年月日 令和 ５年 ３月 ９日（木）

◎招集の場所 長万部町役場 議場

◎開 議 日 時 令和 ５年 ３月 ９日（木） 午前１０時００分

◎応 招 議 員（１０名）

１番 村 川 毅 ６番 橋 本 收 司

２番 辻 紀 樹 ７番 高 森 功 治

３番 高 橋 克 英 ８番 北 川 佳 嗣

４番 大 谷 敏 弥 ９番 柏 倉 恵里子

５番 長 﨑 厚 10番 辻 義 雄

◎不応招議員 なし

◎出 席 議 員 応招議員に同じ

◎欠 席 議 員 不応招議員に同じ

◎地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 木 幡 正 志 建 設 課 長 加 藤 慶 一

副 町 長 佐 藤 英 代 水 道 ガ ス 課 長 中 里 博 也

総 務 課 長 佐 藤 久 出 納 室 長 岡 野 喜美雄

まちづくり推進課長 中 山 裕 幸 消 防 長 沼 田 明 宏

新 幹 線 推 進 課 長 岸 上 尚 生 病 院 事 務 長 本 前 武 広

税 務 課 長 田 中 浩 教 育 長 近 藤 英 隆

税 務 課 参 事 佐 藤 修 学 校 教 育 課 長 對 馬 政 宏

町 民 課 長 佐 藤 剛 社 会 教 育 課 長 神 野 隆 之

保 健 福 祉 課 長 岡 部 忠 選挙管理委員会書記長 佐 藤 久

産 業 振 興 課 長 小 川 洋 監 査 事 務 局 長 増 田 理 恵

農 業 政 策 室 長 濱 谷 陽 一 農業委員会事務局長 小 川 洋

◎本会議に職務のため出席した者の職氏名

議 会 事 務 局 長 増 田 理 恵

事 務 局 主 幹 佐々木 学

議 事 係 工 藤 大 智
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◎議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 町政執行方針及び教育行政執行方針並びに予算大綱説明

日程第４ 議案第１号 長万部町個人情報保護法施行条例

日程第５ 議案第２号 長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例

日程第６ 議案第３号 長万部町職員定数条例の一部を改正する条例

日程第７ 議案第４号 長万部町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

日程第８ 議案第５号 令和４年度長万部町一般会計補正予算（第14号）

日程第９ 議案第６号 令和４年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

日程第10 議案第７号 令和４年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

日程第11 議案第８号 令和４年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第４号）

日程第12 議案第９号 令和４年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

日程第13 議案第10号 令和４年度長万部町ガス事業会計補正予算（第４号）

日程第14 議案第11号 令和４年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）

日程第15 議案第12号 令和４年度長万部町病院事業会計補正予算（第３号）

日程第16 議案第13号 令和５年度長万部町一般会計予算

日程第17 議案第14号 令和５年度長万部町後期高齢者医療特別会計予算

日程第18 議案第15号 令和５年度長万部町国民健康保険特別会計予算

日程第19 議案第16号 令和５年度長万部町介護保険特別会計予算

日程第20 議案第17号 令和５年度長万部町公共下水道事業特別会計予算

日程第21 議案第18号 令和５年度長万部町ガス事業会計予算

日程第22 議案第19号 令和５年度長万部町水道事業会計予算

日程第23 議案第20号 令和５年度長万部町病院事業会計予算

日程第24 同意第１号 長万部町監査委員の選任同意について

日程第25 同意第２号 長万部町教育委員会教育長の任命について
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◎開会・開議宣告・議事日程

１０時００分 開会

○議長（辻義雄） ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、これより令和５年第１回長万部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

増田事務局長。

○議会事務局長 (増田理恵) 諸般の報告をいたします。監査委員から１月分出納検査報告書が、

また、渡島廃棄物処理広域連合議会議員から、会議結果報告書が提出されましたので、それぞれお

手元に配付いたしました。

次に、本定例会に議案等の説明のため、あらかじめ町長、教育長、その他執行機関およびそれぞ

れ委任または嘱託を受けた説明員の出席を求めております。以上であります。

○議長 (辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎会議録署名議員の指名

○議長（辻義雄） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において１番村川議員、９番柏倉議

員を指名いたします。

◎会期の決定

○議長（辻義雄） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。

お諮りいたします。本定例会の会期は本日から１７日までの９日間としたいと思います。これに

ご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって会期は本日から１７日までの９日間に決定いたしました。

◎町政執行方針及び教育行政執行方針並びに予算大綱説明

○議長（辻義雄） 日程第３、町政執行方針及び教育行政執行方針並びに予算大綱説明を行います。

はじめに町政執行方針を行います。

木幡町長。
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〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 令和５年第１回町議会定例会の開会にあたり、町政執行に対する所信と町政

運営の基本的な考え方を申し上げます。

私は、昨年７月に執行された町長選挙におきまして、町民のみなさまから無投票当選という大変

名誉あるご審判をいただき、再び町政の舵取りを務めさせていただくこととなりました。議員各位

をはじめ町民のみなさまから寄せられた温かいご支援、ご協力に対し、心から感謝を申し上げます

とともに、期待と信頼に誠心誠意お応えすべく、町民の生命と財産を守るという信念のもと、町民

との対話による信頼関係をもとに、職員と一体となり、決意も新たに町長の重責を日々努めてまい

る所存であります。

昨年を振り返りますと、新型コロナウイルスの感染が拡大と収束を繰り返す中、夏場に新規感染

者数が過去最高を更新しましたが、感染拡大防止と社会経済活動の両立が進められるもと、行動制

限措置が講じられなかったこともあり、住民生活は少しずつもとの姿を取り戻し、人流の抑制は過

去の感染拡大の波と比較して小幅に止まりました。

地方を取り巻く環境は、加速する人口減少と長期化するコロナ禍など一層厳しさを増し、町政の

執行にあたっては、引き続き厳しい財政運営が予想されますが、将来の北海道新幹線長万部駅開業

を見据えながら、第４次長万部町まちづくり総合計画に則り、本町が地域の資源や人材を活かしな

がら、将来に向かって住み続けたいまち、自主・自立したまちであるために、町民の参加と合意に

よる個性的なまちづくりを進めることを目指し、各種施策の実現に全力を挙げて取り組んでまいる

所存であります。

今後も、町民一人ひとりの思いを大切に町政を進めてまいりますので、議員各位をはじめ町民の

みなさまの一層のご理解とご協力をお願いを申し上げます。

はじめに、水柱対策について申し上げます。昨年９月２６日に噴水が止まった水柱の対策は、現

在も専門家や関係機関と連携を図りつつ、モニタリング調査を継続しております。現況は小康状態

ではありますが、再噴出する可能性が否定できない状況にあるため、Ｒ５号井噴出の原因を早急に

解明することを目的に井戸内の浚渫工事等を実施してまいります。なお、工事等を実施すること
しゆんせつ

で、関係者等から助言をいただきながら長期にわたった観測を安全に継続することが可能となり、

ほかの廃止井戸等を含め、長万部全体の「安全弁」としての機能を発揮させることができると考え

ております。

次に、防災関係及び交通安全対策について申し上げます。防災関係では、「長万部町水災害避難

啓発動画」を活用した地区別防災出前講座を開催するとともに、長万部町地域防災計画の改訂業務

を進めてまいります。また、引き続き災害時に使用する避難用寝具や非常食等の計画的な整備や長

万部町防災の日（７月１２日）に合わせて災害パネル展等を開催し、防災意識の高揚に努めてまい

ります。

交通安全対策では、長万部町交通安全指導員協議会を中心に、関係機関、団体と連携し、旗の波

運動や街頭指導を実施しながら、交通弱者である高齢者の交通安全防止や児童生徒の交通安全の確

保を重点として、町民一人ひとりの安全意識の高揚を図り、交通事故の減少と死亡事故の撲滅を目

指してまいります。

次に、東京理科大学北海道・長万部キャンパスについて申し上げます。令和２年度から新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、全寮制教育を一時中止しておりました長万部キャンパスですが、
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今年は、全国各地から東京理科大学経営学部国際デザイン経営学科の生徒が４月８日に入寮いたし

ます。感染症対策を万全にされての入寮となるため、それぞれが公共交通機関で来町されることか

ら、例年どおりの歓迎とはなりませんが、町民のみなさまと静かに温かい気持ちで迎えてあげたい

と願うものであり、長万部キャンパスが再開することにより、まちの賑わいの創出と活性化に繋が

るものと歓迎いたします。今後も大学との良好な関係を維持し、さらなる連携・協力を図ってまい

ります。

次に、開礎１５０年・町制施行８０年について申し上げます。明治６年に長万部に副戸長が置か

れたことを自治体の開礎とする長万部町が、本年で１５０年を迎え、併せて町制施行８０年となり

ます。この記念すべき年に、先人の皆様の取り組み、築き上げてきた財産に感謝をし、さらなる限

りない未来への発展を願うための記念事業を実施してまいります。記念事業は、社会情勢を勘案し

ての記念式典を開催するとともに、記念町勢要覧の作成や既存の町内行事等への協賛を実施してま

いります。

次に、長万部町地域公共交通計画について申し上げます。長万部町地域公共交通計画につきまし

ては、「長万部町地域公共交通活性化協議会」により、デマンド交通短期実証調査運行が実施され

るなど、利便性の高い持続可能な公共交通体系の構築を検討していただきました。今後は、協議会

で審議いただいた計画の方向性を基本として素案を作成し、長万部町地域公共交通計画を策定して

まいります。

次に、脱炭素化の推進について申し上げます。脱炭素化と地域レジリエンス強化を同時実現する

ため、環境省の補助事業により、役場庁舎と学習文化センターに太陽光発電設備及び蓄電池をＰＰ

Ａ方式により設置しましたが、令和５年度からは、長万部町の公用車として、電気自動車導入と充

電設備を設置し、また、公共施設照明ＬＥＤ化事業を実施することにより、さらなる脱炭素化を進

めてまいります。

次に、ふるさと納税について申し上げます。長万部町まちづくり基金条例による、ふるさと納税

の取組につきましては、寄附サイト及び返礼品登録事業者の追加、新たな返礼品の発掘、各寄附サ

イトの返礼品画像について、魅力ある写真掲載や返礼品説明の制作、ふるさと納税関係イベントへ

の参加やＰＲ広告の掲載など積極的に実施してまいります。さらに、企業版ふるさと納税につきま

しては、地方創生及び持続可能なまちづくりを実現させるため、寄附企業にとって魅力のあるプロ

ジェクトを立案してまいります。

次に、長万部駅前周辺における都市整備について申し上げます。まちづくりの基本方針を定めた

「長万部都市計画マスタープラン」に基づき、町内の総合的な交通ネットワークを構築することを

目的に、現在の長万部駅の場所に東西市街地を結ぶ自由通路と駅西口広場、アクセス道路及び高架

下滞留空間の整備を目指します。

自由通路につきましては、将来開業が予定される新幹線長万部駅への連絡通路を兼ねるもので、

すでに基本設計を実施済みであり、関連する都市施設で町が整備予定の駅西口広場、西口アクセス

道路、高架下滞留空間についても含めて、鉄道事業者などの関係機関と協議しながら整備に向けた

検討を進めてまいります。また、津波避難施設を兼ねた防災駐車場や商業施設の誘致、商業区域の

再編と本町通の拡幅整備を視野に入れて、土地区画整理事業の導入に向けた検討と調査・準備を引

き続き進めてまいります。

さらに、長万部駅の東口駅前広場と本町通の拡幅整備につきましては、令和５年度中に道道長万
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部公園線を区域変更し、北海道が整備する方向で協議を進めており、関連する都市計画決定に向け

て、北海道や鉄道事業者などの関係機関との協議を進めてまいります。

次に、北海道新幹線工事関係について申し上げます。新幹線の地上部である明かり区間につきま

しては、令和４年度中に地上部の中ノ沢高架橋と平里高架橋ほか、栄原高架橋と静狩路盤の建設工

事が発注済みで、令和５年度には残りすべての建設工事を発注予定と鉄道運輸機構から伺っており、

これに伴い新幹線と交差する道路や河川などの支障移転や付け替え協議、用地買収や支障物件の移

転などについて、町民のみなさまの生活に、できる限り支障が生じないよう最大限に配慮するとと

もに、事業が円滑に推進できるよう建設主体である鉄道運輸機構との連携を密にして対応してまい

ります。

次に、高齢者福祉対策及び介護保険事業について申し上げます。「共に支え合い、長寿で豊かな

まちづくり」を基本理念とした第８期長万部町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づき、

「健康寿命の延伸と元気高齢者の活躍推進」、「安心・安全に暮らせる環境づくり」、「多様な暮らし

を支え合うまちづくり」を目標に取組を進めてまいります。住まい・医療・介護・予防・生活支援

が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築を目指し、社会福祉協議会をはじめとする関係

機関との連携のもとに、相談や見守り体制の生活支援サービスの体制整備、医療・介護連携の推進、

認知症の総合的な対策に取り組んでまいります。

さらに、地域包括支援センターにおける相談受付、生活支援などのほか、在宅での生活を支える

介護予防事業等を推進しながら、介護保険事業の安定とサービスの向上に努めてまいります。

令和５年度は計画の最終年度となることから、令和６年度から令和９年度までの３年間を計画期

間とする第９期計画策定に向け準備を進めてまいります。

高齢者のみなさまがその能力や経験を活かし積極的に社会参加ができるよう、地域敬老会への助

成、老人クラブの活動支援、タクシー料金の助成、福祉バスの運行、入浴料金助成事業などを継続

して実施してまいります。

次に、障がい者福祉関係について申し上げます。障がい者施策の基本計画として、第３次長万部

町障がい者基本計画と、第６期長万部町障がい福祉計画（第２期長万部町障がい児福祉計画）をも

とに、「障がい者だれもが自立し、安心して暮らし支え合う町」を目指し、「障がい者等の自己決定

と自己選択の尊重」、「地域生活移行や就労支援等の課題に対応したサービス提供体制の整備」、「障

がい児支援体制の整備」を基本目標に取組を進めてまいります。障がいのある人とない人がともに

地域の中で暮らしていくことができるよう障がいに対する理解促進を図り、相談支援体制や情報提

供の充実を図るとともに、個々に応じた的確なサービスの提供に努めてまいります。また、町内に

在住する障がいのある方が集まり、軽作業を行うことで生きがいを見いだすことができる場所とし

て、地域活動支援センター事業を継続してまいります。令和５年度は各計画の最終年度となること

から、令和６年度以降の新たな計画策定に向け準備を進めてまいります。

次に、町民の健康増進について申し上げます。町民の「健康寿命の延伸と健やかな暮らしを実現

する」を基本理念とした長万部町健康づくり計画に基づき、「健やかに産み育てる」、「生活習慣病

の予防と悪化の防止」、「こころの健康保持」を目標に、家庭や教育関係機関、商工・農業・漁業団

体、町内会等と連携し、健康づくりの推進に取り組んでまいります。

母子の健康では、母子健康手帳の交付時や乳幼児健診などの機会を通じて、個別相談や育児相談

を実施してまいります。また、安心して子どもを産むことができる環境づくりを推進するため、妊
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婦一般健診費用及び通院費、新生児聴覚検査費用、不妊・不育治療に要する費用の一部助成や妊娠

期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、必要な支援につなぐ伴走型の相談支援を充実

するとともに、経済的な支援を継続してまいります。

食育につきましては、幼少期から食への関心を持ち、栄養や食の安全への理解を深め、健康的な

食生活を実践できるよう支援してまいります。

生活習慣病の予防と悪化の防止では、少年期からの知識の普及や良い生活習慣についての周知、

健診の重要性について関係機関の協力を得ながら啓蒙に努めてまいります。また、検診の受診率向

上のため、検診料金の一部助成を継続してまいります。

こころの健康保持では、面談や電話による相談事業を継続してまいります。

次に、児童福祉関係について申し上げます。町立保育所では、職員体制の充実を図るとともに保

護者のご協力をいただきながら、保育サービスや保育環境の充実に努めてまいります。また、保育

所内に設置している子育て支援センターでは、みんなの広場や遊びの広場など親子遊びの場の提供、

子育て相談など、子育て支援の充実に努めてまいります。幼児教育・保育の無償化により、引き続

き子育て世代への負担軽減を図るとともに、拡大して実施しております、町内の保育所、認定こど

も園に２人以上で入所の就学前第２子以降の児童の無料化についても継続し、子育て支援の拡充を

図ってまいります。

学童保育につきましては、民間事業者に委託し、昼間、留守家庭の児童の放課後等に適切な遊び

や生活の場を提供し、児童の健全な育成を図っており、引き続き実施してまいります。

次に、生活環境関係について申し上げます。私たちの暮らしに関わる環境問題対策への取組は、

町民一人ひとりが、意識を持って環境負荷の少ない生活様式へと転換させていくことが大切であり

ます。「混ぜればごみ、分ければ資源」の言葉どおり、自然に優しい循環型の地域社会づくりを目

指すため、ごみ減量化の一環として、生ごみ堆肥化容器購入補助や廃食用油、衣類等の無料回収を

継続して実施してまいります。

海岸漂着物の回収・処理につきましては、補助事業を利用して静狩地区・旭浜地区・長万部地区

について実施してまいります。

旧一般廃棄物最終処分場につきましては、調査計画委託業務を実施し、埋立地境界柵を設置して、

廃止に向けた業務を進めてまいります。

このほか、低炭素まちづくりに向けての節電対策を強化するため、各団体が管理している街路灯

の電気料金補助及び設置改良補助を継続し、地域のみなさまに補助制度をご活用いただき、省エネ

ルギー機器交換の推進と維持管理の負担軽減を図ってまいります。

山越郡衛生処理組合から引き継ぎました、し尿処理施設につきましては、令和４年度で施設解体

を完了しましたので、し尿処理施設解体基金を全額取り崩し、国庫補助金と八雲町負担金について

返還し精算してまいります。

空家対策事業として、町民のみなさまが安心して生活することができる環境を確保するため、倒

壊や屋根・外壁等の部材が飛散するおそれのある空家の解体工事に係る費用の一部を補助する制度

を継続して実施してまいります。

次に、農業振興について申し上げます。酪農経営の安定的発展を図るため、酪農ヘルパー利用組

合や乳牛検定組合等に対する助成をしてまいります。また、生産者のコスト低減と規模拡大を図る

ため、町営による公共牧場事業を継続してまいります。
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肉用牛は、町有貸付牛の貸付けを引き続き行うとともに、農業共済組合や農業改良普及センター

等と連携し、生産者の技術支援や巡回指導等に努めてまいります。

道営草地整備事業は、今年度より５か年計画で公共牧場を含めた実施計画区域で、草地整備改良

１３２.２ヘクタール、草地造成改良４８.９ヘクタール、暗渠排水８４.２ヘクタールなどの整備

事業を実施してまいります。

各地区の農地及び営農用水施設等の維持管理につきましては、多面的機能支払交付金事業を実施

し、保全活動の支援をしてまいります。

農業担い手確保対策につきましては、意欲ある若者を全国から受け入れるため研修先の確保に加

え、就農までのサポート体制の整備を進めてまいります。

次に、林業振興について申し上げます。町有林造林事業として、町有林の多面的な機能をより一

層充実させるため、地拵・植栽、下刈、間伐、皆伐、林業専用道（規格相当）開設事業などの一体

的な森林整備を実施してまいります。

民有林保育事業は、「豊かな森づくり推進事業」による造林奨励事業補助を行うとともに、町単

独事業として「民有林造林推進下刈奨励事業」による下刈事業補助を行い、林業振興と森林機能の

向上に努めてまいります。分収造林事業としては、分収造林契約地の下刈、間伐、作業道修繕事業

などを実施してまいります。

道営事業は、豊津地区の町有林及び町有林事業推進のため、平成１７年度から実施している基幹

林道豊津・黒岩線整備を引き続き進めてまいります｡

有害鳥獣対策では、ヒグマやエゾシカに加え、キツネやアライグマ等の小動物による農業被害も

増加傾向であるため、緩衝帯整備や戸締りの徹底等により物理的な侵入経路を塞ぐなどの対策を徹

底すると同時に、農林業被害の未然防止及び特定外来生物の侵入・定着阻止のため、長万部町鳥獣

被害防止対策協議会がその取組の中心となり、関係機関と連携をし、これらを捕獲するためのわな

を被害箇所周辺等に設置することで個体数の調整を図り、効果的な対策を実施してまいります。

次に、漁業振興について申し上げます。本町の令和４年度におけるホタテ貝漁業の漁獲量及び漁

獲金額は、漁獲量で１万７,１３８トン、漁獲金額は５６億１,８８４万円となり、前年と比較し、

漁獲量は６.８％の増、漁獲金額では４３.４％の増となりました。要因としましては、生産が順調

で中国などの海外輸出が回復し、単価等も安定したことが考えられます。ホタテの生育状況は、本

年２月に渡島北部地区水産技術普及指導所が調査した結果、おおむね良好な生育となっております

が、引き続き、各関係機関と連携し、注意深く生育調査等を行ってまいります。

漁業振興では、漁港街路灯電気料の補助を行い、漁家経営の安定化と健全な育成を進めてまいり

ます。

水産物供給基盤機能保全事業は、北海道が事業主体となり、長万部漁港の機能保全工事や静狩漁

港の漂砂対策として、防砂堤の新設工事を行うことが決定されております。

次に、商工・観光振興について申し上げます。人口減少に加え、新型コロナウイルス感染症の影

響や燃料・原材料をはじめとする物価高騰によって、地域経済は厳しい状況が続く中、本町の商工

業の振興を図るため、商工会への運営費助成を行ってまいります。また、中小企業の育成と経営安

定のため、商工会と連携し、中小企業融資資金の貸付けを行い、利子補給を実施してまいります。

多目的活動センターあつまんべにつきましては、国が定める新型コロナウイルス感染症対策の状

況を見ながら、積極的に活用していただき、地域振興が図られるよう利用を促進してまいります。



- 9 -

観光振興では、ＪＲ長万部駅舎内に設置されている長万部観光協会による観光案内所は、本町の

観光案内はもとより名産品販売所として広く知られており、観光客や町民の方に利用され、地域経

済への寄与が見受けられております。令和５年度も引き続き助成を行い、観光の拠点となる案内所

の運営強化を図ってまいります。また、本町の大きな観光資源のひとつであります長万部温泉の温

泉井維持管理事業に助成し、温泉施設の安全と安定供給に努めてまいります。

さらに、開催を前提に、本町の一大イベントであります「おしゃまんべ毛がにまつり」に助成し、

地域特産物のＰＲを積極的に行い、町内外の各団体との連携を強め、地域の活性化を図り、観光の

ブランド化を進め、さらなる観光振興・地域振興に努めてまいります。

次に、労政関係について申し上げます。長期化する新型コロナウイルス感染症の影響や物価高騰

により、全国的に雇用情勢は不安定となり厳しい状況にあります。本町としては、良質で安定的な

雇用を維持するため、引き続き渡島檜山北部通年雇用促進支援協議会等関係機関と連絡を密にし、

求人情報や各種事業等の周知を進めるとともに、国や北海道と連携して雇用の確保を積極的に行っ

てまいります。

次に、消費生活相談関係について申し上げます。近年の消費生活相談の多様化に伴い、高度な対

応ができる「函館市消費生活センター」への相談引き継ぎ体制を整えております。また、北海道が

交付する地方消費者行政強化事業補助金を活用し、担当職員を専門的な研修に派遣することにより

資質向上を行い、さらなる消費生活相談体制の充実を図ってまいります。

次に、建設関係について申し上げます。土木事業では、５年に１度の法定点検が義務付けられて

いる町道橋について、長万部町橋梁長寿命化修繕計画に基づき、国の道路メンテナンス補助事業を

活用して、橋梁点検調査業務として町道橋７７橋のうち１８橋の点検調査、及び町道橋１橋の修繕

設計、２橋の修繕工事を実施してまいります。また、昨年８月に発生した大雨により一部崩落して

通行止めとなっていた町道浅見線につきましては、災害調査設計業務が完了しましたので、災害復

旧工事に着手いたします。

河川維持事業では、令和３年度に策定した長万部町河川堆積土砂管理計画に基づき、町内普通河

川の堆積土砂除去工事を３河川分実施するほか、昨年の大雨により護岸が大きく損壊している普通

河川田尻川の護岸補修調査設計業務を実施してまいります。

このほか、町道の舗装補修工事や排水路の清掃などについて、計画的に実施してまいります。

公園事業では、ふれあい公園、あやめ公園の施設の劣化状況や危険性を調査し、今後の修繕・更

新等の優先順位付けや概算費用を算出するための都市公園施設劣化度調査業務を実施するほか、ふ

れあい公園の老朽化した高圧受電設備更新工事を単独事業で実施してまいります。

公営住宅事業では、夜間停電時における入居者避難時の安全確保のため、町営住宅はまなす第３

団地の共用廊下・階段に設置している非常照明用器具の交換工事を実施してまいります。

また、北海道新幹線建設に伴う町営住宅南部団地移転に係る新団地建設について、令和５年度は

高砂地区の敷地造成及び構内道路新設工事と令和６年度建設分の実施設計業務、温泉地区は４棟９

戸の住宅建設及び外構整備工事を進めてまいります。このほか、住宅施設や設備の維持、修繕など、

計画的に実施してまいります。

次に、公共下水道事業について申し上げます。公共下水道事業の利用状況は、令和５年１月末現

在、供用開始区域内人口３,５４７人に対し、下水道接続人口は３,０２８人で、水洗化率８５.４

％となっており、今後も快適な生活環境づくりに向け、水洗化の普及促進に努め、自主財源の適正
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な確保と経営の効率化を進めてまいります。

あわせて汚水処理施設では、し尿・浄化槽汚泥等をスムーズに受け入れて順調に稼働処理を行っ

ており、令和５年度も引き続き万全の体制で事業を実施してまいります。

また、新幹線建設工事に伴う汚水管移設工事関連業務、及び昨年度に引き続き下水道ストックマ

ネジメント計画に基づく終末処理場更新工事を実施してまいります。

次に、ガス事業について申し上げます。令和４年度の経営状況は、新型コロナウイルス感染症対

策での営業自粛や学校休校等の影響により、昨年同様ガス販売量が低調となり、単年度収支で赤字

が見込まれております。

令和５年度の主な事業としては、新幹線建設工事に伴うガス本支管移設工事等を実施してまいり

ます。収益は、昨年度よりガス売上の微増を見込んでおりますが、原料費や施設修理費等の増加に

より、単年度収支で赤字の見込みとなっております。また、ガス料金は、原料費調整制度に基づく

調整単位料金の上限額を廃止しておりますが、国庫補助事業により９月料金分までは１立方メート

ルあたり税込み３０円、同じく１０月料金は税込み１５円の値引きを実施してまいります。ガス事

業につきましては、今後も厳しい経営環境ではありますが、保安の確保と安全性の向上に努めると

ともに、健全な経営を図るよう努力してまいります。

次に、水道事業について申し上げます。令和４年度は、給水件数、給水量とも１月末現在で前年

度より下回りましたが、経費の節減により、単年度収支で黒字が見込まれております。令和５年度

の主な事業としては、新幹線建設に伴う配水管補強関連事業や静狩地区３号井関連事業を実施して

まいります。収益は、前年度並みの給水収益を見込んでおりますが、動力費や施設修理費等の増加

により、単年度収支で赤字の見込みとなっております。

水道事業につきましては、今後とも経費の節減を図り効率的な事業運営を実施し、安全な水の安

定供給に努めてまいります。

次に、病院事業について申し上げます。町立病院につきましては、地域医療を支える町内唯一の

病院として、さらには救急告示病院として、機能の充実に努めてまいります。

新年度は内科医師３名、外科の出張医師１名による診療体制を整え、毎週火曜日と金曜日は北大

小児科から医師１名の派遣による小児科診療、整形外科は毎月２回、眼科は２か月に１回をそれぞ

れ函館市内の民間病院から医師の派遣を受け実施してまいります。土曜日・日曜日の救急医療につ

きましては、北大病院、市立函館病院などから医師の派遣を受け診療を実施してまいります。

また、病院事業につきましては、持続可能な地域医療提供体制を確保するため総務省から発出さ

れた、公立病院経営強化ガイドラインに基づく「公立病院経営強化プラン」を策定するとともに、

老朽化した施設の改築に向けた検討を進めてまいります。今後も、新型コロナウイルスをはじめと

する感染症対策を徹底し、地域に根ざした住民から信頼される病院づくりを目指してまいります。

次に、消防関係について申し上げます。近年の複雑多様化、大規模化する火災や災害に対応する

万全な消防体制を確立するため、消防施設・装備の整備に努め、住民が安全で安心して暮らせるま

ちづくりを推進してまいります。

火災予防につきましては、防火対象物及び危険物施設への立入検査により安全指導を徹底すると

ともに、住宅用火災警報器の設置から１３年が経過しているため、早期更新の普及啓発を推進し、

併せて、悪質な訪問販売などに注意するよう周知してまいります。

救急業務につきましては、高規格救急自動車の更新整備に努め、救急救命士を医療研修機関に派
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遣し、必要な知識・技術を修得させるなど、救急隊員の資質向上を図ってまいります。

消防団につきましては、消防団員の技術向上や国の定める装備基準に基づき装備資機材を計画的

に整備し、団員の安全確保に取り組んでまいります。

以上、町政執行の概要について申し述べましたが、日々の変化を鋭敏に感じ取り、町民のみなさ

まの声に耳を傾けながら、ともに汗を流し地域づくりに邁進する決意であります。町議会並びに町

民のみなさまのご理解とご協力を心からお願いを申し上げます。

訂正を１か所お願いします。９頁の９行目、「町有林」と申し上げましたが、「民有林」に訂正を

お願いします。大変申し訳ございませんでした。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で町政執行方針を終わります。

次に、教育行政執行方針を行います。

近藤教育長。

〔教育長（近藤英隆）登壇〕

○教育長（近藤英隆） 令和５年度長万部町教育行政執行方針。

令和５年第１回長万部町議会定例会の開会にあたり、長万部町教育委員会が所管する教育行政の

基本的な考え方を申し上げます。

はじめに、学校及び社会教育施設における新型コロナウイルス感染症対策については、感染症法

の位置付けやマスクの着用ルールの変更など、厚生労働省や文部科学省の指示・指導のもと適切に

対応して、学校教育及び社会教育事業を進めてまいります。

それでは、令和５年度の主な施策等について、分野ごとに申し上げます。

学校教育について。ＩＣＴを活用した教育活動の推進。ＧＩＧＡスクール構想に伴うＩＣＴ環境

整備により、ＩＣＴ活用教育が学校においても定着してまいりました。今後も効果的な活用が進め

られるよう教職員のスキルアップを支援し、子どもたちが必要とする教育環境の整備に努めてまい

ります。

学校間連携による教育活動の充実。小学校教育との円滑な維持のため、幼児と児童の交流や教員

の意見交換の機会を設けるなど、幼保小連携を進めてまいります。また、小中高連携については、

「長万部町教育連携会議」などを活用し、共通で取り組むべき課題を整理・検討し、教育活動の更

なる充実を図ってまいります。東京理科大学とは、国際デザイン経営学科と新たな連携について協

議を進めてまいりたいと考えております。

学校、家庭、地域社会の連携・協力の推進。安全で安心な校内外生活を送ることができるよう、

ＰＴＡや学校運営協議会と連携を図り、学校、家庭、地域社会が一体となり「地域とともにある学

校づくり」を推進してまいります。

学力・体力向上への取組。学力向上の取組として、全国学力・学習状況調査の実施と町独自の標

準学力テストの実施により、児童生徒の学習に対する理解度についての把握に努めます。その上で、

授業内容の工夫やＩＣＴの活用など、学力向上に繋げるための授業改善を進めてまいります。また、

児童生徒の基礎学力の向上のため、家庭学習の定着化と読書活動の取組について、保護者への啓発

も進めてまいります。

体力向上の取組では、全国体力・運動能力、運動習慣等調査を実施して、児童生徒の実態と課題

を分析し、その分析を基に学校における体育・健康に関する指導方法を工夫するなど、改善を進め
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てまいります。

特別支援教育への取組。「特別な教育的支援を必要とする児童生徒」には、学校内の教職員同士

が協力し、児童生徒を支援する体制づくりを進めてまいります。また、教育支援委員会議などを通

じて、幼稚園・保育所・保健福祉課との情報連携を図り、就学前からの情報収集に努め、就学指導

を適切に実施してまいります。

いじめ防止・不登校等児童生徒への取組。いじめの問題については、学級活動や道徳の中で、児

童生徒一人ひとりが「いじめは絶対に許されない行為」という強い意識を持たせるための取組を進

めてまいります。また、いじめの把握をするため、アンケートを実施し、いじめの早期発見に繋げ、

問題解決に取り組んでまいります。不登校等児童生徒については、学校適応指導専門員の配置と北

海道教育委員会事業を活用したスクールカウンセラーの配置を行うなど体制を整備し、学校に対し

ては、定期的な家庭訪問や保護者との連絡を取り合うなど、不登校の解消に向けた対応を進めるよ

う指導してまいります。

学校施設の維持・管理。児童生徒にとって安心で安全な学校施設の維持・管理のため、随時、安

全性の点検・確認を実施し、適切な修繕などを実施してまいります。

高等学校支援。長万部高等学校の生徒確保に向け、制服購入費補助、通学費補助、奨学金制度を

実施し、通学困難な生徒に対しては、スクールバスの運行を行うなどの支援を引き続き行い、魅力

ある高校づくりに努めてまいります。

通学路の安全確保。児童生徒の通学路の安全を確保するため、長万部町青少年健全育成推進協議

会には、「合同点検」の実施をしていただいております。また、教育委員会といたしましても、町

民や保護者などからの危険と思われる場所の情報提供に対して、安全確保に向けた可能な限り迅速

にかつ効果的な対応を推進してまいります。さらに、不審者情報が寄せられた場合は、関係機関と

連携を図り、児童生徒や保護者に対して注意喚起を行うなどの速やかな対応を行ってまいります。

学校部活動の地域連携・地域移行。昨年度、スポーツ庁及び文化庁から「学校部活動及び新たな

地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」が示されました。中学校の休日部活動

の地域移行については、様々な問題等を抱えておりますが、関係団体と連携して検討を進めてまい

ります。

学校給食について。安全・安心な給食の提供。「安全･安心でおいしい給食」の提供については、

献立内容の工夫に努めるとともに、「学校給食施設の衛生管理基準」に基づく調理作業の実践によ

り、衛生管理の徹底に努めてまいります。また、栄養バランスのとれた給食を提供するため、原材

料価格の動向を見極め、食材を工夫しながら、地元食材の使用に努めるとともに、食材の値上がり

により給食費負担金が保護者の負担増とならないよう、食材購入費を補てんしてまいります。さら

に、老朽化した施設及び機械設備の更新や補修などを実施し、調理環境の整備に努めてまいります。

食育の推進。食育については、地元食材を取り入れながら、食べ物を無駄にしない意識の醸成と

定着を図り、食に対する知識やマナーなどを身につけるための指導を進めてまいります。また、食

育の実現には、学校・家庭・地域の連携が不可欠であるため、給食だよりやホームページなどによ

り、保護者などへの広報・啓発活動を継続的に実施してまいります。

給食費の未納・滞納解消への取組。給食費の未納と滞納が発生しないようにするため、未納者へ

の通知や訪問、電話などによる督促のほか、児童手当からの特別徴収も実施してまいります。また、

今後も長万部町債権管理委員会と連携し、一層の滞納解消に努めてまいります。
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社会教育について。生涯学習推進の取組。令和３年度からスタートした「第４次長万部町生涯学

習推進計画」に基づき、町民一人ひとりが自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、

社会教育関係団体との連携を図りながら、町民の生涯学習を推進して社会教育活動の発展に努めて

まいります。地域活動やボランティア活動、各種団体・サークルなどへの支援を継続し、子どもか

ら高齢者まで世代に応じた学習活動と体験活動の充実を図るとともに、学校・家庭・地域が連携し

た青少年の健全育成活動を推進してまいります。

文化・図書館活動の取組。町民の心豊かで潤いのある生活を推進するため、各文化サークルと連

携し、文化活動に対する支援を行ってまいります。また、文化ホールを活用した舞台芸術鑑賞や発

表の機会を提供するため、長万部町文化協会と連携した取組を進めてまいります。

図書館活動として「第２期長万部町子どもの読書活動推進計画」に基づき、あやめ号の運行や読

み聞かせ会の実施等、家庭・地域・学校等を通じた読書活動を推進してまいります。また、町民の

読書習慣の定着を図るため、親しみやすい図書館を目指した事業を実施し、図書館活動の充実を図

ってまいります。

文化財保護・保存・活用の状況。本町の貴重な文化財であります、国指定史跡や、道指定天然記

念物のほか、静狩湿原の保護・保存活動を継続してまいります。また、北海道新幹線建設工事に伴

う埋蔵文化財調査についても、北海道教育委員会と連携して対応してまいります。

スポーツ活動振興の取組。スポーツ・レクリエーション活動を通じて、町民が健康で生きがいを

持って社会活動ができる環境作りを目指してまいります。

長万部町スポーツ協会をはじめ、スポーツ少年団、学校及び地域団体と連携し、生涯スポーツの

普及・定着にも努めてまいります。スポーツに親しむ機会として、気軽に楽しむことができる軽ス

ポーツレクリエーションなどの実施に向け、準備してまいります。また、各種スポーツ団体・サー

クルなどの主催する各種大会や競技会を積極的に支援してまいります。プールのより一層の活用を

図るため、Ｂ＆Ｇ財団と連携しながら、各種事業を実施してまいります。

社会教育施設の維持・管理。社会教育施設の維持・管理のため、随時、安全性の点検・確認を実

施し、適切な修繕・更新などを実施してまいります。

以上、教育行政執行方針の概要について申し述べましたが、今後も各種教育施策の検証と改善を

図りながら、教育関係者との連携を強化して、より信頼される教育行政の執行に努めてまいります。

訂正お願いいたします。１頁の１８行目、「継続のため」と申し上げましたが、「接続のため」の

誤りです。５頁の９行目、「状況」と申し上げましたが、「取組」の誤りでございました。大変失礼

いたしました。

〔教育長（近藤英隆）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で教育行政執行方針を終わります。

１１時１０分まで休憩いたします。

１０時５４分 休憩

１１時１０分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

続いて予算大綱説明を行います。

木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕
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○町長（木幡正志） 令和５年度各会計予算案について、その大綱をご説明申し上げます。

政府は、昨年１２月に「令和５年度予算編成の基本方針」を閣議決定し、国際的な原材料価格の

上昇や円安の影響等によるエネルギー・食料価格の高騰など、経済を取り巻く環境が厳しさを増す

中、予算編成にあたっては、ウィズコロナの下、国民の命と健康を守りながら感染拡大防止と社会

経済活動の両立を図り、少子化対策・こども政策の充実を含む包摂社会の実現と防災・減災・国土

強靱化の取組を強力に推進するとともに、２０５０年度カーボンニュートラルを目指したグリーン

社会の実現に取り組み、地方活性に向けた基盤づくりを推進し、重要な政策課題に必要な予算措置

を講ずるなど、メリハリの効いた予算編成を行うとしております。

これら国の方針を踏まえ、本町の新年度予算編成にあたっては、税財源の確保はもとより、国の

取組と協調を合わせた歳出全般にわたる徹底した見直しを行い、本町が誇りと希望を持てるふるさ

ととして、未来に向かい永続的に発展できるよう、福祉の向上、産業の振興、教育の充実を柱に、

各種計画に則り令和５年度予算を編成いたしました。

各会計の予算規模は、一般会計が５４億７,３００万円、特別会計及び企業会計は、後期高齢者

医療・国民健康保険・介護保険・公共下水道・ガス・水道・病院の７会計が、合わせて３８億２,

３５９万４,０００円となり、一般会計及び特別会計並びに各企業会計の合計は、９２億９,６５９

万４,０００円で、前年度対比２億８,４２１万４,０００円の増となっております。

それでは、各会計ごとに主な内容について申し上げます。

はじめに、一般会計予算案についてご説明いたします。予算総額は５４億７,３００万円で、前

年度に比較して１億９,２００万円、３.４％の減となりました。減額となった主な要因は、中規模

集会施設建設工事、地域保育所整備事業補助、天然ガス事業所設備改修工事の終了などによるもの

であります。

歳出につきましては、議会費は６,８３４万７,０００円で、前年度に比較し１４７万８,０００

円の減で、議会運営費と事務局経費を計上いたしました。

総務費は１０億４,１０５万３,０００円で、前年度に比較し１億３,８２４万５,０００円の減と

なります。歳出の主なものは、国有地購入２,３００万円、地域おこし対策５３１万円、長万部町

史編さん２５３万円、新幹線建設負担金２,９００万２,０００円、生活交通確保対策６２０万円、

記念誌制作４５１万円、地域情報化４,７１６万５,０００円、交通安全対策１８０万円、ガス・温

泉採取供給１億８,４６０万円、防災対策９６６万円、防犯灯・街路灯整備５１７万２,０００円、

このほか一般管理費、徴税費、戸籍住民基本台帳費、選挙費、統計調査費、監査委員費など管理部

門の経費を計上いたしました。

民生費は１０億１,９１１万４,０００円で、前年度に比較し３億９,０９４万４,０００円の減と

なります。歳出の主なものは、福祉センター運営８２８万円、高齢者生活支援５２７万３,０００

円、介護予防・生きがい活動支援４７９万２,０００円、在宅福祉支援１１７万８,０００円、老人

福祉バス運行３４８万７,０００円、高齢者生活福祉センター運営２,５００万円、高齢者入浴料金

助成７６１万８,０００円、障がい福祉計画策定３８７万２,０００円、老人福祉センター運営３９

１万５,０００円、このほか心身障害者医療費、乳幼児等医療費、保育所に係る児童措置費、国民

健康保険特別会計繰出金、介護保険特別会計繰出金、後期高齢者医療特別会計繰出金等に所要額を

計上いたしました。

衛生費は５億７,４２０万４,０００円、前年度に比較し６,７７５万９,０００円の減となります。
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歳出の主なものは、環境衛生整備４７０万円、渡島廃棄物処理広域連合負担金８,９８７万１,０

００円、ごみ処理施設運営１億３,７２９万６,０００円、下水路整備７１５万円、汚水処理施設維

持管理３,８１２万円、し尿処理施設解体整理３,７３２万１,０００円、このほか予防費、公害対

策費、病院事業会計繰出金、水道事業会計繰出金等に所要額を計上いたしました。

労働費は１３７万１,０００円で、前年度に比較し３万８,０００円の増で、労働金庫への貸付金

１００万円と季節労働者への就労援助、団体運営に対する補助金などを計上いたしました。

農林水産業費は３億７,５７５万７,０００円で、前年度に比較し２,０８３万９,０００円の増と

なりました。

歳出の主なものは、農業振興対策は、多面的機能支払交付金事業補助等、農業振興として２４５

万３,０００円、乳牛検定組合補助、酪農ヘルパー利用組合補助等、畜産振興として２８１万７,０

００円、農地振興９９７万４,０００円、公共牧場管理運営２,０００万円、このほか農業委員会運

営など管理部門の経費を計上いたしました。林業振興対策は、町有林下刈事業、鳥獣捕獲補助等、

林業振興として９,９３１万７,０００円、分収造林２,１９８万６,０００円、森林基幹道豊津・黒

岩線林道負担金２,５００万円を計上いたしました。水産業振興対策は、噴火湾渡島海域漁業振興

対策協議会負担金、ホッキ貝資源高度化利用試験事業補助等、水産業振興として３５７万円、水産

基盤整備２,５６５万４,０００円、水産物流通加工基盤強化対策４,２３１万６,０００円、アイヌ

政策推進、ホタテ貝アイヌブランド化事業委託として５,０００万円を計上いたしました。

商工費は４,６０８万３,０００円で、前年度に比較し１４８万５,０００円の増となります。歳

出の主なものは、商工会運営費補助、おしゃまんべ毛がにまつり事業補助、合宿誘致事業補助等、

商工振興として１,０７３万円、観光協会運営費補助、写万岳ハイキングコース維持管理事業補助、

長万部温泉井維持管理事業補助等、観光振興として１,２１９万９,０００円、多目的活動センター

運営８８６万４,０００円を計上いたしました。

土木費は１１億５,７１３万３,０００円で、前年度に比較し４億１９３万円の増となります。歳

出の主なものは、道路橋梁維持は道路舗装・側溝補修等・除雪対策経費として３億１,５２４万１,

０００円、道路新設改良１,１８２万７,０００円、河川維持３,１００万円、都市計画７,３３４万

８,０００円、公園環境整備２,０６０万４,０００円、町営住宅整備５２８万円、町営住宅建設３

億７,５１０万４,０００円を計上いたしました。

消防費は２億３,９５４万８,０００円で、前年度に比較し３,００６万９,０００円の増となりま

す。歳出の主なものは、消防施設整備５,５２０万４,０００円、このほか、消防本部、消防団に係

る経費を計上いたしました。

教育費は３億８,６５７万８,０００円、前年度に比較し３,９４８万円の減となります。歳出の

主なものは、町民センター運営２１９万５,０００円、学習文化センター運営１,７６５万９,００

０円、スポーツセンター運営１,１２２万円、海洋センター運営９６５万１,０００円、学校給食セ

ンター運営１億１,６５５万１,０００円を計上いたしました。

災害復旧費は、災害応急対策として１５万６,０００円を計上いたしました。

公債費、諸支出金、予備費は、それぞれ所要額を計上いたしました。

次に、歳入についてご説明いたします。町財政の根幹である町税収入は６億６４７万４,０００

円で、前年度に比較し２,２０５万１,０００円、３.８％の増となりました。

地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方
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消費税交付金、環境性能割交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金は、合わせて２億１,

８４４万２,０００円を計上いたしました。地方交付税は２３億６,０００万円で、前年度に比較し

８,０００万円の増となります。普通交付税を２１億９,０００万円、特別交付税を１億７,０００

万円見込んでおります。

税収入、繰入金等の自主財源は、前年度に比較し２億６,０４６万５,０００円増の１６億５,３

６８万２,０００円を計上いたしました。その主なものは、財産収入２,２２９万２,０００円、分

担金及び負担金２,６０７万円、使用料及び手数料１億４,６０４万４,０００円、繰入金５億５,４

３２万５,０００円であります。

繰入金の内訳は、財政調整基金３億４,０００万円、減債基金１,５００万円、地域振興基金１,

０００万円、生活交通確保対策基金２４８万円、まちづくり基金４,８００万円、地域福祉基金２

００万円、森林環境譲与税基金１,６１０万円、し尿処理施設解体基金５,３７１万１,０００円、

北海道新幹線建設関連補償事業基金４,８２３万４,０００円、土地開発基金１,７８０万円、以上

１０基金から繰入を計上いたしました。

国庫支出金や町債等の依存財源は、前年度に比較し４億５,２４６万５,０００円、１０.６％減

の３８億１,９３１万８,０００円を計上いたしました。内訳として、国庫支出金は４億８,０５６

万４,０００円で、主なものは、公営住宅資金１億５,２４２万５,０００円、自主支援給付負担金

８,７５９万円、アイヌ政策推進交付金４,０００万円、子どものための教育保育給付費負担金３,

９２０万４,０００円、除雪事業３,４４０万円、児童手当負担金３,０７５万８,０００円、橋梁長

寿命化修繕事業２,４１６万１,０００円などであります。

道支出金は２億３,７９８万７,０００円で、主なものは、自立支援給付負担金４,３７９万５,０

００円、合板・製材・集成材生産性向上・品目転換促進対策事業３,５００万円、林業振興事業２,

７０１万９,０００円、後期高齢者医療保険料軽減費負担金２,３９４万円、国民健康保険税軽減費

負担金２,２５９万２,０００円、子どものための教育保育給付費負担金１,８７７万５,０００円、

海岸漂着物対策事業１,６００万円などであります。

町債は４億６,４１０万円で、内訳は、総務関連では新幹線対策債等３事業で３,５９０万円、民

生民生は高齢者等交通移動手段確保対策事業債１,１３０万円、衛生関連では地域医療対策債３,０

００万円、農林水産関係では畜産支援事業債等４事業で５,３９０万円、土木関連では河川整備債

等２事業で２億４,４００万円、消防関連では消防整備債３,１９０万円、教育関連では高等学校教

育環境整備債等２事業で３,５１０万円、このほか臨時財政対策債２,２００万円であります。

次に、後期高齢者医療特別会計予算案について申し上げます。予算総額は１億６８５万円で、前

年度に比較して６７６万円、６.８％の増となりました。歳入の主なものは、後期高齢者医療保険

料６,８７７万円、繰入金３,７９１万１,０００円を計上しました。次に、歳出の主なものは、保

険料等負担金１億６９万２,０００円で、事務費負担金４０９万円を加えた後期高齢者医療広域連

合納付金１億４７８万２,０００円を計上いたしました。

次に、国民健康保険特別会計予算案について申し上げます。予算総額は７億２,４８５万円で、

前年度に比較し２,０３５万円、２.７％の減となりました。歳入の主なものは、国民健康保険料１

億２,８６０万円、道支出金５億１,８９５万４,０００円、一般会計繰入金７,６５７万３,０００

円、このほか使用料及び手数料、国庫支出金、財産収入、諸収入で７２万３,０００円を計上いた

しました。次に、歳出の主なものは、職員給与費のほか賦課徴収費等の運営管理経常費として総務
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費に２,７５６万円、保険給付費５億１,３０８万９,０００円、国民健康保険事業納付金１億７,３

４０万７,０００円、このほか、保健事業費、積立金、公債費、諸支出金、予備費で１,０７９万４,

０００円を計上しました。

次に、介護保険特別会計予算案についてご説明いたします。予算総額は８億９,１７４万７,００

０円で、前年度に比較して５９９万５,０００円、０.７％の増となりました。歳入の主なものは、

介護保険料１億２,３０３万円、国庫支出金２億１,８６７万９,０００円、支払基金交付金２億１,

７５０万２,０００円、道支出金１億３,２０７万７,０００円、繰入金１億９,８４３万３,０００

円を計上いたしました。次に、歳出の主なものは、職員給与費のほか賦課徴収費、介護認定等に係

る運営管理費として総務費に２,６７３万５,０００円、介護サービス等に係る保険給付費７億８,

３０３万７,０００円、地域支援事業費８,１４５万８,０００円を計上いたしました。

次に、公共下水道事業特別会計予算案について申し上げます。予算総額は７億３,９６０万３,０

００円で、前年度に比較して２億６,１２５万７,０００円、５４.６％の増となりました。歳入の

主なものは、使用料及び手数料５,３２１万５,０００円、国庫支出金２億４,６３０万円、繰入金

１億９,０００万円、諸収入３,４０５万６,０００円、町債２億１,６００万円を計上いたしました。

次に、歳出の主なものは、一般管理費５,７１４万円、管渠管理費２,７３７万６,０００円、終末

処理場管理費９,４０８万１,０００円、建設費４億６,８３０万円、公債費９,２５０万６,０００

円、予備費２０万円を計上いたしました。

次に、ガス事業会計予算案について申し上げます。収益的収入予定額１億１,８７３万４,０００

円、収益的支出予定額１億４,３０７万６,０００円で、差引２,４３４万２,０００円に当年度分の

建設改良費による消費税資本的収支調整額６２０万円を加えた、３,０５４万２,０００円の赤字と

なります。支出予定額の主なものは、原料費３,７９５万円、人件費３,５２４万９,０００円、そ

の他事業費６,２０７万２,０００円、営業外費用７８０万５,０００円であります。収入予定額の

主なものは、製品売上８,８８６万円、営業雑収益７３１万２,０００円、営業外収益２,１２５万

４,０００円、特別利益１３０万８,０００円であります。資本的収支予定額は、建設改良費６,８

２０万円、企業債償還金３,１７０万円で、合計９,９９０万円となり、これに対する財源は、工事

負担金６,８２０万円、過年度分損益勘定留保資金３,１７０万円で補てんしてまいります。

次に、水道事業会計予算案について申し上げます。収益的収入予定額２億６,２３６万８,０００

円、収益的支出予定額２億７,１８２万８,０００円で、差引９４２万円に当年度分の建設改良費に

よる消費税資本的収支調整額１４７万２,０００円を加えた、１,０９３万２,０００円の赤字とな

ります。支出予定額の主なものは、人件費１,４２７万８,０００円、受託工事費１億４９３万９,

０００円、減価償却費３,７０７万１,０００円、その他営業費用１億４６１万２,０００円、営業

外費用１,０９２万８,０００円であります。収入予定額の主なものは、水道料金１億３,９９６万

９,０００円、その他営業費用１億１,１６２万２,０００円、営業外収益１,０７７万７,０００円

であります。資本的収支予定額は、建設改良費４,７００万円、企業債償還金３,４００万３,００

０円で、合計８,１０３万円となり、これに対する財源は、企業債１,８００万円、一般会計補助金

６７万６,０００円、工事負担金３,０８０万円、過年度分損益勘定留保資金１,５０４万４,０００

円、当年度分損益勘定留保資金３４９万円、減債積立金処分額１,１５４万８,０００円及び当年度

分消費税資本的収支調整額１４７万２,０００円で補てんをしてまいります。

次に、病院事業会計予算案について申し上げます。収益的収入予定額７億２,８９４万円で、収
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益的支出予定額７億５,１３１万円で、差引２,２３７万円に当年度分の建設改良費による消費税資

本的収支調整額２９万４,０００円を加えた、２,２６６万４,０００円の赤字となります。支出予

定額の主なものは、医業費用７億４,８７６万６,０００円、医業外費用２５４万４,０００円であ

ります。収入予定額の主なものは、医業収益５億７,６６９万９,０００円、医業外収益１億５,２

２４万１,０００円、医業外収益のうち１億４,５４７万円は一般会計補助金であります。資本的収

支予定額は、建設改良費４７８万３,０００円、企業債償還金７５９万７,０００円、看護学生奨学

資金貸付金１０２万円で、合計１,３４０万円となり、これに対する財源は、他会計負担金４５３

万円、過年度分損益勘定留保資金８８７万円で補てんしてまいります。

以上で、一般会計を含め８会計予算案の大綱について、説明を終わります。

訂正お願いします。３頁の１行目、「４７０万円」と申し上げましたけど「７４０万円」でした。

同じく３頁の２１行目、「２,５６５万４,０００円」と申し上げましたが「２,５６３万４,０００

円」でした。５頁目の１０行目、「３億４,０００万円」と申し上げましたけれども「３億４,１０

０万円」、５頁１９行目、「公営住宅資金」と申し上げましたが「公営住宅建設」、５頁２４行目、「自

主支援給付負担金」と申し上げましたけど「自立支援給付負担金」、６頁１９行目「国民健康保険

料」と申し上げましたけど「国民健康保険税」、次に８頁目１３行目の、「差引９４２万円」と申し

上げましたけども「９４６万円」の訂正、８頁２０行目の「営業費用」、「営業収益」と読み替えて

いただければと思います。最後に８頁２２行か３行目、「３,４００万３,０００円」と申し上げま

したけども「３,４０３万円」の訂正にお願いします。以上です。大変申し訳ございませんでした。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で予算大綱説明を終わります。

◎議案第１号 長万部町個人情報保護法施行条例

○議長（辻義雄） 日程第４、議案第１号長万部町個人情報保護法施行条例の件を議題といたしま

す。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、議案第１号長万部町個人情報保護法施行条例に

ついて、提案理由と内容をご説明いたします。

個人情報の保護に関する法律の一部改正により、個人情報保護制度のルールが全国統一となるこ

とから新たな条例を制定し、現行の長万部町個人情報保護条例を廃止するとともに、長万部町の公

の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の引用条文を改めるため、本条例案を提案する

ものであります。

本文をご覧ください。提案内容につきましては、要約してご説明させていただきます。表題は、

長万部町個人情報保護法施行条例であります。

第１条は趣旨で、個人情報の保護に関する法律の施行に関し必要な事項を定めることを趣旨とす

る規定であります。

第２条は定義で、第１項は、この条例において使用する用語は、法及び個人情報の保護に関する

法律施行令において使用する用語の例による。第２項は、｢実施機関｣は、町長、教育委員会、選挙

管理委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評価審査委員会及び消防長をいう。旨の定義に関す
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る規定であります。

第３条は手数料等で、第１項は、法に規定する開示請求に係る手数料は、無料とする。第２項は、

保有個人情報の写しの交付を受ける者は、当該保有個人情報の写しの交付及び送付に要する費用を

負担しなければならない。とする手数料等の規定で、現行条例の運用と同様の扱いとするものであ

ります。

第４条は審査会への諮問で、実施機関は、次の各号のいずれかに該当する場合において、個人情

報の適正な取扱いを確保するため専門的な知見に基づく意見を聴くことが特に必要であると認める

ときは、長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例に規定する長万部町情報公開・個人情報保護

審査会に諮問することができる。とするもので、第１号は、この条例の規定を改正し、又は廃止し

ようとする場合。第２号は、法の規定に基づき講ずる措置の基準を定めようとする場合で、保有個

人情報の安全管理のために必要な措置の基準を定める場合。第３号は、前２号に掲げる場合のほか、

実施機関における個人情報の取扱いに関する運用上の細則を定めようとする場合。と規定していま

す。

第５条は委任で、この条例に定めるもののほか、この条例の実施のため必要な事項は、規則で定

める。旨の規定であります。

附則として、第１条は施行期日で、令和５年４月１日から施行する。

附則第２条は、長万部町個人情報保護条例の廃止。

附則第３条は、長万部町個人情報保護条例の廃止に伴う経過措置で、第１項は、旧条例の規定に

よる、その職務上知り得た旧個人情報をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に使用してはなら

ない義務については、この条例の施行後も、なお従前の例による。とするもの。第２項は、施行の

日前に旧条例の規定による請求がされた場合における旧条例に規定する旧個人情報の開示等につい

ては、なお従前の例による。とするもの。第３項は、施行日前に旧条例の規定により町に置かれた

旧審査会に諮問がなされた場合における旧条例に規定にする調査審議については、なお従前の例に

よる。とするもの。第４項は、この条例の施行前において旧審査会の委員であった者に係る旧条例

の規定による職務上知り得た秘密を漏らしてはならない義務については、この条例の施行後も、な

お従前の例による。とするものであります。

附則第４条は、長万部町の公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例の一部改正で、

この一部改正につきましては、添付しております新旧対照表により、ご説明いたします。表の左欄

が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

第７条は、協定の締結で、第２項第７号中「個人情報」の次に「（個人情報の保護に関する法律

（平成１５年法律第５７号）第２条第１項に規定する個人情報をいう。）」を加えます。

第１１条は、見出しを「（個人情報の安全管理及び秘密保持義務）」に改め、同条第１項を、指定

管理者は、公の施設を管理するに当たって知り得た個人情報（以下この条において「保有個人情報」

という。）を取り扱う場合については、個人情報の保護に関する法律第６６条第２項の規定により

準用する同条第１項の規定により指定管理者が講ずる安全管理措置を確実に実施しなければならな

い。に改めるものであります。

以上がただいま上程されました、議案第１号長万部町個人情報保護法施行条例についての内容で

あります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第２号 長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例

○議長（辻義雄） 日程第５、議案第２号長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例の件を議題

といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、議案第２号長万部町情報公開・個人情報保護審

査会条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

長万部町個人情報保護法施行条例の制定により、個人情報保護審査会を規定している長万部町個

人情報保護条例が廃止となるため、審査会の調査審議等に関する事項を定めた新たな条例を制定す

るとともに、長万部町情報公開条例に規定している公文書公開審査会を新たな条例による審査会と

併合するため、本条例案を提案するものであります。

本文をご覧ください。提案内容につきましては、要約してご説明させていただきます。表題は、

長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例であります。

第１条は趣旨で、長万部町情報公開・個人情報保護審査会の設置及び組織並びに調査審議の手続

等について定めることを趣旨とする規定であります。

第２条は設置で、情報公開制度における不服申立て並びに個人情報保護制度における審査請求及

び個人情報の適正な取扱いの確保について調査審議するため、審査会を置く。旨の規定であります。

第３条は定義で、この条例での用語の意義について、第１号の諮問庁は、長万部町情報公開条例

の規定により審査会に諮問をした実施機関、及び個人情報の保護に関する法律の規定により審査会

に諮問をした町の機関等をいう。第２号の公文書は、情報公開条例に規定する公開決定等に係る公

文書をいう。第３号の保有個人情報は、個人情報保護法に規定する開示決定等、訂正決定等又は利

用停止決定等に係る保有個人情報をいう。旨の定義に関する規定であります。

第４条は所掌事項で、審査会の調査審議する事項として、第１号は、情報公開条例の規定による

諮問に応じ、公開決定等又は情報公開条例に規定する公開請求に係る不作為についての不服申立て

に関する事項。第２号は、個人情報保護法の規定による諮問に応じ開示決定等又は個人情報保護法

に規定する開示請求、訂正請求若しくは利用停止請求に係る不作為についての審査請求に関する事

項。第３号は、長万部町個人情報保護法施行条例の規定による諮問に応じ、個人情報の適正な取扱

いの確保に関する事項、と規定しています。

第５条は組織で、審査会は、委員５人以内をもって組織する。
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第６条は委員で、第１項は、委員は、優れた識見を有する者のうちから、町長が委嘱する。第２

項は、委員の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。第３項は、委員が欠けた場合におけ

る補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。第４項は、委員は、職務上知り得た秘密を漏ら

してはならない。その職を退いた後も、同様とする。旨の委員に関する規定であります。

第７条は会長及び副会長で、第１項は、審査会に、会長及び副会長を置き、委員の互選により選

任する。第２項は、会長は、審査会を代表し、会務を総理する。第３項は、副会長は、会長を補佐

し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。旨の規定であります。

第８条は審査会の調査審議で、審査会の調査審議は、この条例に定めるところにより、実施する。

旨の規定であります。

第９条は審査会の調査権限で、第１項は、審査会は、不服申立て及び審査請求に係る事件に関し

必要があると認めるときは、諮問庁に対し、公文書又は保有個人情報の提示を求めることができる。

この場合においては、何人も、審査会に対し、その提示された公文書又は保有個人情報の開示を求

めることができない。第２項は、諮問庁は、審査会から前項の規定による求めがあったときは、こ

れを拒んではならない。第３項は、審査会は、審査請求等に係る事件に関し必要があると認めると

きは、諮問庁に対し、公文書に記録されている情報又は保有個人情報に含まれている情報の内容を

審査会の指定する方法により分類又は整理した資料を作成し、審査会に提出するよう求めることが

できる。第４項は、第１項及び前項に定めるもののほか、審査会は、審査請求等に係る事件に関し、

審査請求人、参加人又は諮問庁に意見書又は資料の提出を求めること、適当と認める者にその知っ

ている事実を陳述させることその他必要な調査をすることができる。旨の審査会の調査権限に関す

る規定であります。

第１０条は意見の陳述で、第１項は、審査会は、審査請求人等から申出があったときは、当該審

査請求人等に口頭で意見を述べる機会を与えなければならない。ただし、審査会が、その必要がな

いと認めるときは、この限りでない。第２項は、前項本文の場合においては、審査請求人又は参加

人は、審査会の許可を得て、補佐人とともに出頭することができる。旨の規定であります。

第１１条は意見書等の提出で、審査請求人等は、審査会に対し、意見書又は資料を提出すること

ができる。ただし、審査会が意見書又は資料を提出すべき相当の期間を定めたときは、その期間内

にこれを提出しなければならない。とする規定であります。

第１２条は提出資料の写しの送付等で、第１項は、審査会は、第９条第３項若しくは第４項又は

前条の規定による意見書又は資料の提出があったときは、当該意見書又は資料の写しを当該意見書

又は資料を提出した審査請求人等以外の審査請求人等に送付するものとする。ただし、第三者の利

益を害するおそれがあると認められるとき、その他正当な理由があるときはこの限りでない。第２

項は、審査請求人等は、審査会に対し、審査会に提出された意見書又は資料の閲覧を求めることが

できる。この場合において、審査会は、第三者の利益を害するおそれがあると認めるときその他正

当な理由があるときでなければ、その閲覧を拒むことができない。第３項は、審査会は、第１項の

規定による送付をし、又は前項の規定による閲覧をさせようとするときは、当該送付又は閲覧に係

る意見書又は資料を提出した審査請求人等の意見を聴かなければならない。ただし、審査会が、そ

の必要がないと認めるときは、この限りでない。第４項は、審査会は、第２項の規定による閲覧に

ついて、日時及び場所を指定することができる。旨の規定であります。

第１３条は審査請求等に係る調査審議手続の非公表で、審査会の行う審査請求等に係る調査審議
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の手続は、公開しない。旨の規定であります。

第１４条は答申書の送付等で、審査会は、審査請求等に係る諮問に対する答申をしたときは、答

申書の写しを審査請求人及び参加人に送付するとともに、答申の内容を公表するものとする。とい

う規定であります。

第１５条は個人情報の適正な取扱いの確保に関する調査審議で、第１項は、審査会は、第４条第

３号に掲げる所掌事務を遂行するため特に必要があると認めるときは、町の機関に対して、資料の

提出、意見の開陳、説明その他の必要な協力を求めることができる。第２項は、審査会は、第４条

第３号に掲げる所掌事務を遂行するため特に必要があると認めるときは、町の機関以外の者に対し

ても、必要な協力を求めることができる。旨の規定であります。

第１６条は委任で、この条例に定めるもののほか、審査会に関し必要な事項は、規則で定める。

旨の規定であります。

附則として、第１条は施行期日で、令和５年４月１日から施行する。

附則第２条は、長万部町情報公開条例の一部改正で、この一部改正につきましては、添付してお

ります新旧対照表により、ご説明いたします。表の左欄が改正後で、右欄が改正前で、下線部分が

変更する内容であります。

第１３条第１項中「長万部町公文書公開審査会」を「長万部町情報公開・個人情報保護審査会」

に改め、第１７条の審査会に関する規定を「削除」するものであります。

本文に戻りまして、附則第３条は、旧審査会の廃止に伴う経過措置で、第１項は、この条例の施

行の際、現に前条の規定による改正前の長万部町情報公開条例の規定により設置された長万部町公

文書公開審査会の委員である者の任期は令和５年３月３１日までとし、廃止前の長万部町個人情報

保護条例の規定により設置された個人情報保護審査会の委員である者は、この条例の施行日の前に、

審査会の委員として委嘱されたものとみなす。とするもの。第２項は、前項の規定により施行日に

委嘱されたものとみなされる委員の任期は、旧審査会の委員としての任期の残任期間とするもの。

第３項は、施行日前に旧審査会にされた不服申立てに関する諮問は、施行日前において審査会に諮

問されたものとみなす。この場合において、旧審査会により施行日前に行われた調査審議は、この

条例の定めるところにより審査会により行われたものとみなす。とするもの。第４項は、この条例

の施行の際、現に旧審査会の委員である者又は施行日前において旧審査会の委員であった者に係る

職務上知り得た秘密を漏らしてはならない義務については、施行日以後も、なお従前の例による。

とするものであります。

以上がただいま上程されました、議案第２号長万部町情報公開・個人情報保護審査会条例につい

ての内容であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。
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〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

午後１時まで休憩します。

１１時５８分 休憩

１３時００分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第３号 長万部町職員定数条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第６、議案第３号長万部町職員定数条例の一部を改正する条例の件を議題

といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、議案第３号長万部町職員定数条例の一部を改正

する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

このたびの改正は、職員数の現状及び定年延長制度の導入による今後の見込みを踏まえ、職員定

数を改めるものであります。

条例の改正内容は、議案に添付しております新旧対照表により、ご説明いたします。表の左欄が

改正後で、右欄が改正前で、下線部分が変更する内容であります。

第２条は職員の定数で、第１項第１号のア病院職員を除く職員「９０人」を「１０４人」に改め、

イ病院職員「３７人」を「４０人」に改め、第６号の消防職員を「２０人」から「２２人」に、計

「１６９人」を「１８８人」に改め、定数を１９人増員するものであります。

附則として、この条例は、令和５年４月１日から施行するものであります。

以上がただいま上程されました、議案第３号長万部町職員定数条例の一部を改正する条例につい

ての内容であります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第４号 長万部町国民健康保険条例の一部を改正する条例

○議長（辻義雄） 日程第７、議案第４号長万部町国民健康保険条例の一部を改正する条例の件を

議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。
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○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第４号長万部町国民健康保険条例の一部を

改正する条例について、提案理由と内容をご説明いたします。

今回の一部改正は、出産育児一時金等の支給総額について、５０万円に引き上げる内容で健康保

険法施行令の一部改正がされ、町条例で定める出産育児一時金についても引き上げるため、条例の

一部を改正するものであります。

この改正により、町条例で定める出産育児一時金４８万８,０００円に、町規則で定める加算額

１万２,０００円を合わせて支給総額は５０万円となり、８万円増額となる改正であります。

条例の改正内容につきましては、別紙新旧対照表により内容を要約し、ご説明いたします。表の

左欄が改正後で右欄が改正前、下線部分が変更する内容であります。

第６条は、出産育児一時金で第１項中「４０万８,０００円」を「４８万８,０００円」に改めま

す。

附則として、この条例は、令和５年４月１日から施行する。経過措置として、この条例は施行日

前に出産した被保険者に係る出産育児一時金の額については、なお従前の例によるとするものであ

ります。

以上がただいま上程されました、議案第４号長万部町国民健康保険条例の一部を改正する条例に

ついての内容であります。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第５号 令和４年度長万部町一般会計補正予算（第１４号）

○議長（辻義雄） 日程第８、議案第５号令和４年度長万部町一般会計補正予算（第１４号）の件

を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、議案第５号令和４年度長万部町一般会計補正予

算（第１４号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正の主なものは、各種事務事業等の終了や、新型コロナウイルス感染症の影響による事

務事業の中止、縮小、その他、物件費等の不用額や、歳入を精査するもので、歳入歳出から９,７

９３万５,０００円を減額し、補正後の予算総額を６８億７,９２５万４,０００円とするものであ

ります。

内容は、補正予算書に添付しております概要により、歳出からご説明いたします。なお、科目ご
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とに関連する歳入を説明しますが、その際ページが前後しますことをご了承願います。

議会費は１３２万７,０００円の減額で、職員手当等、旅費、需用費は、それぞれ執行残の整理

であります。

総務費は５,６０５万５,０００円の追加であります。一般管理費は４２９万７,０００円の減額

で、共済費は共済組合移行に伴う保険料率の減などによる社会保険料。報償費から負担金・補助及

び交付金までの４項目はそれぞれ執行残の整理で、積立金は、財政調整基金など基金利息の整理で

あります。

歳入では、１４国庫支出金、総務費国庫委託金、自衛官募集事務で１,０００円の追加でありま

す。

財産管理費は２９６万１,０００円の減額で、役務費、委託料、旧医療技師住宅解体工事に係る

工事請負費。償還金・利子及び割引料は、それぞれ執行残の整理であります。企画費は８,２１１

万１,０００円の追加で、報酬は地域おこし協力隊などに係るもの。報償費１３万９,０００円の追

加は、まちづくり基金寄附者贈呈品などに係るもの。旅費から使用料及び賃借料までの５項目は、

それぞれ執行残の整理。負担金・補助及び交付金１,１９０万８,０００円の減額は、北海道新幹線

建設負担金などの整理。積立金９,９７３万２,０００円の追加は、まちづくり基金積立１９８万６,

０００円の追加、北海道新幹線建設関連補償事業基金積立９,７７５万３,０００円の追加、その他、

各基金利息の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、総務費国庫補助金、自治体オンライン手続推進事業で１５万８,０

００円の減額。１７寄附金、まちづくり寄附金の、まちづくり寄附金で２００万円の追加。１８繰

入金、生活交通確保対策基金繰入金で１５２万１,０００円の追加。２０町債、総務債、新幹線対

策債で９９０万円の減額であります。

電子計算費は４２万７,０００円の減額で、役務費２万４,０００円の追加は口座振込手数料。委

託料、使用料及び賃借料、償還金・利子及び割引料は、それぞれ執行残の整理であります。交通安

全対策費は６５万７,０００円の減額で、職員手当等、委託料、負担金・補助及び交付金は、それ

ぞれ執行残の整理であります。ガス・温泉管理費は９９６万円の減額で、需用費、役務費、委託料、

天然ガス事業所設備改修工事などの工事請負費は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１７寄附金、まちづくり寄附金、企業版ふるさと応援寄附金で２,５９５万９,０００

円の減額。２０町債、総務債、ガス・温泉施設整備債で４７０万円の減額であります。

防災防犯諸費は３１万７,０００円の減額で、報酬は各種協議会の開催案件がなかったことによ

るもの。委託料は執行残の整理であります。

歳入では、１５道支出金、総務費道補助金、防災啓発動画作成事業で３０万円の減額であります。

賦課徴収費は９６万円の減額で、需用費、役務費、委託料は、それぞれ執行残の整理であります。

選挙管理委員会費１１万４,０００円の減額は旅費で、執行残の整理であります。

２頁をご覧ください。参議院議員選挙費は４２万１,０００円の減額で、職員手当等と需用費の

執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、総務費国庫委託金、参議院議員選挙で４３万３,０００円の減額で

あります。

町長町議選挙費は５５０万９,０００円の減額で、報酬から負担金・補助及び交付金までの６項

目は、町長選挙が無投票になったことによる執行残の整理であります。監査委員費は４３万３,０
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００円の減額で、旅費と負担金・補助及び交付金の執行残の整理であります。

民生費は７,４５０万２,０００円の減額であります。社会福祉総務費は１,４８２万６,０００円

の減額で、旅費は執行残の整理。負担金・補助及び交付金４７５万７,０００円の減額は、地域保

育所整備事業補助など執行残の整理、及び対象児童の増などによる多子世帯保育料等軽減補助１万

３,０００円と、認可化移行運営費支援事業補助３０万円の追加であります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫補助金、子ども・子育て支援交付金で１０万７,０００

円の減額、認可化移行運営費支援事業で１３７万７,０００円の減額、保育所整備事業で３５０万

４,０００円の減額。１５道支出金、民生費道補助金、子ども・子育て支援交付金で１０万７,００

０円の減額、認可化移行運営費支援事業で６８万９,０００円の減額、高齢者世帯等生活支援事業

で１３２万７.０００円の追加。２０町債、民生債、高齢者等交通移動手段確保対策事業債で２４

０万円の減額、子育て支援対策事業債で１０万円の追加、保育所整備債で１６０万円の減額であり

ます。

扶助費は執行残の整理、繰出金７０３万８,０００円の減額は、国民健康保険特別会計繰出金で

あります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫負担金、国民健康保険税軽減費で５１万８,０００円の

減額。１５道支出金、民生費道負担金、国民健康保険税軽減費で２０２万６,０００円の減額であ

ります。

福祉センター費は２６５万８,０００円の減額で、需用費と屋根・壁改修工事に係る工事請負費

の執行残の整理であります。老人福祉総務費は３４６万７,０００円の減額で、委託料、負担金・

補助及び交付金、扶助費は、それぞれ執行残の整理、積立金は地域福祉基金の利息の整理でありま

す。

歳入では、１３使用料及び手数料、民生使用料、高齢者生活福祉センター使用料で２５万円の減

額であります。

老人福祉費５９１万１,０００円の減額は、介護保険特別会計繰出金であります。地域会館等管

理費は９１３万７,０００円の減額で、需用費、役務費、委託料、中規模集会施設建設工事などの

工事請負費、備品購入費は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、２０町債、民生債、地域会館等整備債で１０万円の減額。土木債、道路改良債で３８

０万円の減額であります。

心身障害者特別対策費は９８１万３,０００円の追加で、役務費と委託料は執行残の整理。負担

金・補助及び交付金６５万６,０００円の追加は、成年後見人報酬負担金の執行残の整理、及び利

用者増による八雲町子ども発達支援センター事業負担金７７万６,０００円の追加。扶助費９３６

万円の追加は、自立支援医療費などの執行残の整理、及び障害者福祉サービス利用者増による介護

・訓練等給付費１,３００万円の追加であります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫負担金、自立支援給付で３６５万６,０００円の追加、

民生費国庫補助金、地域生活支援事業で８６万８,０００円の減額。１５道支出金、民生費道負担

金、自立支援給付で１５２万１,０００円の追加、民生費道補助金、地域生活支援事業で４８万９,

０００円の減額であります。

後期高齢者医療費２３７万８,０００円の減額は、後期高齢者医療特別会計繰出金であります。

歳入では、１５道支出金、民生費道負担金、後期高齢者医療保険料軽減費で１３１万２,０００
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円の減額であります。

老人福祉センター施設費９３万円の減額は需用費で、執行残の整理であります。非課税世帯等臨

時特別給付費は９７０万１,０００円の減額で、職員手当等、役務費、負担金・補助及び交付金は、

それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫補助金、非課税世帯等臨時特別給付金給付事業で歳出同

額の９７０万１,０００円の減額であります。

価格高騰緊急支援給付費は１,４３８万３,０００円の減額で、職員手当等から負担金・補助及び

交付金までの４項目は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫補助金、価格高騰緊急支援給付事業で歳出同額の１,４

３８万３,０００円の減額であります。

児童福祉総務費は１７万１,０００円の減額で、報酬は子ども・子育て会議に係るもの。償還金

・利子及び割引料は執行残の整理であります。

３頁をご覧ください。児童措置費は２,０７５万３,０００円の減額で、報酬は保育士等の採用人

数の減に伴うもの。職員手当等は会計年度任用職員期末手当、旅費、需用費、負担金・補助及び交

付金は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１２分担金及び負担金、民生費分担金、保育所分担金で７８万６,０００円の減額。

１４国庫支出金、民生費国庫負担金、子どものための教育保育給付費で６５５万７,０００円の追

加。子育てのための施設等利用給付費で９８万円の減額。１５道支出金、民生費道負担金、子ども

のための教育保育給付費で１４３万４,０００円の減額。子育てのための施設等利用給付費で４９

万円の減額。民生費道補助金、多子世帯保育料軽減事業で１３万５,０００円の追加であります。

扶助費は児童手当で、対象者の減による執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、民生費国庫負担金、児童手当で２５６万円の減額。１５道支出金、

民生費道負担金、児童手当で６５万１,０００円の減額であります。

償還金・利子及び割引料１６万１,０００円の追加は、事業費の確定に伴う認可化移行運営費支

援事業補助金返還金であります。

衛生費は９１４万５,０００円の減額であります。保健衛生総務費１７万８,０００円の減額は負

担金・補助及び交付金で、執行残の整理であります。予防費は１,３６１万６,０００円の減額で、

報酬７３万８,０００円の減額は、新型コロナウイルスワクチン接種に係る検診看護師などに係る

もの。報償費、旅費、役務費は執行残の整理。委託料１,０２８万円の減額は、希望者の減による

定期予防接種委託などの整理。使用料及び賃借料、扶助費は、執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、衛生費国庫負担金、新型コロナウイルスワクチン接種事業で７００

万円の減額。衛生費国庫補助金、感染症対策事業で３９万５,０００円を計上。１５道支出金、衛

生費道補助金、妊産婦安心出産支援事業で３万９,０００円の減額。新型コロナウイルス感染症に

対応した自殺防止対策事業で１１２万４,０００円を計上いたしました。

環境衛生費は５９６万２,０００円の減額で、工事請負費と空家等除却支援事業補助に係る負担

金・補助及び交付金は、執行残の整理であります。公害対策費１２万５,０００円の減額は委託料

で、執行残の整理であります。ごみ処理費１０２万５,０００円の減額は委託料で、執行残の整理

であります。

歳入では、１５道支出金、衛生費道補助金、海岸漂着物対策事業で２７万２,０００円の減額で
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あります。

し尿処理費は１５３万９,０００円の追加で、負担金・補助及び交付金１５４万円の追加は、汚

水処理施設維持管理負担金。積立金は、し尿処理施設解体基金の利息の整理であります。し尿処理

施設解体整理費１,９７７万８,０００円の減額は工事請負費で、し尿処理施設解体工事の執行残の

整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、衛生費国庫補助金、し尿処理施設解体事業で９８３万円の減額。１

８繰入金、し尿処理施設解体基金繰入金で１,４９５万９,０００円の減額。１９諸収入、雑入、工

事発生材売却代金で追加した５４１万２,０００円のうち５０１万１,０００円であります。

病院事業費３,０００万円の追加は繰出金で、収支不足分に係る病院事業会計繰出金であります。

歳入では、２０町債、衛生債、地域医療対策債で２７０万円の追加であります。

農林水産業費は１,７５３万９,０００円の減額であります。農業委員会費３０万円の減額は旅費

で、執行残の整理であります。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、農業委員会で３６万５,０００円の追加。農

地利用最適化交付金で９９万６,０００円の追加であります。

農業総務費８万８,０００円の減額は使用料及び賃借料で、執行残の整理であります。

歳入では、１９諸収入、雑入、農地中間管理事業で１４万６,０００円の減額であります。

農地費は１０５万５,０００円の減額で、工事請負費と負担金・補助及び交付金の執行残の整理

であります。

歳入では、１２分担金及び負担金、農林水産業費分担金、道営草地整備事業分担金で２９万７,

０００円の減額。１５道支出金、農林水産業費道補助金、道営草地整備事業で３２万円の減額。２

０町債、農林水産業債、草地整備債で２０万円の追加であります。

林業総務費９万５,０００円の減額は森林環境譲与税基金への積立金で、譲与額の減額に伴う整

理であります。

歳入では、２地方譲与税、森林環境譲与税で９万４,０００円の減額であります。

林業振興費は１,２４８万１,０００円の減額で、需用費から負担金・補助及び交付金までの５項

目は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、森林病害虫等防除事業で１万６,０００円の

減額。林業振興事業で２０５万５,０００円の減額。合板・製材・集成材生産性向上・品目転換促

進対策事業で７１５万７,０００円の減額。１８繰入金、森林環境譲与税基金繰入金で９万２,００

０円の減額であります。

分収造林事業費は９６６万３,０００円の減額で、委託料と豊津団地下刈など工事請負費の執行

残の整理であります。

歳入では、１９諸収入、雑入、分収造林収入で９５８万円の減額であります。

林道新設改良費２７５万６,０００円の減額は負担金・補助及び交付金で、事業費の確定に伴う

森林基幹道豊津・黒岩線林道負担金の整理であります。

歳入では、２０町債、農林水産業債、林道整備債で２８０万円の減額であります。

水産基盤整備費は３０９万２,０００円の減額で、需用費は執行残の整理。負担金・補助及び交

付金は、事業費の確定に伴う水産基盤整備事業地元負担金の整理であります。

歳入では、２０町債、農林水産業債、水産基盤整備債で３３０万円の減額であります。
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４頁をご覧ください。水産物流通加工基盤強化対策費１,３００万円の追加は、ホタテウロ処理

に係る水産廃棄物リサイクル施設維持管理運営委託料で、燃料費の高騰などに伴う経費の増加によ

るものであります。

歳入では、１３使用料及び手数料、農林水産手数料、水産廃棄物処理手数料で５５９万円の減額。

１６財産収入、生産物売払収入で１００万円の追加であります。

アイヌ農林漁業対策事業費６０万９,０００円の減額は、負担金・補助及び交付金で、執行残の

整理であります。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、アイヌ農林漁業対策事業で６０万９,０００

円の減額であります。

漁業振興設備等整備事業費４０万円の減額は、負担金・補助及び交付金で、執行残の整理であり

ます。

歳入では、１５道支出金、農林水産業費道補助金、漁業振興設備等整備事業で４０万円の減額で

あります。

商工費は６６１万１,０００円の減額であります。商工総務費１０万円の減額は旅費で、執行残

の整理であります。

歳入では、１５道支出金、商工費道補助金、消費者行政強化事業で７万３,０００円の減額であ

ります。

商工振興費６０２万９,０００円の減額は負担金・補助及び交付金で、おしゃまんべ毛がにまつ

り事業補助など執行残の整理であります。観光費は４８万２,０００円の減額で、使用料及び賃借

料と負担金・補助及び交付金の執行残の整理であります。

土木費は３,０２３万７,０００円の減額であります。土木総務費は１８３万４,０００円の減額

で、旅費と負担金・補助及び交付金の執行残の整理であります。大型乗用車両等管理費６６万７,

０００円の減額は需用費で、執行残の整理であります。道路橋梁総務費３３万５,０００円の減額

は委託料で、執行残の整理であります。道路橋梁維持費は６,０３８万３,０００円の追加で、役務

費は執行残の整理。委託料６,００５万７,０００円の追加は橋梁修繕設計業務委託など執行残の整

理、及び除排雪に係る道路維持管理委託６,２００万円の追加。工事請負費５０万６,０００円の追

加は道路修繕工事の執行残の整理、及びカマツオナイ橋修繕工事１５０万円の追加。備品購入費は

執行残の整理。償還金・利子及び割引料２５万９,０００円の追加は、事業費の確定に伴う社会資

本整備総合交付金返還金であります。

歳入では、１４国庫支出金、土木費国庫補助金、橋梁長寿命化修繕事業で１８万９,０００円の

減額。除雪事業で１,５４９万円の減額。１９諸収入、雑入、工事発生材売却代金で追加した５４

１万２,０００円のうち４０万１,０００円であります。

道路新設改良費３３万１,０００円の減額は、旅費と公有財産購入費の執行残の整理であります。

河川維持費４３万円の減額は、委託料と公有財産購入費の執行残の整理であります。

歳入では、２０町債、土木債、河川整備債で１６０万円の減額であります。都市計画総務費は１

２７万５,０００円の追加で、報酬は都市計画審議会委員に係るもの。需用費は執行残の整理。委

託料１５０万５,０００円の追加は、土地区画整理事業調査業務委託など執行残の整理、及び新幹

線駅西口広場等設計業務委託など７０８万４,０００円の追加。工事請負費は執行残の整理であり

ます。
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歳入では、１４国庫支出金、土木費国庫補助金、街路交通調査事業で３９万８,０００円の減額

であります。

公共下水道費２,０５５万１,０００円の減額は、公共下水道事業特別会計繰出金であります。公

園費は５７０万４,０００円の減額で、報酬３０５万８,０００円の減額は、公園受付軽作業員が募

集定員に達しなかったことなどによるもの。需用費から工事請負費までの４項目は、それぞれ執行

残の整理であります。住宅管理費は４,２０９万２,０００円の減額で、委託料と町営住宅南部団地

解体工事に係る工事請負費の執行残の整理であります。住宅建設費は１,９９３万１,０００円の減

額で、新団地建設実施設計業務委託などの委託料と、新団地建設予定地の公有財産購入費の執行残

の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、土木費国庫補助金、公営住宅建設で１７０万円の追加。２０町債、

土木債、公営住宅建設債で２,１５０万円の減額であります。

５頁をご覧ください。消防費は３９６万８,０００円の減額であります。常備消防費は８万円の

追加で、旅費は執行残の整理。需用費３４万円の追加は燃油高騰による燃料費。役務費と使用料及

び賃借料は、執行残の整理であります。

歳入では、１９諸収入、雑入、高速道路救急業務支弁金で２１６万６,０００円の減額でありま

す。

非常備消防費は２２２万１,０００円の減額で、報酬は消防団員に係るもの。需用費は執行残の

整理であります。消防施設費１８２万７,０００円の減額は工事請負費で、執行残の整理でありま

す。

歳入では、２０町債、消防債、消防整備債で１００万円の減額であります。教育費は３,８００

万７,０００円の減額であります。

事務局費は２,４３６万６,０００円の減額で、報酬は学校適応指導専門員などに係るもの。共済

費、旅費、役務費、委託料、教員住宅解体工事に係る工事請負費、長万部高校通学費補助など負担

金・補助及び交付金、奨学金の貸付金は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１９諸収入、貸付金元利収入、奨学金貸付で３２万１,０００円の追加。２０町債、

教育債、高等学校教育環境整備債で４０万円の減額であります。

小学校費、学校管理費は１２５万１,０００円の減額で、需用費から使用料及び賃借料までの４

項目は、それぞれ執行残の整理であります。小学校費、教育振興費は７８万８,０００円の減額で、

報償費、委託料、扶助費は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１４国庫支出金、教育費国庫補助金、特別支援学級児童生徒で１０万５,０００円の

減額、要保護児童生徒で１,０００円の減額であります。

中学校費、学校管理費は２４１万４,０００円の減額で、需用費から備品購入費までの４項目は、

それぞれ執行残の整理であります。社会教育総務費は８９万７,０００円の減額で、報酬は社会教

育委員などに係るもの。報償費から負担金・補助及び交付金までの４項目は、それぞれ執行残の整

理であります。学習文化センター施設費は３３万１,０００円の減額で、委託料と使用料及び賃借

料の執行残の整理であります。保健体育総務費は１２４万円の減額で、報酬はスポーツ推進委員に

係るもの。報償費から負担金・補助及び交付金までの４項目は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、２０町債、教育債、保健体育施設整備債で４４０万円の減額であります。ファミリー

スポーツセンター施設費は８６万３,０００円の減額で、委託料と工事請負費の執行残の整理であ
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ります。青少年会館施設費１０万円の減額は需用費で、執行残の整理であります。海洋センター施

設費は４１６万５,０００円の減額で、報酬はプール監視員に係るもの。需用費、委託料、ボイラ

ー室増築工事に係る工事請負費は、それぞれ執行残の整理であります。

歳入では、１９諸収入、雑入、地域海洋センター修繕助成金で３５０万円の減額であります。

６頁をご覧ください。学校給食センター費は１５９万２,０００円の減額で、需用費、委託料、

工事請負費は、いずれも執行残の整理であります。

歳入では、２０町債、教育債、学校給食施設整備債で４０万円の減額であります。

公債費は１０８万１,０００円の減額であります。元金１８万円の追加は、利率見直しによる償

還元金の変更によるもの。利子１２６万１,０００円の減額は、令和３年度借入分の利率確定によ

る不用額の整理であります。諸支出金２,８４２万７,０００円の追加は、ガス事業費の繰出金で、

低圧供給導管入替工事などに係るガス事業会計繰出金であります。

１頁にお戻りください。次に、歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分は、

省略させていただきます。

町税は５,１２３万９,０００円の追加であります。個人町民税は、現年課税分が漁業者所得額の

増による１,８００万円の追加であります。法人町民税は、現年課税分が事業収益の増による法人

税割１,０００万円の追加、滞納繰越分が滞納繰越税額がないことにより６万１,０００円の減額で

あります。固定資産税は、現年課税分が新築家屋及び償却資産の増加に伴う２,４００万円の追加、

滞納繰越分が徴収額の減により７０万円の減額であります。

使用料及び手数料は６７０万円の減額であります。民生使用料、福祉センター使用料１３万７,

０００円の減額。土木使用料、バンガロー使用料７４万４,０００円の減額。パークゴルフ場使用

料９万４,０００円の減額。教育使用料、スポーツセンター使用料１,０００円の減額。海洋センタ

ー使用料３万９,０００円の減額。総務手数料、証明手数料１,０００円の追加。消防手数料１５万

４,０００円の追加は、それぞれ、利用状況等を精査し整理いたしました。

国庫支出金は５,６２９万８,０００円の減額であります。

２頁をご覧ください。総務費国庫補助金、番号制度システム整備事業は４２万３,０００円の減

額で精算によるもの。地方創生事業は２０７万９,０００円の減額で、新型コロナウイルス感染症

対応地方創生臨時交付金の実施事業費の減額に伴うもの。林業施設災害復旧費国庫補助金、林業施

設災害復旧事業は１４９万７,０００円の追加で、補助率の確定に伴うものであります。

３頁をご覧ください。道支出金は１,２９７万５,０００円の減額であります。

３頁は歳出で説明しておりますので、４頁をご覧ください。総務費道委託金、統計は４,０００

円の減額で交付額確定によるものであります。財産収入は９５０万３,０００円の減額であります。

財産貸付収入、土地貸付収入４万円の追加及び家屋貸付収入５万２,０００円の減額は、実績を考

慮し整理いたしました。

利子及び配当金、利子は１０万６,０００円の減額で、年度末を見込んで整理いたしました。

物品売払収入３２０万円の減額は、町有貸付牛の払い下げ頭数の減などによるものであります。

不動産売払収入、立木売払収入は７１８万５,０００円の減額で、事業計画の変更に伴うものであ

ります。

繰入金は３,１５２万１,０００円の減額であります。財政調整基金繰入金は３,５５７万７,００

０円の追加で、今回の補正で不足する財源を、当基金から取り崩し、収支の均衡を図るものであり
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ます。この基金取崩し後の当基金残高見込額は、６億７９万円となります。

北海道新幹線建設関連補償事業基金繰入金は５,３５６万８,０００円の減額で、新幹線延伸工事

に係る支障物件の解体撤去工事の完了に伴い整理いたしました。

５頁をご覧ください。 諸収入は４,９１５万９,０００円の追加であります。宝くじ交付金収入

２６２万４,０００円の追加は交付額の確定によるもの。雑入、講座受講料４万６,０００円の減額

は受講者の減によるもの。新幹線建設関連補償金５,４４９万円の追加、及びいきいきふるさと推

進事業助成金１７５万円の計上は事業の確定によるものであります。

町債は５,６２０万円の減額であります。

５頁は歳出で説明しておりますので、６頁をご覧ください。林業施設災害復旧債１３０万円の減

額は、国庫補助金の補助率確定に伴うものであります。

次に、補正予算書の６頁をご覧ください。第２表は、繰越明許費であります。繰越明許費の追加

は、款、土木費、道路橋梁費、カマツオナイ橋修繕事業４５０万円以内。土木費、都市計画費、新

幹線駅西口広場等設計業務委託１,５２２万４,０００円以内。土木費、都市計画費、都市計画決定

図書作成業務委託１,１７３万７,０００円以内。災害復旧費、農林水産業施設災害復旧費、奥地林

道豊津黒岩線災害復旧事業９３６万円以内。以上４項目でありまして、令和４年度内の事業完了が

期間的に困難なことから、令和５年度に繰越して使用するというものであります。

次に、７頁をご覧ください。第３表は地方債補正であります。地方債の変更は、起債の目的・新

幹線対策から林業施設災害復旧まで１８項目で、変更前の総額７億６,５５０万円を、変更後の総

額７億９３０万円に５,６２０万円減額し、この表のとおり変更したいというものであります。

以上が、令和４年度長万部町一般会計補正予算（第１４号）の内容であります。なお、譲与税等

の決定は、例年どおり年度末となる見込みのため、専決処分で対応したいと考えておりますので、

あらかじめご承知おき願います。以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳出より行います。はじめに議会費、２１頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に総務費、２１頁から２６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に民生費、２７頁から３０頁です。ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ２８頁の７番、心身障害者特別対策費の中の負担金・補助及び交付

金、八雲町子ども発達支援センター事業負担金、長万部からの利用者は何名いますか。

○議長（辻義雄） 岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） 利用人数でございますが、７人となってございます。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に衛生費、３１頁から３３頁です。ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ３１頁、２の予防費の扶助費、子宮頸がんワクチン予防接種と、そ

れから不妊・不育治療費助成事業、こちらの人数を教えてください。
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○議長（辻義雄） 岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） まず、不妊・不育治療のほうでございますが、今回申請があったのは

１件でございます。それから子宮頸がんワクチンの人数でございますが、今現在手元にございませ

んので、ちょっとお時間いただいてよろしいでしょうか。

○議長（辻義雄） 答弁調整のため休憩いたします。

１３時４８分 休憩

１３時５１分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） 貴重な時間をお借りしまして大変申し訳ございませんでした。ここの

扶助費の子宮頸がんワクチンの予防接種の５万円の減額したところにつきましては、町外で接種を

受けた場合に支出する科目になってございますが、町外で接種を受けた方はいらっしゃらなかった、

ということでございます。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） わかりました。それでは同じ頁の３の環境衛生費の負担金・補助及

び交付金で、家屋等除却支援事業補助、これ申請何件ありましたか。

○議長（辻義雄） 佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ４年度の今回の空き家等除却支援事業の補助申請は１０件ありましたけど

も、１件取り下げられまして、実績としては９件となります。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に農林水産業費、３３頁から３５頁です。ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ３４頁の林業振興費の負担金・補助及び交付金の中の、猟銃免許等

取得補助。これは何人、申請何件くらいありましたか。

○議長（辻義雄） 小川産業振興課長。

○産業振興課長（小川洋） 今年は申請のほうがありませんでした。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に商工費、３５頁から３６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に土木費、３６頁から３９頁です。ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） ３６頁、土木総務費の中の、負担金・補助及び交付金、大型自動車

免許等資格取得補助、こちらは何件申請ありましたか。

○議長（辻義雄） 加藤建設課長。

○建設課長（加藤慶一） 申請件数は１件でございます。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に消防費、４０頁です。ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

次に教育費、４０頁から４４頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に公債費、４５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に諸支出金、４５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

以上で歳出を終わります。

続いて歳入を行います。はじめに町税８頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に地方譲与税、８頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に分担金及び負担金、９頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に使用料及び手数料、９頁から１０頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に国庫支出金、１０頁から１２頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に道支出金、１３頁から１５頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に財産収入、１６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に寄附金、１７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に繰入金、１７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に諸収入、１８頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に町債、１９頁から２０頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

以上で歳入を終わります。

次に６頁をご覧ください。第２表、繰越明許費を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に第３表、地方債補正を行います。７頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。
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お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

２時１０分まで休憩いたします。

１３時５８分 休憩

１４時１０分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎議案第６号 令和４年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

○議長（辻義雄） 日程第９、議案第６号令和４年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第６号令和４年度長万部町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第１号）の提案内容についてご説明いたします。

今回の補正は、 歳入歳出にそれぞれ４９５万３,０００円を追加し、補正後の予算総額を１億

５０４万３,０００円とするものであります。補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付

しております概要によりご説明いたします。

はじめに、歳出からご説明いたします。後期高齢者医療広域連合納付金、負担金・補助及び交付

金４９５万３,０００円の追加は、事務費負担金の確定により３８万６,０００円の減、保険料等負

担金５３３万９,０００円の増により、追加するものであります。

次に、歳入についてご説明いたします。後期高齢者医療保険料は、６４６万円の追加であります。

特別徴収保険料現年度分特別徴収保険料８５万円の減額、普通徴収保険料現年度分普通徴収保険料

７３１万円の追加は、被保険者の増減によるものであります。

繰入金は、２３７万８,０００円の減額であります。事務費繰入金６２万９,０００円、保険基盤

安定繰入金１７４万９,０００円の減額は、いずれも額の確定によるものであります。

繰越金８７万１,０００円の追加は、前年度繰越金であります。

以上が、議案第６号令和４年度長万部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の内容であ

ります。よろしく、ご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁から４頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。
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◎議案第７号 令和４年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

○議長（辻義雄） 日程第１０、議案第７号令和４年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第

４号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） ただいま上程されました、議案第７号令和４年度長万部町国民健康保険特

別会計補正予算（第４号）の提案内容についてご説明いたします。

今回の補正は、歳入歳出からそれぞれ２７０万４,０００円を減額し、補正後の予算総額を７億

４,３４２万６,０００円とするものであります。補正予算の内容につきましては、補正予算書に添

付しております概要によりご説明いたします。

はじめに、歳出からご説明いたします。保険給付費は、２２８万円の減額であります。負担金・

補助及び交付金で、出産育児一時金２１０万円、葬祭費１８万円の減額は、いずれも件数の減によ

る減額であります。

国民健康保険事業費納付金は、１,４０１万９,０００円の減額であります。負担金・補助及び交

付金で、医療給付費分９８７万４,０００円、後期高齢者支援金等分３０４万６,０００円、介護納

付金分１０９万９,０００円の減額は、国保事業費納付金の確定により減額するものであります。

積立金基金積立金積立金は１,３５９万５,０００円の追加で、繰越金と今回の補正で生じた財源

を、後年度以降の財政調整のため、国民健康保険財政調整基金に積み立てするものであります。

次に、歳入についてご説明いたします。道支出金は、６４８万４,０００円の減額であります。

普通交付金８８万円の減額は、保険給付費の減少によるものであります。特別交付金５６０万４,

０００円の減額は、特別調整交付金の減額によるものであります。繰入金、一般会計繰入金７０３

万８,０００円の減額は、出産育児一時金等の減額により、減額するものであります。国庫支出金、

システム改修補助金、システムクラウド改修補助金１６万５,０００円の減額は、国庫支出金から

道支出金の特別交付金に変更となったため、減額するものであります。

繰越金１,０９８万３,０００円の追加は、前年度繰越金であります。

以上が、議案第７号令和４年度長万部町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）の提案内容で

あります。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁から６頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。
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◎議案第８号 令和４年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第４号）

○議長（辻義雄） 日程第１１、議案第８号令和４年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第４

号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

岡部保健福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） ただいま上程されました、議案第８号令和４年度長万部町介護保険特

別会計補正予算（第４号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正は、保険料賦課・補助金等の交付額の確定及び執行済経費の整理のための補正で、歳

入歳出から４,９８４万８,０００円を減額し、補正後の予算総額を８億９,０９５万８,０００円と

するものであります。内容につきましては、補正予算書に添付しております概要により、歳出から

ご説明いたします。

１総務費は、４９８万７,０００円の減額であります。一般管理費、給料１９４万６,０００円の

減額、職員手当等８４万７,０００円の減額、共済費９４万６,０００円の減額は、人事異動による

執行残を整理するものであります。認定調査等費、報酬３３万円の減額は、嘱託介護認定調査員に

よる認定調査件数の減。役務費５６万円の減額は、主治医意見書作成件数の減。委託料２０万円の

減額は、認定調査委託件数の減によるものであります。委員会費、報酬１５万８,０００円の減額

は、高齢者介護保健・福祉推進委員報酬で、会議開催回数の減によるものであります。

２保険給付費は、４,１５０万円の減額であります。地域密着型サービス給付費、負担金・補助

及び交付金１,３５０万円の減額。施設介護サービス給付費、負担金・補助及び交付金１,３００万

円の減額。サービス計画給付費、負担金・補助及び交付金２００万円の減額。特定入所者サービス

等費、負担金・補助及び交付金１,３００万円の減額は、サービス給付費等の減額で、それぞれ年

度末までの所要額を見込み減額するものであります。

これら保険給付に対応する歳入は、１保険料、第１号被保険者保険料、現年度分普通徴収保険料

３３０万円の減額。４国庫支出金、介護給付費負担金、現年度分４９５万２,０００円の追加。調

整交付金、現年度分２２７万円の追加。５支払基金交付金、介護給付費交付金、現年度分２,０８

８万円の減額。６道支出金、介護給付費負担金、現年度分１,２０４万８,０００円の減額。８繰入

金、一般会計繰入金、低所得者保険料軽減繰入金１２３万３,０００円の追加、介護給付費準備基

金繰入金、介護給付費準備基金繰入金１,３７２万７,０００円の減額を計上いたしました。

３地域支援事業費は、３３６万１,０００円の減額であります。介護予防・生活支援サービス事

業費、負担金・補助及び交付金１２０万４,０００円の減額は、通所型サービスの利用者の減によ

るものであります。

歳入では、４国庫支出金、地域支援事業交付金、現年度分４万９,０００円の追加、５支払基金

交付金、地域支援事業交付金、現年度分１２７万４,０００円の減額、６道支出金、地域支援事業

交付金、現年度分２万１,０００円の追加を計上いたしました。

包括的支援・任意事業費、報酬９万円の減額は、生活支援体制整備事業協議体委員報酬で、会議

開催回数の減によるもの。給料２６万円の減額、緒手当等９１万７,０００円の減額は、職員及び

会計年度職員にかかる給料、緒手当の執行残を整理するものであります。旅費４０万円の減額は普

通旅費で会議等のオンライン開催などによる出張の減。委託料１５万円の減額は、介護予防サービ
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ス計画作成委託で、委託件数の減によるものであります。負担金・補助及び交付金３４万円の減額

は、成年後見人報酬負担金が３０万円の減額で利用者の減によるもの。認知症初期集中チーム員研

修負担金が４万円の減額で、研修を受講できなかったことによるものであります。

次に、歳入についてご説明いたします。ただいま歳出でご説明した分は省略させていただきます。

８繰入金、一般会計繰入金、その他一般会計繰入金７１４万４,０００円の減額は、歳出で減額

した人件費等の町負担分について一般会計繰入金を減額するものであります。

以上がただいま上程されました、令和４年度長万部町介護保険特別会計補正予算（第４号）につ

いての内容であります。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁から８頁

です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第９号 令和４年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

○議長（辻義雄） 日程第１２、議案第９号令和４年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第９号令和４年度長万部町公共下水

道事業特別会計補正予算（第２号）の内容につきましてご説明いたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明をいたします。

今回の補正は、歳入歳出からそれぞれ４,１３２万円を減額し、補正後の予算総額を４億３,７３

１万２,０００円とするものでございます。

はじめに、歳出からご説明をいたします。下水道費は４,０９２万円の減額で、内訳の各項目か

ら予算執行残を減額するものでございます。まず、一般管理費の職員手当等で２０万円。役務費は

水洗便所等改造資金貸付業務取扱手数料分で５０万円。委託料は公営企業会計適用移行業務委託分

で１０万円。負担金・補助及び交付金は検満メーター負担金の確定分で７０万円。公課費は、消費

税確定分で４６０万円を、同じく管渠管理費の委託料は下水道台帳図修正及び下水道管渠清掃業務

並びに新幹線建設工事に伴う雨水排水管路調査委託分で２６６万円を、同じく終末処理場管理費の

需用費は消耗品費及び燃料・電気料分で３８０万円、委託料は、維持管理業務及び法定水質分析業

務並びに脱水汚泥処理・運搬業務委託分で２１６万円、使用料及び賃借料は、除雪用タイヤショベ

ルの借上料分で２０万円を、建設費は工事請負費で、ストックマネジメント計画に基づく終末処理
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場更新工事費用分で２,６００万円を、それぞれの予算項目から減額するものでございます。公債

費につきましては４０万円の減額で、起債利子及び一時借入金利子にかかる減額でございます。

次に、歳入についてご説明をいたします。国庫支出金の１,２６６万５,０００円の減額は、歳出

の下水道費で、終末処理場更新工事費等の国庫補助対象経費の減額に伴うものでございます。

次に、繰入金の１,２９３万５,０００円の減額は、一般会計繰入金を歳入歳出の補正に伴い、減

額するものでございます。諸収入は２５２万円の減額で、内訳は受託事業収入の汚水処理施設維持

管理費用の増に伴う１５４万円の追加と、新幹線建設工事に伴う雨水排水管路調査費用の減により

まして、４０６万円を減額するものでございます。次の、町債１,３２０万円の減額は下水道事業

債の減によるものでございます。

次に、補正予算書の３頁をご覧ください。第２表は繰越明許費でございます。款、下水道費、項、

公共下水道費、事業名、長万部終末処理場更新工事、金額１億１,７８６万円について、令和４年

度内の事業完了が期間的に困難なことから、令和５年度に繰越して使用するというものでございま

す。

続きまして、第３表は地方債補正でございます。起債の目的欄の、公営企業会計適用移行業務は

２５０万円から２３０万円に、次の長万部終末処理場更新工事は８,２００万円から６,９００万円

にそれぞれ変更したいというものでございます。

以上が、令和４年度長万部町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）の内容でございます。

よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出一括して行います。４頁から６頁で

す。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に３頁をご覧ください。第２表繰越明許費を行います。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に、第３表地方債補正を行います。３頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１０号 令和４年度長万部町ガス事業会計補正予算（第４号）

○議長（辻義雄） 日程第１３、議案第１０号令和４年度長万部町ガス事業会計補正予算（第４号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１０号令和４年度長万部町ガス事
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業会計補正予算（第４号）の内容につきましてご説明いたします。

補正予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明をいたします。

今回の補正は、収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の補正でございます。

はじめに、予算第３条に定めました収益的収入及び支出のうち、支出のガス事業費から２８万円

を減額し、補正後の支出予定額を１億３,８０６万３,０００円に改めるものでございます。内訳で

は、供給販売費手当２万円の追加は児童手当の増によるもの。企業債利息３０万円の減額は、借入

額の利率確定によるものでございます。

次に、収入のガス事業収益に１２４万７,０００円を追加し、補正後の収入予定額を１億１,７３

３万１,０００円に改めるものでございます。内訳では、その他営業外収益の国庫補助金１２０万

円の追加はガス料金政府支援の補助金でございます。次の、その他特別利益の一般会計補助金４万

７,０００円の追加は、児童手当及び基礎年金拠出金の増額によるものでございます。

次に、資本的収入及び支出についてご説明をいたします。予算第４条に定めている、資本的収入

及び支出の資本的支出から２,８３７万円を減額し、補正後の支出予定額を６,０３１万９,０００

円に改めるものでございます。内訳では、供給設備２,８３７万円の減額で、ガス本支管移設工事

等の執行残であります。

次に、収入になります。資本的収入に５３万円を追加し、補正後の収入予定額を、６,０６８万

円に改めるものでございます。内訳では、企業債８５万円の減額及び出資金２,８３８万円の追加、

並びに工事負担金２,７００万円の減額は、年度内の供給設備に係る低圧供給導管入替工事及びガ

ス本支管移設工事額が確定したことによるものでございます。

次に、補正予算書の１頁をご覧ください。第２条は、業務の予定量の変更になります。ガス供給

設備工事額の確定によりまして業務予定量が変更となるもので、予算第２条表中、本年度の欄の供

給設備「６,００５万円」を「３,１６８万円」に改めるものでございます。

第３条の収益的収入及び支出と、２頁に移りまして第４条の資本的収入及び支出は、概要で説明

をいたしましたので省略をさせていただきます。

次に、第５条は企業債の借り入れ限度額の変更でございます。ガス供給設備工事額の確定により

まして、借り入れ額を変更するものでございます。予算第５条中、起債の目的、供給設備の限度額

を、変更前の「２,９１５万円」を、変更後「２,８３０万円」に改めるものでございます。

第６条は、議会の議決を経なければ流用することができない経費で、この経費は職員給与費の合

計で、今回の補正に伴いまして、予算第８条中「３,５５６万７,０００円」を「３,５５８万７,０

００円」に改めるものでございます。

第７条は、他会計からの補助金の変更でございます。予算第９条中、一般会計補助金の基礎年金

拠出金に係る公費負担分、変更前は「９８万１,０００円」を変更後「１００万８,０００円」に、

児童手当分、変更前「３０万円」を変更後「３２万円」に改めるものでございます。

以上が、令和４年度長万部町ガス事業会計補正予算（第４号）の内容であります。よろしくご審

議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。５頁です。

ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に、資本的収入及び支出を行います。５頁です。ありませんか。
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〔「なし」の声あり〕

次に１頁をご覧ください。第２条業務の予定量、第５条企業債、第６条議会の議決を経なければ

流用することのできない経費及び第７条他会計からの補助金を一括して行います。１頁から２頁で

す。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１１号 令和４年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）

○議長（辻義雄） 日程第１４、議案第１１号令和４年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

中里水道ガス課長。

○水道ガス課長（中里博也） ただいま上程されました、議案第１１号令和４年度長万部町水道事

業会計補正予算（第３号）の内容につきましてご説明をいたします。

今回の補正は、第２条の債務負担行為の追加補正でございます。事項は、新幹線関連事業に伴う

水道管補強事業、期間につきましては、令和４年度から令和６年度までの３年間、限度額は、総額

１億１,７００万円以内でございます。工事概要につきましては、新幹線建設工事に伴いまして「長

万部中ノ沢線」の内にあります水道管補強施工監理委託並びにＪＲ踏切２か所の横断工事及びＪＲ

ＴＴ工事関係車両の出入口付近の６か所に埋設しております、水道管の補強工事を実施するもので、

補強部材制作等に期間を要することから、早急に契約等の手続を進めるために、このたび提案する

ものでございます。なお、鉄道運輸機構とは詳細協議を進めておりまして、工事費用等につきまし

ては、鉄道運輸機構の負担となる予定でございます。

以上が、令和４年度長万部町水道事業会計補正予算（第３号）の内容でございます。よろしくご

審議のほどお願い申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。１頁をご覧ください。第２条債務負担行為を行いま

す。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。
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〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１２号 令和４年度長万部町病院事業会計補正予算（第３号）

○議長（辻義雄） 日程第１５、議案第１２号令和４年度長万部町病院事業会計補正予算（第３号）

の件を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

本前病院事務長。

○病院事務長（本前武広） ただいま上程されました、議案第１２号令和４年度長万部町病院事業

会計補正予算（第３号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正は、収益的収入及び支出、並びに資本的収入及び支出に関する補正であります。補正

予算の内容につきましては、補正予算書に添付しております概要によりご説明いたします。

はじめに、収益的収入及び支出についてご説明いたします。概要の１頁をご覧ください。予算第

３条に定める収益的収入及び支出のうち、支出の病院事業費用から１,８５０万円を減額し、補正

後の支出予定額を７億１,２８３万１,０００円に改めるものであります。内訳は、給与費の給料が

８２０万円の減額、手当７６０万円の減額は職員及び会計年度任用職員の期末・勤勉手当など各種

手当に係るもの、報酬２５０万円の追加は嘱託医師報酬、法定福利費８０万円の追加は、共済費及

び社会保険料で、それぞれ年度末を見込み整理いたしました。

材料費の薬品費３００万円の減額は医薬品、診療材料費１５０万円の減額は各種診療材料で、執

行残の整理であります。

経費の印刷製本費２０万円の減額は各種伝票、諸会費２０万円の減額は各種研修会会費の執行残

の整理。研究研修費の旅費１１０万円の減額は各種研修会等の不参加による執行残の整理でありま

す。

次に、収入は、病院事業収益から４,３５０万円を減額し、補正後の収入予定額を６億６,６５９

万５,０００円に改めるものであります。内訳は、入院収益が３,６５０万円の減額で、入院患者数

の減少による減、外来収益３,７００万円の減額は外来患者数の減少による減、医業外収益の他会

計補助金３,０００万円の追加は、入院・外来収益の減収分を一般会計から補てんするものであり

ます。

次に、資本的収入及び支出についてご説明いたします。概要の２頁をご覧ください。予算第４条

に定める資本的収入及び支出の資本的支出から１２３万４,０００円を減額し、補正後の支出予定

額を１,３４２万６,０００円に改めるものであります。内訳は、病院施設費の機械器具備品購入費

１０４万４,０００円の減額は、核酸増幅検査機購入費の執行残の整理、リース資産購入費１９万

円の減額は、ベッドサイドモニタ購入費の執行残の整理であります。

次に、収入は資本的収入から８６万６,０００円を減額し、補正後の収入予定額を６８９万７,０

００円に改めるものであります。内訳は、道支出金の道補助金８６万６,０００円の減額は、緊急

包括支援事業補助金で、事業費確定に伴う執行残の整理であります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額６５２万９,０００円は、過年度分損益

勘定留保資金６５２万９,０００円で補てんをいたします。

補正予算書の１頁をご覧ください。第２条、業務の予定量の年間患者数入院延べ「６,２０５人」
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を「４,９６９人」に、外来延べ「１万８,１５０人」を「１万８,０７７人」に改めるものであり

ます。

第３条の収益的収入及び支出、第４条の資本的収入及び支出は、概要の中で説明いたしましたの

で、省略させていただきます。

２頁をご覧ください。第５条は、予算第６条で定めた議会の議決を経なければ流用することので

きない経費を改めるもので、給与費の減額により、予算総額を４億６,６７３万９,０００円に改め

るものであります。

第６条は、他会計からの補助金で、予算第７条中、３億５,０００万円を３億８,０００万円に改

めるものであります。

第７条は、棚卸資産購入限度額で、材料費の減額により、予算第８条中６,０５５万円を５,６０

５万円に改めるものであります。

以上が、令和４年度長万部町病院事業会計補正予算（第３号）の内容であります。よろしくご審

議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。はじめに収益的収入及び支出を行います。５頁から

６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に、資本的収入及び支出を行います。６頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

次に１頁をご覧ください。第２条業務の予定量、第５条議会の議決を経なければ流用することの

できない経費、第６条他会計からの補助金及び第７条棚卸資産購入限度額を一括して行います。１

頁から２頁です。ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決されました。

◎議案第１３号 令和５年度長万部町一般会計予算から

◎議案第２０号 令和５年度長万部町病院事業会計予算まで

○議長（辻義雄） 日程第１６、議案第１３号令和５年度長万部町一般会計予算から日程第２３、

議案第２０号令和５年度長万部町病院事業会計予算までの８件の議案を、会議規則第３７条の規定

により一括して議題といたします。

お諮りいたします。ただいま議題となっております８件の議案については、議長を除く９人の委

員をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。
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〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって、ただいま議題になっております８件の議案については議長を除

く９人の委員をもって構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定

いたしました。

委員長、副委員長互選のため暫時休憩いたします。

１４時４５分 休憩

１４時５２分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

ただいま休憩中に開催した予算審査特別委員会において委員長および副委員長が互選されました

のでご報告いたします。

委員長には長﨑議員、副委員長には辻紀樹議員。以上のとおりであります。

議案配付のため暫時休憩いたします。

１４時５３分 休憩

１４時５５分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

増田事務局長。

○議会事務局長（増田理恵） 諸般の報告をいたします。ただいまから議題となります同意第１号

長万部町監査委員の選任同意についての議案が町長より提出されましたのでお手元に配付いたしま

した。以上であります。

○議長（辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎同意第１号 長万部町監査委員の選任同意について

○議長（辻義雄） 日程第２４、同意第１号長万部町監査委員の選任同意についての件を議題とい

たします。提出者の説明を求めます。

木幡町長。

○町長（木幡正志） ただいま上程されました、同意第１号長万部町監査委員の選任同意につきま

して、提案理由をご説明いたします。

監査委員大澤栄一氏は、令和５年３月１７日付をもって任期満了となりますので、再度選任いた

したく、地方自治法第１９６条第１項の規程により、議会の同意を求めるものであります。

選任の同意を求める委員は大澤栄一氏で、住所などにつきましては議案に記載のとおりでありま

す。なお任期は令和５年３月１８日から令和９年３月１７日までの４年となります。よろしくご同

意下さるようお願いを申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。
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討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本件を採決いたします。

お諮りいたします。本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本件はこれに同意することに決定いたしました。

議案配付のため暫時休憩いたします。

１４時５７分 休憩

〔教育長（近藤英隆）除斥〕

１４時５９分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

増田事務局長。

○議会事務局長（増田理恵） 諸般の報告をいたします。ただいまから議題となります同意第２号

長万部町教育委員会教育長の任命についての議案が町長より提出されましたのでお手元に配付いた

しました。以上であります。

○議長（辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎同意第２号 長万部町教育委員会教育長の任命について

○議長（辻義雄） 日程第２５、同意第２号長万部町教育委員会教育長の任命についての件を議題

といたします。提出者の説明を求めます。

木幡町長。

○町長（木幡正志） ただいま上程されました、同意第２号長万部町教育委員会教育長の任命につ

きまして、提案理由をご説明いたします。

教育長近藤英隆氏は、令和５年３月３１日付をもって任期満了となりますので、再度任命いたし

たく地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規程により、議会の同意を求めるも

のであります。

任命の同意を求めるものは近藤英隆氏で、住所などにつきましては議案に記載のとおりでありま

す。なお、任期は令和５年４月１日から令和８年３月３１日までの３年となります。よろしくご同

意下さるようお願いを申し上げます。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑ありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕
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討論を終わります。

これより直ちに本件を採決いたします。

お諮りいたします。本件はこれに同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本件はこれに同意することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

１５時０１分 休憩

〔近藤英隆氏入場〕

１５時０１分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。

ただいまの任命同意に対し、近藤英隆君から挨拶の申し出がありますので、これを許します。

近藤英隆君。

〔近藤英隆氏登壇〕

○近藤英隆 本定例会の貴重なお時間を頂戴し、誠にありがとうございます。ただいま教育長の任

命に対しまして同意をいただき、誠に身に余る光栄であり、責任の重大さに身の引き締まる思いで

ございます。大変微力ではございますが、初心を忘れずに再度スタートラインに立ったつもりで、

教育行政に誠心誠意努力いたしますので、今後とも議員皆様のご支援ご協力をお願いし、挨拶とさ

せていただきます。本日はありがとうございました。

〔教育長（近藤英隆）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で挨拶を終わります。

◎休会の決定

○議長（辻義雄） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。

お諮りいたします。議案等の調査のため３月１０日から１３日までの４日間を休会したいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって３月１０日から１３日までの４日間を休会にすることに決定いたしました。

なお、本会議は３月１４日午前１０時から再開いたしますのでご承知おき願います。

◎散会宣告

○議長（辻義雄） 本日はこれにて散会いたします。どうもご苦労様でした。

１５時０３分 散会


